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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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コレクション





ガラスの檻





コレクション　Collection




　爽さわやかな風に乗って、若葉の匂においがした。


　この時季の紫し外がい線が一番キツイと言うけれど、陽ひ射ざしは柔やわらかく暖かだ。


　寝ね不ぶ足そくの目を擦こすりながら、俺は憤いきどおりを堪こらえて学生掲けい示じ板ばんの前を離はなれる。


「倉くら持もち！」


　背後から呼びかけられて、ふと足を止めた。


「どこ行くんだ、お前。一限目、休講だって？」


　同じ文理学部の佐さ沢ざわが、パタパタと駆かけ寄ってくる。


「…ったく、ムカつくよなー。人がせっかく早起きして来たのにさァ」


「暇ひまだったら、渋しぶ谷やでも行く？」


　ブツブツ文句を言う俺を宥なだめるように、佐沢が軽い調子で口にする。人の好よさそうな目が、眼め鏡がねの奥で細くなった。


「悪わりィ、俺、今日二限目外せねーから。今月赤字で月末までもちそうにねーし、どっかそのへんで時間潰つぶしてるよ」


　ごめんな、と顔の前で掌てのひらを立てると、彼は「喫きつ茶さ室には行かないほうがいいぜ」と声を潜ひそめた。


「なんで？」


「さっき、小お椋ぐらさん、ウロウロしてたからさ」


「ゲ、噓うそ」


　大おお袈げ裟さに顔を顰しかめて、腕うで時ど計けいを覗のぞき込む。


「こんな時間に、もう来てんのかよ。あの人、いつもは昼すぎにしか来ねーくせに」


「そりゃ、午後から来たんじゃ、いつまでたっても倉持が捕つかまんねーって、ちょっとは学習したんだろ？」


　冗じよう談だんじゃねーや、と嘯うそぶいて軽く肩かたを竦すくめた。


　──必死で早起きして来てみれば、一限目は休講だの、天敵が構内をうろついてるだの、今日は厄やく日びか？


「あ、倉持、いたいた。お前さァ…」


　ふいに後ろからポンと肩を叩たたかれ、ビクッと飛び上がった俺を見て、佐沢はブッと噴ふき出した。


「どうした？　そんなビックリした顔して」


　ゼミで一いつ緒しよの中なか田たが、俺の驚おどろきようにかえってビビッたみたいに、ヒャッと手を引っ込める。


「脅おどかすなよ。ちょうど今、小椋さんの話してたとこだったからさ。てっきり見つかったのかと思って、心臓が口から飛び出しそうになった」


　素す直なおにそう口にすると、中田は苦く笑しようしながらゴメンと呟つぶやいた。


「そういや、今朝、小椋さん正門のとこにいたよな」


「な、やっぱそうだよ！」


　ゲラゲラ笑っていた佐沢は、証しよう拠こを摑つかんだ刑けい事じのように誇ほこらしげに、鼻の穴を膨ふくらませる。


「一時期ご無ぶ沙さ汰ただったのに、最近頻ひん繁ぱんじゃん。お前、まーた気ィ持たすような態度取ってんじゃねーの？」


　中田の言葉に、俺はムッと唇くちびるを尖とがらせた。


「…んなわけねーだろ。冗談じゃねーよ。俺ァ、二度とあんなことゴメンだよ」


「そりゃそうだろうけどさ。それよか、お前、来週の金曜ヒマ？　Ｓ女の女と合コンするんだけど」


「Ｓ女？　へー、いいじゃん。行く行く。どこ？　何時？」


　二つ返事で、身を乗り出す。


「軽いな～、倉持。中田ァ、こいつ誘さそうのやめとけよ。どうせ、女どもみーんなこいつ目当てだしさァ」


　自分は誘われてもいないくせに、佐沢が我わが物顔に口を挾はさんだ。


「こいつ、いっつも途と中ちゆうでいなくなるしさー。しかも、一番イイの連れてっちゃうんだよ」


「んー……でも、倉持がいると、場が華はなやぐからな」


「倉持、いい加減、特定の女作ったら？」


「あ、無理無理」


　俺が口を開くより早く、中田は勝手にそう佐沢に返事をする。


「こいつ、見た目と中身のギャップありすぎて、一か月と続かねーんだよな」


「……悪かったね。見かけ倒だおしで」


　恨うらみがましく睨にらみつけたが、中田は慣れたもので、いけしゃあしゃあと言葉を継ついだ。


「べつに、それは倉持のせいってわけじゃないだろ。顔だけ見て中身もこうだと決めつけて、勝手に夢見てる女のほうが悪ィんだし、俺はお前が外見どおりのスカした野や郎ろうじゃなくって、大だい歓かん迎げいだけどな」


　褒ほめられているのかけなされているのか、判断のつきかねる口くち振ぶりに、俺はハアッとため息をつく。


「小椋さんも夢見てるクチだよなァ」


　佐沢がシミジミと呟いた。


「あ──噂うわさをすれば、アレそうじゃねー？」


　指で示された方角に小椋の姿を見つけて、俺は慌あわてて中田の陰かげに回り込んだ。幸い、中田は俺よりも二回りぐらいはデカイので、こういう時には役に立つ。


「倉持のこと、探してんじゃねーの？」


　そんなの、あらためて言われなくてもわかってる。


「あんなに必死なんだから、いっぺんちゃんと話してやれば？」


「他ひ人と事ごとだと思って、簡単に言うなよな」


　ムキになって言い返し、おそるおそる首を伸のばして、中田の肩かた越ごしに小椋のようすを窺うかがった。


　このままここにいたのでは、そのうち小椋に気づかれてしまう。向こうがこちらを見ていない間に、逃とう亡ぼうしてしまわなければ。


「倉持、金貸してやるから、一緒に外行く？」


　同情したような佐沢の言葉にちょっとだけ考えて、それから、やっぱりいいやと思い直した。


「とりあえず、どっかに隠かくれてるよ。中田、Ｓ女の件はあとで連れん絡らくくれる？」


「お前に連絡すんの、面めん倒どう臭くせェんだよ。いい加減、携けい帯たい買えって」


「金ねーもん。悪ィ、家に電話して」


「家の電話解約して、携帯にすりゃあいいのに。そのほうが便利じゃねェ？」


　考えないでもないことを指し摘てきされたが、それにはひょいと肩を竦める。


「家の電話、親おや父じ名義なんだよ。勝手に解約したら怒おこられる。じゃあな」


　それだけ早口に捲まくし立てて、俺はさっさと踵きびすを返すと、コソコソ逃にげ出した。図書館あたりに隠れていようと思い、足速にそちらに向かった時だ。


「君、……倉持峻しゆんくん？」


　よく響ひびく渋めの声に、呼び止められた。


　振り返ると、スラリとした長身の男が立っている。


　俳優ばりの整った容姿と、雑誌から抜ぬけ出てきたような垢あか抜ぬけた服装──どことなく気き障ざな仕し種ぐさが、妙みように似つかわしい男だった。


　俺は咄とつ嗟さに返事ができずに、その場で固まってしまった。


　大学内で、彼を知らない人間はモグリだ。


　たとえ学部は違ちがっても、それほど有名で、けれど普ふ通つうなら俺なんかとは話すこともないような、存在──。


「話したいことがあるんだけど、少し時間を作ってもらえないかな？」


　彼──迎むかえ雅まさ也やは、そう言って薄うすく笑った。


　細長い器用そうな指が、長めの前まえ髪がみをうるさそうにかきあげる。


　彼についての噂を、いろいろと聞いている。


　高校生のころからコンピューターゲームのソフトを企き画かく製作して、億単位の金を稼かせいだとか、現在は大手企き業ぎようのプログラミングの仕事を手伝っていて、月収が数百万あるとか。私小説を発表して賞を取ったという話もあるし、ホントかウソかわからないけれど、そのどれもが俺からすればみんな桁けた違ちがいだ。一いつ般ぱん庶しよ民みん代表みたいな俺にとっては、別世界の人間だと思う。


「……ああ、ゴメン。いきなりこんなこと言っても、困るよね。僕は、迎雅也。芸術学部の四年…」


「知ってます」


　思わず、口を挾んだ。


　世情に疎うといと思われるのは嫌いやだったし、ようやく彼と話す心の準備が整ったこともある。


「あの……話…って、なんの…」


「小椋匡きよう輔すけのことで」


　静かに、けれどキッパリと彼は言った。まっすぐに俺を見つめて──。


「僕は、君を保護したいと思ってるんだ」








　小椋匡輔は、芸術学部で写真を専せん攻こうしている四年生だ。


　見かけはパッとしないどこかうさん臭くさい風ふう貌ぼうだが、写真の技術や才能はズバ抜けたものを持っているらしい。


　この不景気な時代に、いくつかのスタジオやマスコミ関係から、就職の引きがきているというから、実際たいしたものなのだろう。


　俺は、そんな彼の写真のモデルをやったことがあった。


　昨年──ちょうど、大学に入学して間もないころだった。


　アパートで一人暮らしを始めたばかりで、なにかにつけ金がいった時期だ。


　親からの仕送りだけでは当然足りなくて、バイトを始めてはみたものの、満ち足りるほど稼げるわけではない。家賃、光熱費、電話代などの支し払はらいを終えれば、食費すらままならないほど、俺は生活費のやりくりに慣れていなかった。


　そんな時に小椋が持ちかけてきたモデルのバイト料は、俺にとっては破格の額だった。しかも日当で、すぐに現金が手に入るのだ。


　あまり深く考えずに、俺はその話に飛びついた。


　小椋がホモセクシュアルだという噂を聞いたのは、モデルをＯＫして、しかも料金の半分を前まえ渡わたししてもらい、米を五キロ買ってしまった直後のことだった。


　いくら金のためとはいえ、無体な真ま似ねを強要されたらどうしようと、思わなかったわけじゃない。あとから冷静に考えれば、受けとった金を返して、モデルを断る──これが一番よかったのかもしれない。


　けれど、その時の俺は切せつ羽ぱ詰つまっていた。


　だから、一度きりだと自分にも言いきかせて、彼の用意したスタジオへと向かったのだ。


　現実には、悪友連中に脅おどかされたように、変な悪戯いたずらをしかけられることも、ましてや猥わい褻せつ行こう為いを要求されるなんてこともなかった。


　噂を真に受けた自分を恥はじたほど、小椋は仕事に徹てつしていた。


　が、それもできあがった写真を見るまでのことだ。


　俺をモデルにしたその写真は、月刊のカメラ雑誌のコンクールで大賞を取った。


　それは、半はん裸らでウトウトと微睡まどろんでいる、光に半分透すけているような俺の姿だった。


　いったいいつのまにそんな写真を撮とられたものか、俺には記き憶おくがなかった。


〝美神の微睡み〟などとフザケたタイトルをつけられたその写真は、俺と小椋が特別な関係にあるという、根も葉もない噂を呼んだ。


　眠ねむりかけている俺の姿が、よりにもよって、いかがわしい行こう為いのあとのように思われたのだ。


　悪友連中に「それ見たことか」と嘲ちよう笑しようされたうえ、俺は、不特定多数の人間に毎日視し姦かんされているような居い心ごこ地ちの悪さを味わった。


　人の噂も七十五日。黙だまって耐たえていれば、事態は好転すると、考えた俺は甘かった。


　賞を取って有う頂ちよう天てんになった小椋は、再び俺に「モデルをやってほしい」と持ちかけてきたのだ。


　当然、けんもほろろに断った。


　小椋も、それでいったんはあきらめたように見えたのだが──。


「君も知ってると思うけど、匡輔にはちょっと思い込みが激しいところがあってね」


　アイスコーヒーを少し口に含ふくんでから、迎雅也は苦々しげにそう呟つぶやく。


　即そく座ざに頷うなずいていいものかどうか、俺は一いつ瞬しゆん迷った。


「芸術家にはありがちなことかもしれないんだが、時々、現実と空想の境目があやふやになるんだ」


「はあ…」


　曖あい昧まいに頷いて、アイスミルクのストローをガジガジ齧かじる。


　昔つきあっていた彼女に「その癖くせ、汚きたなくて嫌」と言われて直す努力をしたのだけれど、いまだに時々無意識にやってしまう。


　グチャグチャになったストローを見て、シマッタと思ったけれど、迎はとくにそれには注意を払わなかった。


「匡輔の君への執しゆう着ちやくは度を越こえていると、そばで見ていてもわかる」


　いまいましげに口にして、迎はハアとため息をつく。


「いっそあの時、君が彼を訴うつたえてくれればよかったのにと、反対に君を恨うらみたくなってしまうよ」


　そんな理り不ふ尽じんな、とムッとして彼を睨にらみつけた。


「どうして、告こく訴そしなかったんだ？」


「どうして…って…」


「匡輔は、君が本当は自分のことを想おもっているんだと、勝手に思い込んでいる」


　カランと、グラスの中で氷が踊おどった。


　二度目のモデル依い頼らいを、俺は断った。小椋もそれで納なつ得とくして、引き下がったかのように見えた。


　だけど、本当はそうじゃなかった。


　彼は俺を「賞のお礼に」と、食事に誘さそってきた。


　俺は、彼があきらめてくれたものと疑いもせずに、うかうかとその誘いに乗ったのだ。またまた仕送り前、おまけにバイトの給料前で大ピンチだったこともあり、夕飯代を浮うかす程度にしか考えていなかった。


　その席で、俺は強い酒を勧すすめられ泥でい酔すいした。いや、なにか薬を入れられたのかもしれない。とにかく前後不覚の泥酔状態になった俺を、彼は裸はだかに剝むいて撮さつ影えいしやがったのだ。


　俺が女なら、即そく『猥わい褻せつ強要』や『暴行未み遂すい』で警察沙ざ汰たになっただろう。


　だけど俺は男だし、とりあえず強ごう姦かんされたわけでもなかったし──されたとしても、男の場合『強姦罪』は適用されないらしい。せいぜい『傷害罪』が関の山だ──ノコノコ誘いに乗った自分がバカだったのだと、自己嫌けん悪おに陥おちいるしかなかった。


　だけど、その時の写真が再び世間で高い評価を受けるに至って、俺の我が慢まんも限界を越えた。


　肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいで告訴してやろうと、俺だって考えて、知人に弁護士を紹しよう介かいしてもらい、相談しにいったのだ。


「……金、なかったからな～」


　アイスミルクを飲み干して、俺はポツリと言った。


「え？」


　金の苦労をしたこともないような迎には、そんなこと考えつきもしなかったのだろう。彼は、驚おどろいたように目を丸くする。


「告訴してやるつもりで、弁護士に相談してみたんですけどね。……たった一時間話しただけで、二万も請せい求きゆうされたんですよ？……おまけに裁判になったら、もっと金かかるって話だし。裁判負けたら、全額こっち持ちだって友達にも聞かされて。そんな金使うくらいなら、野の良ら犬いぬに嚙かまれたと思って忘れるほうが簡単だと思ったから」


　不ふ貞て腐くされた口調で言った俺を、彼はなんとも言えないような表情で凝み視つめている。


　高校時代から億万長者だったという噂うわさを鵜う呑のみにするなら、そんな迎にしてみれば、告訴費用にビビッて泣き寝ね入いりした俺なんか、さぞかし情けなく思えることだろう。


　きっと腹の中じゃ笑ってんだろうな、と卑ひ屈くつな思いが込こみ上げた。


「……そのころ、こうして話していれば、少しは君の役に立てたかもしれないな」


　なぜか申しわけなさそうに、迎は呟いた。


「もっと良心的な弁護士も紹介できたし、ほかにもいろいろアドバイスできたかもしれないのに」


　すまない、と頭を下げられて、こちらのほうが面めん食くらった。


　なんだか、ちょっと勝手が違ちがう。


「そんな……迎さんが謝ることじゃないでしょ。もとはといえば、俺が甘かったんだし」


　アタフタと狼狽うろたえながら、俺は慌あわてて言った。


「それに、小椋さんも今年で卒業でしょ。どっかのカメラマンに弟子入りするとか、マスコミ関係に進むとか、いろいろ噂あるけど、そうなったらスッゲー忙いそがしくなっちゃって、俺なんかにかまってる暇ひま、なくなると思うんですよね。だから、卒業までの辛しん抱ぼうだと思えば…」


「反対だよ」


　迎は、静かに俺の言葉を否定する。


「え…？」


「卒業まで、あまり間がない。だからこそ、彼は自や棄けになってるんだ」


　まっすぐに見つめる彼の瞳ひとみが、真しん剣けんな光を帯びた。


　射い竦すくめられてしまいそうな錯さつ覚かくに、俺はゴクリと唾つばを飲み込む。


「どうせあと少しで卒業するんだからと、匡輔は君を拉ら致ちして監かん禁きんしかねない勢いなんだ。失礼なことを聞くようだけど、あの時……君を酔よわせて撮影した時、彼と関係した？」


　カァッと頰ほおに血が上った。


　この場合の〝関係〟が、なにを意味するかぐらいわかってる。言葉どおり、失礼極きわまりない質問だ。


「ごめん。君を侮ぶ辱じよくするつもりはないんだけど、匡輔は『あの時のような、君との甘い時間を取り戻もどしたい』と言っているんだ。……彼の勝手な思い込みだとは思うけど」


　いたわるような彼の口調に、俺は唇くちびるを嚙みしめて俯うつむいた。


「倉持くん、気を悪くしたなら…」


「……ないんです」


　え、と気の抜ぬけたような声が、迎の唇から洩もれた。


「記憶、ないんです。写真撮られたのだって、発表されて初めて知った。だから、なにされたのか……全然わかんねーし…」


　最後まで犯されてないことだけは確かだけれど、指一本触ふれられなかった保証なんか、どこにもない。


「……ごめん」


　迎はもう一度頭を下げた。


「匡輔が君にしてきたことは、許されていいものじゃないと思う。だけど──あんな男でも、僕にとっては大事な友人なんだ」


　ため息混じりに呟くようすに、腐くされ縁えんてヤツかな、と考えた。


　なんとなくだけど、小椋と迎が親しいなんて、ちょっと不思議な感じがする。言っちゃなんだが、見た目だけでも不ふ釣つり合いだし、共通の話題なんかなさそうだ。


　彼は「勝手な言い分ですまない」と目を伏ふせてから、言葉を継ついだ。


「彼には、才能があると俺は思う。こんなことで彼に躓つまずいてほしくないんだ。僕は、あいつを犯罪者にしたくない」


　つまり──彼らの共通項こうは〝才能〟で、俺の存在は〝こんなこと〟なわけだ、と少々やさぐれた思いが込み上げる。


「……べつに、俺、小椋さんを訴える気なんかないですよ」


　俺のほうが悪者みたいじゃないかと思いながら、言い返して唇を尖とがらせた。


「そんなこと、思ってやしないよ」


　迎が、フッと口元を綻ほころばせる。


　優やさしげな微ほほ笑えみに、卑屈になっている自分が恥はずかしいような、妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じた。


　この人、噂以上に感じがいい。なんで小椋なんかと友達なんだろうと、また考える。いくら才能があったって、それだけじゃどうしようもないと思うのだ。


「だけど、彼が強きよう硬こう手段に出て君に怪け我がでもさせたら、否いや応おうなく事件になるだろう？」


　だから未然に防ぎたいんだ、と彼は真剣な表情で訴えた。


「あの、それで俺にどうしろって…」


「言っただろう？　君を保護したい。匡輔の前から君が姿を消せば、最初はそりゃあ死に物狂ぐるいになって探し回るだろうけれど、時間が経たてば落ち着くと思うんだ。……そんなに長い時間じゃない。君が隠かくれている間に、僕も彼を説得する」


「いや…でも、それは…」


　話がやけに大おお袈げ裟さになってきた気がして、内心ちょっと慌てながら、俺はシドロモドロに言葉を詰つまらせる。


「わかってるよ。君には君の生活があるんだし、勉強だってあるしね。なるべく早く解決させるつもりだから……大学のほうは、代返も頼たのんであげるし、ノートのコピーも手配する。文理の友人に、その間の君の家庭教師を頼んだっていい。君には一いつ切さい不自由させないよ。生活の面めん倒どうすべて、僕にみさせてほしい」


　なんか身み請うけの条件みたいだなーと、この場に不似合いなことを考えてしまった。


　きっと、迎が知ったら気を悪くするだろう。


　それほど彼は真剣で、一生懸けん命めいなのだ。こんなに必死になってくれる友人がいるなんて、小椋が少し羨うらやましくなってきた。


　もしも俺が犯罪に荷か担たんしそうになったら、こんなふうに俺のために必死になってくれる友達はいるだろうか？　犯罪者にしたくないなんて、誰だれか言ってくれるだろうか。


　──考えてみたけれど、誰の顔も浮うかばなかった。


　それどころか、ワイドショーのレポーター相手に、「あいつならやりかねないと思ってたんですよー」と誇ほこらしげに吹ふい聴ちようする面々なら想像がつくのだから、情けない。


「……ほっとけないんだ。頼たのむ」


　駄だ目め押しに懇こん願がんされて、俺は小さく息をついてから「わかりました」と頷うなずいた。


「でも、どこに隠れたらいいんですか？　小椋さん、俺の行きそうなとこ、だいたい調べてるんじゃないかと…」


　ここまでくると、一種のストーカーだよなと思いながら口にする。


　小椋は「申しわけないことをした」と一応、謝りにきた。しつこく、何度も何度も、だ。


　無視していると、バイト先やアパートの前にも現れるようになった。仕事場を変えたかったが、新しいバイト先を探すのは億おつ劫くうで、引っ越こそうにも資金がなかった。


　しばらく、女のところにも転がり込んでみたが、そんなつきあいは長く続かなかった。


　アパートに戻れば、今度は贈おくり物もの攻こう撃げきが待っていた。


　高価な食料品や、ブランドものの衣料品などが次々と配達されてきて、受け取りを拒きよ否ひしても、それらは飽あきもせずにかなりの間、送られ続けた。


　それもようやく落ち着いてきたかに思えていたのに、今度はこれだ。


　拉致して監禁するって？　冗じよう談だんじゃない。そんなことされたら、俺の一生メチャクチャじゃないか。


　人生を棒に振ふることを思えば、数日間大学の講義をサボるぐらい、チョロイもんだ。


「僕の仕事場を提供するよ」


　迎が言った。


「なんの干かん渉しようもされずに、仕事できる場所が欲しくてね。ちょっと前に、隠れ家を買ったんだ。その部屋のことは誰も知らないから……匡輔にももちろん教えてない。だから、絶対に安全だと思う」


　用よう意い周しゆう到とうだな、と感心しながら、俺は頷いた。


「わかりました。それなら、全部迎さんにお任せします。いつから行けばいいですか？」


「これからすぐに」


　即そく座ざに答えが返ってきて、一いつ瞬しゅん聞き間ま違ちがいかと思った。


「すぐ…って？　今すぐ？」


「そう」


「いや……でも、俺、用意とかあるし…」


「生活必ひつ需じゆ品ひんは揃そろってるよ。それでも足りないものがあれば、早急にこちらで用意する。こうしている間にも、匡輔が君を探しにここにやってくるかもしれないだろう？　今ならまだ、僕と君との繫つながりは誰も知らないから、足がつく心配はない」


　なるほどね、と頷く。


　彼の言葉にも行動にも、ソツがなかった。俺を納なつ得とくさせるだけの、力を持っていた。


　迎に任せれば、きっとなにもかもうまくいく。


　根こん拠きよのない確信に、俺は彼にすべてを預ける覚かく悟ごを決めたのだった。





　　　　■□■





「うわァ、見晴らしイイ～」


　窓を開けて、思わず感かん嘆たんの声を上げる。


　迎の隠れ家は、都心から僅わずかな距きよ離りの、豪ごう奢しやなマンションの最上階だった。


　眼下に広がる街並みは、夜になれば華はなやかな光を撒まき散らすことだろう。俺の経済状態では、まずお目にかかれない景観だ。


「気に入った？」


　お茶の用意をしながら、迎が声をかけてくる。


　俺は窓のそばにへばりついたまま、ウーンと低く唸うなった。


「……気に入ったっつーかさァ…。なんか……スゲーよ。スゴすぎて、ちょっと気き後おくれしちゃうかな…」


　正直な感想が、唇くちびるから零こぼれる。


　実際、スゴイのは外観ばかりじゃない。このマンションの部屋だって、俺の価値観を遥はるかに越えているのだ。


　今いるリビング一つに、俺の住むアパートのささやかな１ＤＫの部屋が、軽く二つは収納されてしまうだろう。


　重々しいサイドボードは、俺の部屋中の家具をかき集めても敵かなわないほど高価そうだ。まるでインテリア雑誌のページから抜ぬけ出てきたような、モデルルームじみた部屋だ。


「紅茶が入ったよ。──どうして？　気後れする必要なんか…」


「迎さん、噂うわさどおりホンットに金持ちなんだな」


　あけすけな物言いに、気を悪くするかと思ったが、彼は薄うすく笑っただけだった。


「噂？　どんな噂？」


　反対に聞き返されて、どう答えようかと一瞬躊躇ためらう。


「……お、億万長者…だって」


　聞くなり、彼は今度はハハハと声を上げて笑った。


「懐なつかしい言い回しだなぁ。子供のころにやった〝人生ゲーム〟を思い出すよ」


「えっ、迎さんもそんなのやって遊んだんだ？」


「あたりまえだろう。僕だって、ごく普ふ通つうの家庭で育ったんだから」


　──ってことは、一代でこれだけ築いたってことか？　それはそれで、凄すごすぎる。


　こっそりとため息をついて、壁かべ際ぎわに並べられた調度品を眺ながめた。


「……ガラス、好きなんですか？」


「綺き麗れいだろう？」


　間かん髪はつ入れずに、彼は言った。


　きっと特注で造らせたに違いない、壁一面のガラス製の飾かざり棚だなには、いろいろなグラスや、かなり凝こった細工の花か瓶びんや壺つぼが並んでいる。素人しろうと目めにも、きっと高価なものだろうと判断できる。


「これ…ガレとか、バカラとかゆーヤツ？」


　なけなしの知識を引っ張り出して、質問してみた。


「いくつかはね。ブランドにはあまり拘こだわっていないんだ。……自分の目で見て、綺麗だと思えるものを買っているだけ。綺麗なものに囲まれていると、ホッとするんだ」


「……俺──ここで生活すんの、無理じゃないかな…」


　とっ散らかった自分の部屋の有様を、頭に思い浮かべながら呟つぶやいた。


「どうして？」


　迎は咎とがめるような口調になって、飲みかけていた紅茶のカップを、ガシャンと音を立てて置いた。


　割れそうな勢いに、なにごとかと仰ぎよう天てんしてしまう。


　だって、このカップだって、もしかしなくてもスゲーいいヤツなんだと思う。俺の一か月のバイト料が、軽く吹ふっ飛ぶくらいかもしれない。それをそんなに乱暴に扱あつかわないでほしい──いや、迎の持ち物なんだから、彼がどうしようが勝手だけれど。


「この部屋、気に入らない？」


「え、え？　う…ううん、とんでもないですよ。広いし、綺麗だし……でも、俺には広すぎるっていうか…綺麗…すぎるし。俺、普段、すげー汚きたない生活してるから。なんか息が詰つまりそうで……身分不ふ相そう応おうって感じ…」


　こんな高そうな絨じゆう毯たんの上じゃ、ゴロ寝ねもできない。涎よだれでも垂らしたら大変だ。


「君の好きなように、使ってくれてかまわないんだ」


「いや……でも、シミ一つつけられないよ。俺、だらしないから、きっと汚よごす…」


「汚したっていいから！」


　強く言いきられるのに、さすがに言い返せなくなって、口を噤つぐむ。


　──なんか……困った。いったいどうしたらいいんだろう？


　俯うつむいた俺をじっと見ていた彼は、ふと気を取り直したように口調を和やわらげた。


「気に入るかどうかわからないけど、着き替がえも少し用意してあるんだ。匡輔から、綿のシャツが好きだと聞いて」


　来てごらん、と言われて、反はん抗こうしてまた気を悪くさせるのは嫌いやだったから、素す直なおに隣となりの部屋についていく。


　綿のシャツが好きだもなにも、綿シャツは安いし、家で洗せん濯たくできるから着ているだけのことだ。気を遣つかわなくて楽、それが一番だ。


「こんなのは、どうかな？　手て触ざわりのいいものを選んだつもりなんだけど」


　クローゼットから出されたシャツを数枚受け取って、その柔やわらかさに首を傾かしげる。


　これは本当に綿だろうか？　手触りも光こう沢たくも、普通の綿じゃない感じがする。


「あの……これって、シルクじゃ…」


「まさか、ただのコットンだよ」


　涼すずやかな瞳ひとみが、いたずらっぽく俺を見る。


　品質表示のタグを見てみると、確かに〝綿百パーセント〟と記されていた。俺の着てるシャツも綿百パーセントだけれど、全然違う。綿と一口に言っても、ピンキリなのかもしれない。


「それでよければ、あと何枚か買ってくるけど」


　けっこうです、と俺は慌あわててシャツを彼に突つき返した。


「これも気に入らない？」


　迎は少しガッカリしたように、肩かたを落とした。


「いえ、気に入らないっていうんじゃなくて、俺にはもったいないって思うんです。……それに、どうせずっと部屋にいるんだから…あの……ダイエーとかイトーヨーカドーで売ってるような、普通のスエットとかのほうが楽だし、着古したジャージでいいんです！」


　そう、と彼はションボリ呟いた。


「君に似合うと思ったんだけど…」


「すみません！　俺、庶しよ民みんだから。こんな上等のシャツは…」


　綿って庶民のものじゃなかったっけ、と思いつつ口にする。仕方がない──この綿が、俺の知ってる綿じゃないから悪いのだ。


「わかった。それなら、明日にでもスエットを用意するよ」


「あの…っ、あんまり高級なのはやめてくださいね！　特売品で充じゆう分ぶんですから！」


　特売品を迎に買いに行かせるのも申しわけない気がしたけれど、このうえブランドものでも購こう入にゆうされたんじゃ、たまったもんじゃない。あまりにも至れり尽つくせりすぎて、かえってこっちのほうが気を遣ってしまう。


　でも──俺の一生でこんなに贅ぜい沢たくに暮らせるのって、もしかしてこれからの数日間だけだったりして。だとしたら、ちょっとだけ分不相応な夢を見てもいいだろうか。


「あとは……お任せします。しばらくの間お世話になります。部屋、汚さないようになるべく気をつけますから」


「倉持くん」


　嬉うれしそうに、迎は微ほほ笑えんだ。


「よかった、そう言ってくれて。……部屋は汚したってホントにいいから。自分の家だと思って、寛くつろいでほしいんだ」


　そりゃあ無理だってばさ、と心の中でだけ呟いて、愛あい想そ笑いを浮うかべる。どうしたって気を遣うし、ここにいる間はコーヒー一いつ杯ぱい飲むのにも緊きん張ちようすると思う。


「じゃあ、軽く説明しておこう。寝しん室しつはここを使って」


　部屋の真ん中にある、キングサイズのベッドを、彼は指差した。


「僕はあっちの部屋で仕事をしてるけど、気にせずに、君のペースで生活してくれていいよ。あ、うるさかったら、言って」


「仕事って？」


　噂じゃ、どこかの会社の手伝いをしているということだったけれど、本当か？


「簡単なプログラミングの手伝いだよ」


　彼はあっさり言って、仕事場のドアを開く。


「う…わ…！」


　ほかの部屋とは違ちがい、そこはいかにも仕事場といった風ふ情ぜいの、それほど広くない部屋だった。いや、床ゆか面めん積せきは広いのだろうが、数台並んだパソコンや、資料らしき書類や本が所ところ狭せましと積み上げられていて、足の踏ふみ場もない感じだ。


　その雑然とした雰ふん囲い気きに、この家の中で一番居い心ごこ地ちのよさそうな場所だな、と思った。並んでいるのは無機質な機械なのに、今まで見た部屋のどこよりも生活の匂においがする。


「これ、触さわってもいいですか？」


　コンピューターの一台に近づいて、迎を振ふり返ってみた。


「こっちのなら、かまわないよ。今使ってないから」


　好こう奇き心しんを隠かくしきれない俺の様子に、苦く笑しようしながら彼は言った。


「ようやく君の気に入るものがあって、助かった。……ゲームの試作品とかあるけど、やってみる？」


「ホント？　どんなの？」


　いろいろあるよ、と言いながら、迎はディスクを取り出した。


　これで、もう一つの噂うわさの確証を得られた感じだ。


　彼がゲームソフトを作っているというのも、どうやら噓うそじゃないらしい。金持ちかどうかの確証は、もう今さらって感じだけどさ。





　　　　■□■





　思いがけず、毎日は快適だった。


　最初こそ居心地が悪くて、だだっ広いリビングルームのわざわざ隅すみっこのほうに行って蹲うずくまっていたりもしたのだけれど、二、三日もすると慣れてきて、真ん中で寝転がることもできるようになった。


　人間は、節約や貧びん乏ぼうにはなかなか慣れないけれど、贅沢にはすぐに慣れてしまうものかもしれない。


　アパートにいる時は、冬以外ほとんど水のシャワーしか浴びなかった俺が、ここでは二十四時間いつでも入れるジェットバスを満まん喫きつしてる。雑誌やテレビで紹しよう介かいされていた半身浴なんかも試ためしてみたりして、大満足だ。


　ベッドは三回連続で寝返りをうっても落ちる心配がないし、テレビ画面も倍のデカさで、衛星放送も見放題だ。


　おまけに、食事は迎が毎日作ってくれる。


　彼は菜食主義らしく、簡単な手料理は野菜を主にしたものが多かったが、俺のために必ず一品は肉や魚を用意してくれた。それが、コンビニ弁当やスーパーの惣そう菜ざいなんて目じゃないくらい美う味まいのだ。


　デキる男は、いったいどこまでデキるんだろう。


　容姿がよくて、頭もよくて──そのうえ家事まできっちりこなすなんて、「参りました」と土下座したいくらいだ。


　彼がいない昼間や仕事中の夜、俺は彼が製作したというコンピューターゲームに夢中になっていた。


　普ふ段だん、ゲームなんかほとんどしなかったのに──したくても、時間も金もないからできなかったというのが本当のところだけれど──ほかにすることがないせいもあって、俺はゲームにのめり込んでいた。寝しん食しよくを忘れてやり捲まくり、「時間を決めてやらないと、目にも悪いよ」と小学生相手にするような注意までされる始末だった。


　迎はいたってマイペースで、遊び惚ほうけている俺にはかまわずに、着々と仕事を進めていた。


　彼の真しん剣けんな横顔をチラリと盗ぬすみ見て、憧あこがれとも羨せん望ぼうともつかない思いが込こみ上げるのを感じる。


　俺と年は二つしか違わないのに、彼は自分の手であり余るほどの金を稼かせいでいる。地に足をつけ、しっかり生きている。


　それにひきかえ、俺はなにをやってるんだろう。


　同性愛者に迫せまられて、オタオタと逃にげ出し、迎の庇ひ護ごの下もとで毎日することもなく遊んでいるだけ。なにも生み出さない、ダラケた毎日だ。


　──この件が片づいたら、将来についてちゃんと考えてみようかな、なんて漠ばく然ぜんと思った。


　取とり柄えは顔ぐらいだと評判の俺だけど、男の顔は年ねん齢れいを重ねるごとに変わっていくという。


　いいように変わるか、悪くなっていくかは、その人間の生き方に関かかわってくるのだと、いつだったか撮さつ影えいの合間に小椋が言っていた。


　その時は、彼に対する猜さい疑ぎ心しんのほうが大きくて、とてもじゃないが素す直なおに頷うなずけなかった。


　だけど──こんな迎の姿を見ていると、きっと彼はものすごくいい年齢の取りかたをしていくんじゃないかと思える。


　今ですら膨ぼう大だいな差がついているのに、たぶん十年後はもっと凄すさまじい距きよ離りがあるだろう。自じ堕だ落らくな生活を送っている俺は目も当てられない風ふう貌ぼうで、迎は今以上に輝かがやいているに違いない。


　そうなりたくないから──少しでも彼に近づくために、いったいなにから始めればいい？


「どう？　クリアできた？」


「え？」


　ゲームの手を止めて、ぼうっと迎の横顔を凝み視つめていたのだ。そんな不ぶ躾しつけな視線を、彼が気づかないはずがない。


「あれ、ラスボス戦、終わってる？」


　ずっと向かいあっていたパソコンの前を離はなれて、彼は俺の前にある画面を覗のぞき込む。


「あ……うん、そう、もうとっくに…」


　俺の肩かたに手をかけて、彼はうんうんと頷いた。周囲を取り巻く空気が動いて、彼が必要以上に近づいてきている気がする。


　ふわりと甘い香かおりが鼻をくすぐり、身体からだの奥がずくりと竦すくんだ。


　──なにを意識してるんだ？　俺ってば。


「さっきから扉とびらを開けようとしてるんだけど、開かなくて──ここから出られない」


　なぜか狼狽うろたえてしまうのを押し隠し、慌あわてて取り繕つくろうように口にする。


　事実、ラスボスはかなり前に倒たおしていたのだが、閉じ込められた部屋を脱だつ出しゆつできない。脱出しない限りエンディングは迎むかえられないようだが、どうして出られないのかがわからなくて右往左往するうちに半分ぐらい飽あき始めていた。攻こう略りやく法ほうを教えてもらおうかなあと、迎を見ていて、真剣な横顔に声をかけられないままぼんやりしていたのだ。


　どうも俺には根気が足りない。詰つまるとすぐに飽きてしまう。


「鍵かぎ、持ってないだろう？」


　笑いながら、彼が言った。


「鍵？」


「そう。鍵があれば、簡単にこのドアが開くよ。でも鍵がないと、どこからも出られない。……君は永遠に、この部屋に閉じ込められたままだ」


「噓、だって鍵なんかどこにもないよ。俺、戸と棚だなも物置にあった箱も全部開けて探したから、もうほかに隠すような場所は…」


　迎は、楽しげにクスクス微わ笑らうばかりだ。


「ちょっとォ、迎さん、笑ってないで教えてよ。鍵、どこにあんの？」


「駄だ目めだよ。頑がん張ばって、自分で探してごらん」


　ええ～っ、と落らく胆たんの声を上げる。


「だって、部屋じゅう探したってば。これ以上、探すとこないじゃん。せめて、ヒントだけ教えて」


　市し販はんされているゲームだって、攻こう略りやく本ぼんが出ているのだ。攻略本ナシでここまでやってきたのだから、それくらい教えてくれ、と俺は彼に食い下がった。


「じゃあ、ヒントね。……ラスボス倒す前に、ちゃんと話した？」


「え？」


　ポカンと彼を見る。


「話もしないで、殺したんだろう」


「…って、でも話なんかしてたら、こっちのほうが殺やられちゃうよ。アイツ、出会い頭がしらに攻こう撃げきしてくるんだから。俺、五回目でやっとここまできたんだよ？　ＨＰの残り二だったよ。あと一回叩たたかれたらおだぶつってとこでギリギリ…」


「レベルが足りないんじゃないかな。もうちょっと修行してやり直しだね。死ぬ寸前のラスボスから鍵を貰もらわないと、ずっと……──出られないよ」


　どこか嬉うれしそうな口調に、一いつ瞬しゆんだが嫌いやな感じがした。


　クリアできない俺をバカにしてる感じじゃないし、作り手としてはこうやって目の前で四苦八苦されるのは楽しいものなのかもしれない。だけど、それだけじゃない。どうしてだか、わからないけど──なんだか嫌なゲームだと思う。


　言葉ではうまく説明できないのだけれど。








　いつまで経たってもゲームはクリアできず、例によってもうやるのが嫌になってきた。ゲームはそれだけじゃなくほかにもあるのに、やる気が起きなくて、そうするうちにこの贅ぜい沢たくな生活までがつまらなく思え始めた。


　ここに来て何日経ったかな、とシステム手帳を開いてみる。


　迎の口から、小椋の話はあまり出ない。計画どおりには、うまくいってないのかもしれなかった。


「……ただいま。ごめんよ、遅おそくなって。おなか空すいただろう？」


　リビングの扉が開くのと同時に声がして、俺はハッと顔を上げる。


「どうかした？　変な顔して…」


　今すぐ夕飯の支し度たくするから、と迎は手に提げていたスーパーの袋ふくろを軽く掲かかげて見せた。


　そのへんの主婦に混じって買い物してきたんだろうなと思ったら、なんだかちょっとおかしくなった。


　噂うわさでしか知らなかった彼からは、想像もできないような生活臭しゆうだ。


「なんだい、ニヤニヤして」


「…なんでもない。今晩、おかずなに？」


　ピョンと椅い子すから飛び下りて迎に走り寄り、スーパーの袋を覗き込む。ネギやキャベツ、挽ひき肉とギョーザの皮が入っていた。


「ギョーザ作るんだ？　俺、手伝うよ。いつも迎さんにばっかりやらせてたんじゃ、居い候そうろうなのに申しわけないし」


「……居候だなんて…」


　気に障さわったのか、彼の眉み間けんにスウッと皺しわが寄せられる。


　彼はこういう卑ひ屈くつな言い回しがあまり好きではないらしいのだが──でも、事実だ。


「俺、暇ひまだからいろいろ考えちゃってさ。……昼間、なんかやることないかなァ。ゲームもクリアできないまま、飽きちゃったし」


　なおもブツブツぼやいている俺を、彼はまだ複雑な表情を浮うかべたままじっと見る。心の底まで見み透すかすような視線に晒さらされて、妙みような居い心ごこ地ちの悪さを感じる。俺は慌てて話題を変えようと、ずっと気になっていたことを持ち出した。


「それで……その後、どうなってますか？　小椋さん、どうして…」


「半はん狂きよう乱らんで、君を探しまわっている」


　どうしていますか、と最後まで言いきらないうちに、迎は苦々しげに唇くちびるを歪ゆがめて吐はき捨すてた。


　半狂乱、という言葉の響ひびきに、思わずゾッと身を竦ませる。


　失礼だけれど、小椋の風貌は正直褒ほめられたものではなく、その彼が周囲の目も気にせずに俺を探し回っているようすというのは、想像しただけで気が滅め入いってしまう。


「あんな彼の姿を見ているのはつらくて、君にはあえて報告しなかったんだ。時間が経てば、彼もあきらめて落ち着いてくれると思う。そうなるように、俺もいろいろ手を尽つくしているんだけれど、なかなか思うようにはいかなくて……君に不自由な思いをさせているのはわかっているし、申しわけないし、心苦しいのだけれど…」


　本当にすまなそうに頭を下げられて、かえってこっちのほうが恐きよう縮しゆくした。


　俺が毎日ゴロゴロダラダラしている間も、彼は一人で思い悩なやんだり、小椋を説得したりしてくれているんだろう。それなのに俺ってば──。


「すみません。俺、勝手なことばっかり言って…。迎さん、なにも言ってくれないから……俺、ちょっと不安になっちゃって…」


　ゴメン、ともう一度呟つぶやく。


　彼はなにも言わずに、唇を引き結んでいた。


　この場を取り繕つくろうだけのうまい言葉が見つからなくて、ふっきるように彼の手からスーパーの袋を奪うばい取り、スタスタと台所に向かう。


「どうやって作るんですか？　俺、ギョーザなんて、あとは焼くだけの状態か、チンするだけのしか買ったことないから、すげー楽しみ」


　ちょっとわざとらしいかな、と思いながらも、はしゃいだ声を上げてみる。


「倉持くん」


　迎はホウッと息をつき、俺の隣となりに並んで炊すい事じ場ばに立った。


「これからは、ちゃんと報告するよ。君に、不安な思いをさせないようにする。約束する」


　真しん摯しな申し出に、俺もまたホッと胸を撫なで下ろした。


　ありがとう、と顔を上げると、彼はびっくりしたように瞬まばたきを数回くりかえして、曖あい昧まいに頷うなずいた。


　微かすかに赤くなった彼の耳を見て、どこか不自然な、不可思議な思いに囚とらわれる。


　──この思いはなんだろう？


　彼は、もう俺を不安にさせないと約束してくれているのに。


　胸にふつふつと湧わいてくる不安感が、拭ぬぐいきれない。





　　　　■□■





　この部屋には、電話がない。


　もともと迎が、〝周囲からなんの干かん渉しようもされずに仕事のできる場所が欲しくて〟選んだ部屋だ。電話やファックスがあったのでは、意味がないのだろう。


　誰だれにも秘密の場所だから、当然誰も訪ねてこない。セキュリティーシステムは完かん璧ぺきで、新聞の勧かん誘ゆうや怪あやしげなセールスも来ない。


　もうずいぶん長いこと、俺は迎以外の人間と口をきいていない気がする。実際には、まだほんの二週間ほどなのに、何か月も過ぎてしまったみたいに思える。


　ふと、大学のことが気になった。


　迎は、誰かに代返を頼たのんでおくと言っていたが、大だい丈じよう夫ぶだろうか？　講義によっては、自己申告制で出欠を取るのもあるけれど、いちいち名前と顔を確かく認にんする几き帳ちよう面めんな教授もいる。


　それに、レポートを提出しなければならない科目もある。


　ほったらかしになっているアパートの部屋のことも気になる。このマンションに来たのは突とつ然ぜんのことで、あの日、いつものように通学したまま帰っていないのだ。流しに洗い物が溜たまっていた気がするし──そうだ、洗せん濯たく物ものも外に出しっぱなしだったかもしれない。生ゴミも、出すつもりでベランダに置いたままだ。臭においが出て、隣の住人が文句を言っているかもしれない。


　バイト先にも連れん絡らくしていないから、当然クビだろう。最後のバイト料は、ちゃんと貰えるだろうか。仕送りがきちんと口座に振ふり込まれているか、家賃は無事に引き落とされているか。──一つ考え出したら、いろんなことが次々と気になり始めた。


　窓の外は、いい天気だ。


　ここに来てから、一度も外に出ていない。


「……人間って、一日一回は土を踏ふまないとエネルギーが補ほ充じゆうできないとかいってたっけ」


　最近妙に不安で、イライラしたり弱気になってるのは、ずっと室内に籠こもっているせいかもしれない。だいたい、もともと引き籠るような性格じゃない俺が、よく半月近くもおとなしくじっとしていたものだ。そのことのほうが驚おどろきだ。


「電話かけに行くか」


　佐沢あたりに、ようすを聞いてみようと思った。


　ここにきて初めて、携けい帯たい電話を持っていればよかった、なんて後こう悔かいする。あれば便利だろうけれど、なければないでなんとかなるとずっと思っていた。実際、連絡が取りにくいと文句を言われることはあっても、自分で不便さを感じたことはほとんどなかった。


　合コンで知りあった女の子と番号を交こう換かんできなくても、それは反対にしつこく追い回されなくて済むという利点もあったし、しょっちゅうメールのやり取りをする暇もなかった。でも、もし携帯電話を持っていたら、もっと早く佐沢とも連絡が取れていたかもしれない。


　そうすれば、迎が「そばで見ているのもつらい」と言っていた小椋の半狂乱な状じよう況きようも、佐沢ならもっと詳くわしく教えてくれただろう。


「ま、いっか。外に出れば公衆電話があるんだし」


　財さい布ふにテレホンカードが入っているのを確かめてから、足取りも軽く玄げん関かんに向かった。


　考えてみれば、俺自身はべつに犯罪者なわけじゃないのだから、外に出たってかまわないだろう。ただ、小椋に見つからないように注意していればいいだけのことで、それ以外の誰に見られたって大丈夫だ。


　久しぶりに外に出る解放感に、俺は意い気き揚よう々ようとドアのノブに手をかけて──。


「あれ？」


　ノブが左にも右にも回らないのに、首を傾かしげる。


　どうやら鍵かぎがかかっているらしいが、ドアを見ても鍵らしきものが見当たらない。


　普ふ通つうのマンションのドアにあるような、鍵のツマミがない。チェーンもついていないし、上にも下にも施せ錠じようの装置はなさそうだった。


　迎は毎日どうやって、このドアを開けていただろうかと、考えてみた。


　思い当たらない。


　覚えがないのも無理はなかった。彼はたいてい、俺が寝ねている間に出かけてしまうし、起きている時でも、玄関まで彼を見送ったことなんか一度もなかったからだ。


「なんだよ、このドア…？」


　押しても引いても、ビクともしない。シャレで横に開けてみようとしたが、もちろん無む駄だだった。


「なんか……俺、閉じ込められてるみたいじゃん」


　声に出して呟くと、自分の言葉に追い詰つめられた気がした。まさか、と笑い飛ばそうとしたが、渇かわいた笑いは喉のどに張りついて消える。


　もしかして、本当に──？　俺、監かん禁きんされてる？


　迎は、小椋から俺を保護するため、と言ったけれど、現実に俺は今、監禁されてるんじゃないだろうか？


「噓うそ…だろ…」


　ドンッと体当たりしてみたが、ドアはピクリとも動かない。肩かたに痛みが走っただけだ。





　──……君は永遠に、この部屋に閉じ込められたままだ。





　いつだったか、耳元で囁ささやかれた迎の言葉を思い出した。


　あれは、あくまでもゲームのことだと思っていたけれど。


「……冗じよう談だんじゃねーって」


　往おう生じよう際ぎわ悪く、ドアの隅すみ々ずみまで鍵らしきものを探してみたけれど、見つからない。


　仕方がないので玄関から出るのはあきらめて、部屋に戻もどり、ベランダに出てみた。


「緊きん急きゆう用の避ひ難なん梯ばし子ごもねーのかよ」


　あったとしても、最上階から梯子で降りる勇気はなかった。


　そんなのは、命とひきかえでないと出ない火事場のバカ力のようなものだ。


　最上階で部屋はここ一つだから、隣に通じる緊急避難口もない。飛び下りようにも、ここは十五階だ。


　渋しぶ々しぶリビングに戻って、乱暴にソファに腰こしを下ろす。


　人生最大のピンチかも、と考えれば考えるほど頭が痛くなってきた。


　このままもし迎が帰ってこなければ、俺はずっとここから出られないんじゃないだろうか。たとえば迎にそんな気がなくても、事故に遭あわないとも限らない。そしたら俺は──。俺がここにいることを、誰も知らない。外と連絡する手段はなにもない。


　とりあえず食料はいろいろあるから、即そく座ざに餓が死しする心配はないにしても、だから安心とも言いきれない。


「どうしたんだ、電気もつけないで」


　部屋が、いきなりパッと明るくなった。


　考え込んでいるうちに、いつのまにか日が陰かげっていたらしい。もう、迎の帰ってくる時間になっていた。


　のろのろと顔を上げて、不ふ審しんげに俺を見下ろしている迎と視線をあわせる。


「なにかあったのか？　具合でも悪い？」


　心配そうに眉まゆを顰ひそめて、彼は足速に俺に近づいてきた。


「倉持くん？」


「俺……今日、出かけようとしたんだけど…」


　えっ、と迎は目を瞠みはる。


「外に出たいのに、ドアが開かないんだ。鍵が外れないっていうか、どこに鍵があるのかもわからなかった。……どうなってんの？　迎さん、俺…」


　閉じ込められてるのか、と最後まで言えなかった。


　彼がプッと噴ふき出して、「ゴメン、ゴメン」と手をあわせて頭を下げたからだ。


「説明するのをうっかりして忘れてたっけね。ここのドア、一いつ般ぱん家庭とちょっと違ちがうんだよ」


　おいで、と手を引かれて、俺は立ち上がる。


「ここで操作するようになってるんだ」


　作りつけの下げ駄た箱ばこ脇わきの細長い鏡に、彼は手をかけた。


　パタンと開いた鏡の裏に、電子手帳ほどの大きさのキーボードがついていた。


「ここに暗証番号を入れないと、ドアが開かないんだ」


　パチパチ、と彼の指先が四ケタの数字を入力した。


「ドア、開けてごらん」


　促うながされるままに手をかけると、ドアは難なく開いた。


「ドアは全部、オートロックで閉まるようになっている。下の共同玄関はカードキーで開くんだけど、このドアはリモコンと暗証番号が必要なんだ。面めん倒どう臭くさいけど、ここには極ごく秘ひの情報もあるから。もし、罷まかり間違って情報を持ち出そうとする人間が入り込めたとしても、簡単には出られないようにしてあるんだよ」


「で、でも、そんなことしたら……もし、悪いヤツが室内に侵しん入にゆうしていて、そこに迎さんが帰ってきたら、よけいに危険なんじゃ…」


「室内に人間がいるかどうかは、外から確かく認にんできるんだよ。生活反応のサインが出る仕組みになってる。だから、誰だれもいないはずの部屋に誰かがいるようなら、すぐに警察に通報できる」


　彼は澄すました表情で、なんでもないことのように説明してくれた。


「まあ、もし君がこのキーボードを操作して外に出てしまったとしたら、今度は中に入れなかっただろうからね。結果的にはよかったんだけど……びっくりしただろう？　僕に、閉じ込められたと思った？」


　あっけらかんと聞かれて、そのとおりですとも言えずに口籠る。彼は「ごめんね」と頭を下げながらも、どこか楽しそうに笑っている。


　ふと、新しい疑問が頭に浮うかんで、おずおずと問いかけてみた。


「あの…」


「うん？」


「そんな重要な情報があるのに、俺みたいな部外者が寝ね泊とまりしてるの、ヤバくないですか？」


　彼は笑うのをやめて、キョトンと俺を見た。


「……んー…、君が情報を盗ぬすんで売るようには見えないんだけど…」


「あ、もちろん、そんなことしないけど！」


「そうだよね。……でも、そういう意味でも、君にはあまり外に出てほしくなかったのかな。匡輔に見つからないためっていうほかに、企き業ぎようの情報を欲しがっている連中は、意外に多いからね。たとえば、僕の隠かくれ家ががここにあるって突つき止めた人間がいるとするだろう？　君が出入りしているのを知って、たまたま外に出た君に声をかける。『私は、迎さんの友人なんですが』とか言われたら、君はその人間を連れてここに戻ってくるかもしれないよね」


　確かにそのとおりだと、俺は頷うなずいた。


「この部屋、コンピューター管理されてるってことですか？」


「そう」


「故障したり、しないんですか？　もし、キー操作してもドアが開かなくなったら、外に連れん絡らく取る方法ないし、そんなのかえって危ない…」


「連絡取る方法はあるよ」


「だって、電話もないしっ」


　彼に監禁されていたわけではないと、ホッとしたのも束つかの間、俺は今日ずっと頭の中で渦うず巻まいていた不安の種を、思わずブチ撒まけた。


「……キーが故障したら、インターネットやメールで修理屋かここの管理会社に連絡取ればいいし、パソコンが使えなくなったら、携けい帯たいあるし。最悪の場合は、インターホンに非常ベルがついてるだろう？　押せばすぐに管理人が飛んでくるよ」


　返す言葉もなく、俺は口をあんぐり開けたまま固まった。


　なんか──俺、バカじゃん。


　俺が、日が陰るのにも気づかないほど悩なやんでたことも、彼にとっては取るに足らないことばかりだ。だいたい、こんなセキュリティーのしっかりしたマンションで、なにか事故があった時に外部との連絡がまったく取れないなんてこと、あるわけなかった。忘れていたけれど、一階には常じよう駐ちゆうの管理人がいたのだ。


　俺ってば、文明から取り残されている。


「倉持くん？」


「……ちょっと自己嫌けん悪お」


　情けない、と呟つぶやいて項うな垂だれた。


「もともと僕の説明不足がいけなかったんだから、君が自己嫌悪に陥おちいる必要はないよ。それで、君はどうして外に出たかったんだ？」


　あらためて尋たずねられて、そうだった、と思い出した。


「友達に、電話しようかなと思って…」


「恋こい人びと？」


　聞かれて、まさかと首を振ふる。


「友達ですよ、ただの」


「君はそうでも、相手は恋人のつもりかもしれないよ」


　そんなこと絶対ないと、否定する。だって電話するつもりだった相手は佐沢だし、今つきあっている特定の相手はいない。


「えっ、フリーなの？」


　噓うそだろう、と言いたげな口調だった。


「噓じゃないですよ。それに、俺、モテないし」


「まさか。君、人気者じゃないか」


　ちょっと誤解があるらしい。迎のように、本物の人気者からそんなふうに言われるのは、くすぐったいような、気き恥はずかしいような感じがする。


「人気者っていうのは、迎さんみたいな人のこと言うんですよ。俺なんか、全然駄だ目め。パッと見はいいかもしれないけど、俺、見かけ倒だおしだから。外見と中身が全然違うって、女にはよく幻げん滅めつされてる」


　ふうん、と迎は納なつ得とくできないようすで頷いた。


「迎さん、俺のことどんなふうに思ってますか？」


　見た感じはどうでした？　とつけ加えると、彼は少し考えてから言葉を選ぶように口にする。


「僕が初めて君を見たのは、匡輔の写真だったからね。──綺き麗れいだな、と思ったよ」


　──あれか、と内心少しうんざりする。あの写真のおかげで、変なイメージを持たれてどれほど迷めい惑わくしたことか。


「じゃあ、こうして実際に話してみて、イメージ違ったからガッカリしたでしょ」


　決めつけて、なおもつけ加える。


「よく言われるんですよね。あの写真で見た感じと全然違うって。俺、ガサツだし、とてもじゃないけど〝美神の微睡まどろみ〟なんてガラじゃねーし」


「どんな血統書つきの綺麗な猫ねこでも、下げ痢りしたり吐はいたりするよ。壁かべや柱で爪つめを研といだり、暴れて部屋の中をメチャクチャにしたりもする。それが嫌いやなら、猫なんか飼わなければいい。僕は、そんなことで美しさが損そこなわれるとは思わないし、よりいっそう愛いとしいね。……君は、中身も含ふくめてとても綺麗だ。ガッカリしたことなんか一度もない」


　言ってる意味が、ピンとこなかった。


　なんで猫の話になるんだ？　俺って、猫並みってことか？　もしかして、侮ぶ辱じよくされてる？


「携帯貸してあげるから、友達に連絡してごらん」


　聞き返す間もなく告げられ、促されて俺は再び玄げん関かんに足を踏ふみ入れる。背後で、重い扉とびらがガシャンと閉まった。








「佐沢？」


　呼びかけると、受話器の向こうは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、そのあとすぐに耳を劈つんざくような喚わめき声が続いた。


『倉持!?　倉持かよッ、どこにいるんだ？　無事なのかっ？』


　その慌あわてように、なんだ、ちょっとは心配してくれてたんじゃないかなんて、不ふ謹きん慎しんにも嬉うれしくなってしまう。


『お前、なにやってんだよっ。大学来ねーし、アパートには帰ってねーっていうし！　なんかヤバイ事件にでも巻き込まれたんじゃねーかって、みんな心配して……そーだ、Ｓ女との合コンの件も連絡つかねーって、中田が怒おこってたからな。だから携帯買えって…』


「ごめん。ヤバイ事件に巻き込まれる前に、避ひ難なんしてんだ」


　一方的に捲まくし立てられるのを遮さえぎって口にすると、なんだよそれ、と佐沢は訝いぶかしげに聞き返した。


「小椋さん、どうしてるかわかる？」


『どうしてるもこうしてるもねーよ！　あの人もお前探し回って、日参してるよ。すげー心配してる……ちょっと危ねーぐらい』


「危ないって？」


　内心〝やっぱり〟と思いながら、聞いてみた。


『見た目で判断しちゃいけないのかもしれないけどさァ。なんか、目つきが尋じん常じようじゃねーんだよな。お前の居場所教えろって、知らねーって言ってんのに、しつけーんだよ。悪いけど、最初は俺、お前が小椋さんに攫さらわれちゃったんじゃないかって思ってたんだよ』


「そっか…」


『無事なんだな？』


　確かく認にんするような声に、「もちろん」と答えた。


『倉持、小椋さんから逃にげてるわけ？』


「んー……まあ、そんなとこ。今いる場所は言えないんだけど、とりあえず元気でやってるからさ。俺から電話あったって、小椋さんには言わないで。中田には、合コンの件ゴメンっつっといて」


　また連絡する、と言って、回線を切った。


　フゥと一つため息をついてから、携けい帯たい電話を迎に返そうと、仕事部屋のドアをノックする。


「どうぞ」という声にドアを開けたものの、彼はなにやら忙いそがしそうで、声をかけるタイミングを考える。と、彼はちらりと俺を振り返り、「どうだった？」と聞いてくれた。


「……ありがとうございました。──やっぱり心配してて、声聞いたらホッとしたみたい。かけてよかったです」


　差し出した携帯電話を受け取り、迎はそれと引きかえに、カードキーと小さなキーホルダーのようなものを差し出した。


「これ、鍵かぎ。外出する時に必要だろう？　出たはいいけど、入れなくなったら困るからね。カードキーはエントランス用で、こっちはリモコン。外からここの玄関ドアのノブに向かって、このスイッチを入れればいいからね。どちらも、暗証番号は〇三一八。できれば書き留めないで、暗記して」


　頷うなずいて、いったんそれを受け取ったものの、思い直して彼に返す。


「どうかした？」


「俺、外に出ないほうがいいでしょ。それに……ここにいたほうが、安全だと思うし」


　迎は、訝しげな表情を浮うかべた。


「それでも、なにかの時のために持ってたほうがいい。暗証番号、もう一度言おうか？」


　真しん剣けんな口調に、彼が俺を安心させようとしているのだと気づいて、その好意だけ受け取ろうと思った。


「番号……〇三一八ですよね。大だい丈じよう夫ぶ、覚えられる。俺、誕生日三月十八日だから」


「へえ、偶ぐう然ぜんだな」


　ニコリと彼は笑ったが、愛あい想そ笑いを浮かべる気にもなれない。


「……友達に、なにか言われた？」


　俺のふさいだ気持ちを察するように、迎が顔を覗のぞき込む。


「ん……なんで…小椋さん、俺なんかに執しゆう着ちやくするんだろう。今電話したヤツのところにも、俺の行ゆく方え聞きに行ったらしくて…」


　困ったヤツだな、と迎も表情を曇くもらせた。


「君に話そうかどうしようか迷ってたんだけど──今日、ついイライラして、彼を怒ど鳴なりつけちゃってね」


「迎さんが？」


　そう、と彼は頷いた。


　なんだかちょっと意外な感じがする。ここで見ている限り、彼が声を荒あららげることはないし、ものすごく穏おだやかで温厚に思えるからだ。事実、そうだろう。


　その彼が怒鳴りつけるなんて、よっぽど腹に据すえかねたってことか？


「倉持くんは、匡輔から逃げてるんだ。匡輔が嫌きらいで、迷惑しているんだって……言っちゃったよ」


「小椋さん、なんて…？」


「そんなはずはないって、言いきった」


　どうして言いきれるんだろう、と正直嫌になる。言いきれるだけの確かなものなんて、なにもないはずなのに。


「……俺、あの酔よっ払ぱらっちゃった時に、なんか小椋さんに都合のいいこと、言ったのかなあ…」


　そう独り言ごちると、迎は気まずそうに視線を逸そらす。


　直観的に、彼がなにか知っているのだと悟さとって、俺は身を乗り出した。


「迎さん、なにか聞いたんですか？　小椋さん、なにか言ってたんでしょう？　なんて言ったんです？」


　いや、と彼は曖あい昧まいに言葉を濁にごす。


「俺を不安にさせないために、なんでも話してくれるって言ったじゃん。……教えてください。小椋さん、俺がなにしたって言ってんですか？」


「君がしたんじゃない。彼が──したんだ」


「なに…を…？」


　声が掠かすれた。


　あまりいいことじゃない気がする。聞かないほうがいいのかもしれない。でも──。


「身体からだこそ繫つなげなかったが、彼は君を抱だいたと言った。君の身体の隅すみ々ずみまで愛あい撫ぶして、すべてに口くち接づけたって。……一度目はともかく、二度目の写真は、行こう為いの直後に撮さつ影えいしたものだと言っていた。……君は自分のものだと、言いきったよ。この次こそは、すべてを手に入れると」


　ゾッとして、両手で口元を覆おおった。


「倉持くん、ごめん。君を傷つけるつもりはない。彼が勝手にしたことだ。君は被ひ害がい者しやで…」


　二の腕うであたりに触ふれようとした彼の手から、俺は反射的に身を捩よじった。


　迎の瞳ひとみに、サッと暗い影かげが過よぎる。


「あ……す、みません…」


　身体の芯しんから震ふるえが込こみ上げた。迎に対して嫌けん悪お感かんを持っているわけじゃないのに、なぜか触さわられたくなかった。


　考えたくない。小椋が──俺を抱いたって？


　あのネチッこい武骨な掌てのひらが、俺の身体を撫なでまわしたって？　あの皮肉げに歪ゆがめられている唇くちびるが、俺の身体中、くまなく触れたって？


「冗じよう談だん……じゃねーよ…」


　膝ひざから、ガクガク力が抜ぬける。


　いくら酔ってたからって、そんなことされてたなんて。それで、俺を自分のものだと思い込むなんて──。


「倉持くん、悪かった。無神経な言い方をしてしまった」


　目の前に伸のばされた手を視線で辿たどって、身を屈かがめている迎の顔を見上げる。端たん整せいな男らしい容よう貌ぼうが、心配そうに俺を見ている。


「僕が、君を守るから。二度と、匡輔にはそんなことさせない」


　清潔な印象の唇が、キッパリと言いきった。


「俺、……怖こわいよ」


　自分を抱かかえていた腕を解ほどいて、おそるおそる迎の手に触れてみる。


「小椋さんが、怖い。気持ち悪い」


「大丈夫だから」


　僅わずかに触れた手を、迎は握にぎり返してくれた。言葉と同じに、力強い温ぬくもりだった。さっき、瞬しゆん間かん的に込み上げた嫌悪感は、もう消えてしまった。


　迎に任せていれば大丈夫なのだと、信じられる。だから、平気だ。


「絶対に、ここにいれば安全だからね」


　耳元で囁ささやかれて、ぎゅうっと目を瞑つぶった。


　感じるのは微かすかなフレグランスの匂においと、彼の温もりと力強さだけ。俺を守ってくれるという、彼の力だ。


「どんなことしても、君を守るから」


　くりかえし囁いた迎の胸に頭を押しつけて、俺は頷いた。


　祈いのるような、気持ちで。





　　　　■□■





　──精神的に不安定になっているのかもしれない。


　そう思わなければ、格好悪いことこのうえない、と俺は一人ベッドの上で赤面する。


　昨夜ゆうべは、俺としたことが変に取り乱してしまった。


　小椋のことを怖がって、まさか同性の胸に取り縋すがってしまう日が来ようとは、思ってもみなかった。こんなに俺は女め々めしかったんだろうかと、腹立たしくて堪たまらない。


　いったい、どうしちゃったんだろう？


　もっと思い出したくないことに、俺は昨夜一人で眠ねむれなかったのだ。十九にもなって、ベッドサイドの照明をつけたまま、迎に添そい寝ねしてもらってようやく眠った。


「う、うう～～…」


　恥はずかしくて情けなくて、思わず両手で頭をかきむしった。


　そりゃあこんなに広いベッドだから、男二人ぐらい軽々並んで眠れるのだが、昨日のあれは〝添い寝〟としか呼びようもないものだった。


　夜中に何度も目が覚めて、そのたびに迎の穏やかな寝顔をすぐそばに見つけて、ホッと安心した。たとえ部屋に小椋が乱入してきても、きっとこの人が守ってくれるだろうと、そう思うと落ち着いた。


「……ヤバイよなぁ…」


　男の隣となりで安心して眠るなんて、俺ってばホモっ気があったのか？


　いや、そんなことは絶対ない。でなければ、小椋のことを気持ち悪いなんて言えなくなってしまう。昨夜の俺も、充じゆう分ぶん気持ち悪い。


「まーなー……男同士が悪いってわけじゃないんだよなあ。迎さんみたいな人だったら、べつに身体舐なめ回されたってさ…」


　自じ嘲ちよう気味に口にして、思い出したくないことまで一いつ緒しよに思い出してしまい、ゾッと身を震わせる。


　舐め回されたのだ、この身体を隅々まで小椋に──。


　それはもうずいぶん前のことのはずで、おまけに俺はそれを全然覚えていないのに、妙みように生生しい感かん触しよくが残っている気がした。


　シャワーを浴びようとベッドから降り、浴室に向かう。


　昨夜あれほど取り乱したのは、夜のせいだと思った。暗くら闇やみは、心を不安にさせる。


　朝の光が差し込む部屋のどこにも、昨夜の翳かげりは見当たらない。迎がコレクションしている、クリスタルの花に光が反射して、リビング中が宝石箱みたいにキラキラしていた。


　──綺き麗れいだった。


　彼が言うように、綺麗なものに囲まれていると、暗い気持ちがどこかにフッ飛んでいってしまいそうだ。


　俺は必要以上に怯おびえて、恐おそれていると思う。


　なにも怖いことなんかない。


　小椋だってただの人間で、そんな大それたことをやれるような人物じゃない。酔い潰つぶれた俺にしかそういうことをできないなんて、ただの小心者じゃないか。


「……そーだよ。今度会ったら、ブン殴なぐってやりゃあいいんだよ。チクショウ、人の意識のない時に自由にしやがって」


　シャワーのコックを勢いよく捻ひねり、お湯になるのを待ちかねて、頭から浴びる。


　実際、俺がコソコソ逃にげ回る必要なんかないのだ。


　迎の好意に甘えているうちに、俺は自分のペースを崩くずしそうになっている。小椋は嫌いやなヤツだけど、逃げ回っているだけじゃなんの解決にもならない。一度ちゃんと向きあって、どうして俺につきまとうのか聞いてみてもいいだろう。そうして、もうやめてくれるようにハッキリ言うんだ。口で言ってきかなければ、それこそブン殴ってしまえばいい。


　それでも通用しなかったら──と、あれこれ状じよう況きようを想像していたら、背筋にゾッと寒気が走った。


　小椋の血走った小さな目を思い出す。


　佐沢も、尋じん常じような目つきじゃない、と言っていたっけ。


　俺をいつも視し姦かんするように見ている、あの目──。


　話してわかる人間なら、とっくにわかってくれていいはずだった。わかってくれないから、こんなことになってしまったのだ。


　──いけない、また弱気になってる。


　ブンブンッと頭を強く振ふって、マイナス方向に走る考えを追い出した。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。……いくらなんでも、命までは奪とられっこねーんだから」


　自分を勇気づけるつもりで声に出したが、かえって落ち込んだ。


　殺されない保証はない。


　殺されたうえ、死体になってからまたなにかされちゃったりしたら、成じよう仏ぶつできないって。


「……俺、なに考えてんだ？」


　もう出よう、とシャワーを止めた。


　一人であれこれ考えるのは、よくない。


　今日は、久しぶりにゲームでもしようかと考える。妙なことばかりに思い煩わずらわされないように、なんでもいいから没ぼつ頭とうできるものが欲しかった。


　髪かみを乾かわかし、ジャージに着き替がえてからダイニングに行き、迎が用意してくれていた朝食をたいらげる。


　彼はもうとっくに出かけている。


　トーストとサラダ、ゆで卵を残さず食べて、ゲームをしに彼の仕事部屋へ向かおうとした時だった。


　ピロピロピロ…と、電子音が部屋に響ひびいた。


　予想外の音に、俺は仰ぎよう天てんしてアタフタ周囲を見回す。


　電話じゃない。携けい帯たい電話は迎が持ち歩いているし、そのほかにこんな音がするものといえば──。


「インターホン？」


　リビングの扉とびらのそばで、赤い光が点てん滅めつしているのが見えた。


　ここで暮らすようになってから、一度も誰だれかが訪ねてくるなんてことはなかったから、存在にも気づいてなかったのだけれど、そういえば、迎がここに非常ベルがついてるって言ってたっけ。


　点滅する光は、エントランスのランプだ。誰かが共同玄げん関かんから、迎の部屋を呼び出しているらしい。


　慌あわててインターホンの受話器を取ると、インターホンにセットされている小さなモニターの電源が入った。誰が来たのか、目で確かめることができるのだ。


　そうして──俺は愕がく然ぜんと、その場に固まってしまった。


　そこに映っていたのは、小椋だった。


　噓うそだろう、と受話器を持つ手が震ふるえる。


『Ｎ大芸術学部の、小椋匡輔といいますが…』


　こちらが受話器を取ったのが、向こうにもわかるのか、彼は丁てい寧ねいな口調で名乗った。聞き覚えのある声に、これが目の錯さつ覚かくではないことを知る。


『……あのー、すみません。もしもし？』


　返事がないことに苛いら立だったように、彼はキョロキョロ周囲を見てから、いきなりカメラのほうに顔を向けた。


　たぶんそれは無意識の、ただの偶ぐう然ぜんだったんだろうと思う。もしかしたら俺がモニター越ごしに彼を見ているということがわかっていて、カメラを探していたのかもしれないけれど、向こうからはこちらの姿は見えないはずだ。


　わかっているのに、まるで直接彼と視線があったような気がして、とてもじゃないが平静ではいられなくなってしまう。


　咄とつ嗟さに受話器を置くと、ピッと音がしてモニターの電源が切れ、画面が暗くなる。と、ほんの数秒間を置いて、インターホンは再び鳴り始めた。


　俺はインターホンのすぐ下に身を潜ひそめて、息を殺す。


　迎はこの部屋のことを、小椋には教えていないと言った。それが本当なら、どうして彼は来たのだろう？


　どうしてバレたんだろう──俺がここにいるって。


　執しゆう念ねんで探さがし出したのか？　それとも、迎から無理やり聞き出した？


　どっちにしろ、やっぱり小椋は恐ろしい男だと思った。


　いっそ直接対決したほうが手っ取り早くていいんじゃないかと、さっきまでは考えていたくせに、声を聞いて姿を目にした途と端たんそんな考えはどこかにいってしまった。


　ここを突つき止めた彼の執しゆう心しんが怖こわくて、もう蹲うずくまるしかない。


　こうして息を潜めている間も、彼の執念深さを知らしめるように、呼び出し音はしつこく鳴り続けている。いつになったらあきらめてくれるのかと、叫さけんで暴れたくなった時──唐とう突とつに音は途切れた。


　それきり部屋はもとの静けさを取り戻もどしたが、俺の心は波立ったままだ。走り出した鼓こ動どうが、まるで他人のもののように、俺を追い詰つめる。


　このマンションには常じよう駐ちゆうの管理人がいるという話だったが、小椋がインターホンが途中で切れたことを不ふ審しんに思って、聞きにいったりしないだろうか。一度は繫つながったようなのに、急に切れてそれ以来何度呼び出しても応答がないと、調べてほしいと頼たのみにいったら……。


　賃貸ではないそうだから、管理人がマスターキーを持っているはずはないだろうけれど、緊きん急きゆう時じには開けて入ってこないとも限らない。


　もし管理人と小椋がやって来て、見つけられたらどうしよう。


　管理人は俺のことを知らないから、無断で侵しん入にゆうしたと思うかもしれない。ここにいる理由を聞かれても、俺には答えられない。


　そのまま小椋に引き渡わたされたりしたら──……。


「倉持くん？」


「……っ…！」


　いきなり、すぐそばのリビングのドアが開いたのに、俺は驚おどろいて飛び上がってしまった。のけ反った拍ひよう子しに、壁かべに頭をゴッとぶつけて、その痛みに今度は床ゆかに突っ伏ぷす。


「ど、どうしたんだ？　ごめん、びっくりさせた？」


　──迎だった。


「…む、かえさん…！」


　手を伸のばして、思わず彼にしがみついた。


　昨夜ゆうべの醜しゆう態たいを思い出しては自己嫌けん悪おに陥おちいっていたというのに、今はもうそんなこと考えている余よ裕ゆうがない。


「一人？　一人で帰ってきた？」


「そうだけど……なにかあったのか？　真っ青じゃないか。こんな隅すみっこに座って…」


「誰もいなかった？　エントランスんとこ、立ってなかった？」


　みっともないぐらい震えながら、必死で彼に取り縋すがる。


「……誰もいないよ。どうしたんだ、落ち着いて、言ってごらん」


　ああ、と俺は深く息をつく。


「来たんだ」


「え？　誰が？」


「小椋さん」


　まさか、と彼はひきつった笑いを口元に浮うかべる。


「噓じゃない。ホントに来たんだ。インターホンが鳴って……モニターにあいつの顔が映った。声も聞こえた。〝芸術学部の小椋匡輔です〟って言ったんだ！　ホントなんだ。ホントに来たんだよ。俺……俺…っ、どうしたらいいのかわかんなくって、途中で切っちゃって…っ」


「落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶだよ。エントランスには、誰もいなかった」


　捲まくし立てた俺を、彼は宥なだめるように背中を撫なでてくれたけれど、その手を勢いよく振ふり払はらう。


「信じてよ！　俺、被ひ害がい妄もう想そうなんかじゃないよ。幻まぼろしを見たわけじゃない。ホント…なんだ…っ、ホントに小椋さんが…っ」


「わかってる」


　力強い口調に、身体からだ中の力が抜ぬけていくような気がした。


「なんだか胸むな騒さわぎがして、講義の途中で帰ってきたんだ。よかった。君が無事で」


　彼の言葉は、俺の言っていることを疑っているようには聞こえなかった。


「……迎さんが、教えたんじゃないよね。俺が…ここにいるって…」


「あたりまえだろう。僕は、この部屋のことは誰にも言ってない。でも…」


　それならどうしてあいつにわかったんだろう、と彼は俺が抱いだいていたのと同じ疑問を口にする。


「昨日彼を怒ど鳴なりつけたりしたから、僕が君を匿かくまっていると疑って、尾び行こうしてきたのかな」


　顎あごに手をあてて、迎はウーンと考え込んだ。


「……声、出してないよね？」


　ふいに聞かれて、え、と首を傾かしげる。


「インターホンで、匡輔と話してないだろう？」


「もちろん」


　即そく座ざに答えると、彼は「それなら大丈夫だろう」と呟つぶやいた。


「とにかく、ここまでは誰だれも入ってこられないはずだから、君は今後インターホンが鳴っても、絶対に出ないで。いいね？」


「宅配便とかは？」


「ここには、どこからもなにも来ないよ。自宅のほうに届くから」


　やんわりと否定されたが、それでも納なつ得とくできなくてかぶりを振って。


「迎さんとこ宛あてじゃなくても、ほかの部屋を呼び出して、エントランスの鍵かぎを開けてもらったら？　ここまで来られるんじゃねーの？」


　オートロックだからと、昨今は安心してられないのだと、テレビのワイドショーでもやっていた。中から出てくる人と擦すれ違ちがいざまに入ってしまえば、もともと住人同士の交流が少ない都心のマンションでは、誰にも侵入者だと疑われることはないらしいし、特に最上階は、下階の住人たちもやって来ないので、人目がなく侵入しやすいという。屋上からベランダに降りてくる、という手もある。


　小椋がそこまでするとは思えないけれど──いや、わからない。彼の執心ぶりは、俺の理解を越えている。


「大丈夫だよ。たとえ部屋の前まで来たとしても、鍵がない限りドアは開かないんだから。君も知ってるだろう？」


「鍵を盗ぬすまれたら？」


　まるで言葉遊びのように、俺は食い下がるのをやめられなかった。反発心からではなく、不安があとからあとから込こみ上げてきて、どうしようもないのだ。


「迎さんの鞄かばんから、カードキーとリモコン盗んで入ってきたら？」


「そのために暗証番号があるんだよ」


　彼は嫌いやな顔一つせずに、俺のしつこい問いかけにも穏おだやかに答えてくれる。


「心配しなくていいよ。君のことは、僕が守るって言ったろう？　匡輔には、もう指一本君に触ふれさせない。約束する」


　間近に迫せまった瞳ひとみが、真しん摯しな光を放った。


「約束するから」


　迎はそうくりかえした。


　彼のシャツを摑つかむ指先が、冷たくなって震ふるえているのを感じる。


　指だけじゃなかった。顔も唇くちびるも、身体中から血の気が引いてしまったように、冷えきっているのだ。


　暖めてほしい、と思ったかもしれない。そんな思いが、表情にストレートに出てしまったのかもしれない。


　望みを叶かなえてくれるように、指先が暖かな温ぬくもりに包まれた。


「……倉持くん」


　吐と息いき混じりの囁ささやきが、頰ほおにかかった。


　──キスされる。


　頭の中で、そんな声がした。


　どうしてその時、目を閉じてしまったのか、よくわからない。彼の唇が、意味を持って近づいてくるのがわかっていて、それなのに俺は目を閉じたのだ。


　自分でもおかしいくらい心細くて、なにかに縋りたかった。今俺に縋れるものは、目の前の、この人しかいなかった。


　だから、縋った。


　手を伸ばして、しがみついた。


　彼は、それに応こたえてくれただけだ。


　俺を怯おびえさせないように、彼の唇はゆっくりと触れてきた。微かすかに触れてから、少し離はなれて、もう一度今度はしっかりと口くち接づけられた。


　指先から温もりが離れ、こわれものを扱あつかうように、彼は俺を抱いた。背中に回された腕うでから、微かな欲望が伝わってくる。


「……ん…」


　甘えるように喉のどが鳴った。


　そのまま俺たちは、床ゆかに縺もつれるように倒たおれ込んだ。


　閉じたままの瞼まぶたに、強い光を感じる。そっと薄うす目めを開けてみると、ガラス棚だなに陽ひの光が反射しているのがわかった。


「峻…」


　初めて迎は俺を名前で呼び、毛足の長い絨じゆう毯たんに押しつけるように抱きしめてきた。彼の身体の重みを、心ここ地ち好いいと思った。


　激しく弄まさぐり始める掌てのひらも、羽根のように掠かすめていく唇も、俺の中の嫌悪感を呼び覚ましはしなかった。


　幾いく度ども口接けられ、普ふ段だんの穏やかな彼からは想像もできないような性急さで求められる。


　俺が望んだ安物のジャージは瞬またたくうちに身体から剝はがされ、直接触れる肌はだの熱さに、胸が破は裂れつしそうに騒さわいでいた。


　引いていた血の気が、身体の中ちゆう芯しんに集まり始める。


　迎は躊躇ためらいもなく、それを口に含ふくんだ。


「……あ…ぁ…っ」


　柔やわらかな粘ねん膜まくに包まれて、俺はたちまちのうちに頂点へと上り詰つめてしまう。


　考えてみれば、この部屋に来てからはやはり気き兼がねで自分ですることもなかったのだ。禁欲の毎日の反動が、いつもより俺を昂たかぶらせたのかもしれなかった。


「あ──…あっ、……あ…っ」


　予想を越こえた刺し激げきの連続に、声が抑おさえられない。


「…迎、さ……──駄だ目め…っ、離れて…」


　必死で彼の頭を押し返そうとしたが、迎は容易たやすく俺の手を握にぎって封ふうじ込めてしまうと、舌で先せん端たんをつついた。


「ん…っ」


　ビクビクと、背筋が大きく震える。堪こらえきれずに、俺は彼の口の中に放ってしまったのだ。


　その瞬しゆん間かん、高みへと放り上げられていた感覚が、それ以上のスピードで落下してきたようだった。どうしよう、と頭の中が真っ白になる。


　そんな俺の動どう揺ようをよそに、迎はそのまま内うち股またの柔らかな部分に唇を滑すべらせる。


「え…──あ…っ、迎さん？」


　歯を立てられた痛みに身を竦すくませた瞬間、背後に回されていた指が身体からだの内ない奥おうを探さぐろうとするのに、仰ぎよう天てんして声を上げた。


「嫌？」


　静かに彼が聞いた。


　──嫌だとは、言えなかった。でも、さすがにいいとも言えなくて、俺は唇を引き結ぶ。


　黙だまっているのを〝ＯＫ〟だと判断したのか、迎は行動を再開した。


「迎さん…！　迎さん、待って」


　絨毯が汚よごれる、とその場凌しのぎの言いわけみたいな言葉が口から飛び出す。


「かまわないよ」


　彼は伸のび上がると、ぎゅうっと俺を抱だきしめて耳元で囁いた。熱い息が耳にかかって、ゾクリと二の腕うでに鳥とり肌はだが立つ。


「言っただろう？　君になら、どんなに汚されてもいいんだ」


　内側から身体を蕩とろかすように、指が蠢うごめいていた。


　グズグズと、溶とかされていく。そこらじゅうに口接けられて、自分が崩くずれていくのを感じる。


「……なに…？」


　ぬるりと滑ぬめった感かん触しよくがするのに、おそるおそる聞いてみる。


「ん？……ちょっとだけ、我が慢まんして」


　なにか潤じゆん滑かつ油ゆのような液体を、施ほどこされているのだと知らされた。それはまるで魔ま法ほうの薬のように、どんどん身体を開いていく。


　侵しん入にゆうしてくる指の数が増え、奥底へと沈しずんでいった。


「もう、いいよね」


　指が引き抜ぬかれ、代わりに彼の熱く息いき衝づく脈があてがわれる。


「…た……っ──あ、あ、…ッ」


　噓うそだろう、と声を上げる余よ裕ゆうもない。


　そんなものが入るはずがないと思っていたのに、それはわけ入るように俺の中に潜もぐり込んでくるのだ。内臓が押し上げられるような圧あつ迫ぱく感かんと、息苦しさを感じて、身体が強こわ張ばった。


　ひゅうっと喉から掠れた息が洩もれる。


　指が届かなかった奥の奥まで──今まで意識したこともない、さらに奥まで、灼やけつくような熱が捩ねじ込まれる。


「う──……う、うっ」


　背骨がずれるような衝しよう撃げきに、目の前が霞かすんだ。


　痛みはそれほど感じないのだけれど、とにかく──ショックというのか。今まであたりまえのように女性に対してしていたことを、自分にされているのだという事実が信じられない。


　他人の手で足を開かれたり、侵入されることがこんなに怖こわいことだなんて考えたこともなかった。


「峻」


　満足のいく位置まで埋うめ込んだのか、迎の動きが一いつ瞬しゆん止まる。


「……う…」


　彼の掌が労いたわるように背中を撫なでてくれたけれど、これで終わらないことは男である自分が一番よくわかっている。


「……駄目…だっ、無理だよ、やめ…──ああっ」


　懇こん願がんするのを無視して、彼はふいに身体を引くとゆっくりとインサートした。さっき感じたよりも一層深い場所を抉えぐられた気がして、もう声も出なかった。


　奥底の熱を浚さらわれる。


「峻」


　吐息混じりの声が、耳を掠めた。


「峻、……峻」


　何度も名前を呼びながら、彼は同じ動きをくりかえす。ゆっくりと、そしてだんだん早く。


「や──だ、……ぁ…」


　無意識に逃にげる腰こしを捕とらえられ、暴れる足を抱かかえ込まれる。


　永遠に続きそうな長い時間をかけて──実際には、数分でしかなかったのかもしれないけれど、俺にはとても長いように感じられた──彼は、俺を籠ろう絡らくしていった。


　痛みに、むず痒がゆいような妙みような感覚が混じり始め、爪つま先さきが絨毯の上を焦じれったく何度も搔かく。


「んっ、──……んっ、んっ」


　激しい律動にあわせて、甘ったれた声が洩れる。それが自分の出している声だなんて、信じられなかった。


　薄うすく目を開けると、彼の肩かた越ごしにガラスが乱反射して輝かがやいているのが見えた。


「……綺き麗れい…」


　弾はずむ息の合間に呟つぶやく。迎は一瞬動きを止めて、俺の視線を追うように目を走らせた。


　その唇くちびるが、微かすかに笑えみを象かたどる。


「──綺麗なのは、君だよ」


　囁ささやきながら彼は、俺の身体の奥底に激しい欲望を迸ほとばしらせたのだった。








　その日から、俺を取り巻く空気が微び妙みように変わり始めた。


　迎は、俺を「峻」と呼び捨てるようになり、夜といわず昼といわず、飽あかず俺の身体を求めた。いや、貪むさぼるというほうが近いかもしれない。


　彼に抱かれているうちに、密ひそやかな疑問が芽生え出す。


　最初こそ、自分から縋すがりついてしまった彼の腕だったが、回を重ねるに従って〝俺、なにやってんだろう〟という思いがふつふつと込こみ上げてくる。


　同性の小椋に自由にされることを嫌いやがって逃げたくせに、俺は今また同性である迎に身体を開いているのだ。


　しかも、小椋に自由にされた時には意識がなかったから仕方ないという言いわけもできたが、今は違ちがう。迎との行こう為いは、お互たがいにシラフで、しっかり意識があるのだ。


　これはどういう気の迷いだろう？


　迎のほうは、なんの疑問も持たないのだろうかと不思議になる。


　自分が抱いているのが男の身体だということを、彼はなんとも思わないのだろうか。


「峻、ただいま」


　帰ってくるなり、彼は俺に口くち接づける。


　それも、深い貪むさぼるようなキスだ。


　言葉も息も奪うばわれて、頭がぼうっとしてくるまで、彼は解放してくれない。混ざりあった唾だ液えきを呑のみ込み、噎むせ返りそうになる。


　いつも彼はそのまま、行為に及およんだ。


　ぐったりと力の抜けた俺を抱きしめ、服を脱ぬがせて、身体中にくまなく触ふれる。もう俺の身体の中で、彼が触れてない場所なんかどこもないんじゃないかってほどだ。


　指で、掌てのひらで、唇で、あますところなく彼は俺に触れた。


　足の裏や指まで舐なめられるので、彼が帰ってくる前に風ふ呂ろに入って念入りに洗うのが常になった。


　風呂に入ってる時は、バカみたいだと思うのに、やめられないのは俺も彼に溺おぼれているからなのか？


「いい匂においだね。昨日買ってきたシャンプー使った？」


　くるおしく頭を撫でられて、頰ほおを押しつけられる。


「…ん……」


「いい子だ。峻にあうと思ったんだ、この匂い」


　囁かれるだけで、身体が蕩けていくような気がする。


「──ちょっと早いけど、いいかな。早く、峻の中に入りたい。大だい丈じよう夫ぶ？　受け入れてくれるね、僕を…」


　言うが早いか、彼は性急に俺の中に侵入した。


「あ──……あっ、あっ」


　入れられる時の圧迫感や異物感は、いつまで経たっても慣れるものではなく、そのたびに鳥肌が立ったけれど、彼が動き出すころにはもうなにも考えられなくなっている。


　だから──聞けないのだ。


　男の俺を抱だいて平気なのか、俺とこんなことをしているのを変だと思わないのか、と。


　俺だって、冷静にそう考えているのは一人でいる時だけで、こうして彼に抱かれてしまえばうやむやに紛まぎれてしまう。


　時には気を失うほど激しく抱かれて、次の日はなにも考えられなくなるほど疲ひ労ろうすることもあった。


　清潔で淡たん白ぱくそうに見えた彼は、意外なほどに激しくて、その行為も限度を知らないのだ。


　日を追うごとに、俺は目が覚めても夢の中にいるみたいな気け怠だるさに支配されるようになっていた。





　　　　■□■





　ソファに寝ね転ころがって、気き紛まぐれにテレビのリモコンに手を伸のばす。


　騒さわがしいコマーシャルを避さけてチャンネルを変えていくうちに、深刻そうな画面が映ってふと手を止めた。


　ワイドショーの、特集ドキュメントのようだった。『ひた走る少女の性』と、右下の隅すみっこにテロップが出ている。


　どこにでもいそうな、いかにも女子高生然とした少女の首から下が映されていた。顔は映さない約束なのだろう。


『……援えん助じよ交際ってゆーかァ、アタシの場合はァ、愛人～？』


　語ご尾びが伸びた、ちょっと癇かんに障さわる喋しやべりかただ。機械で音声が変えられているのが、さらに嫌けん悪お感かんを誘さそう。


『べつにィ、アタシがねだったわけじゃないしィ。彼氏が勝手にマンション買っちゃっただけでェ。美お味いしいものも食べさせてくれるしィ、服も買ってくれるけどォ。……お小こ遣づかいだって、アタシがちょーだいって言ってるわけじゃないからァ』


　ふしだらな口調の合間に、キャハハと甲かん高だかい笑い声が混じる。


『誰だれにも迷めい惑わくかけてないんだからァ、悪いことしてるとは思ってないよ』


　最後のひと言だけ、少女はキッパリ言いきった。


「……なにバカなこと言ってんだか。コイツまだ十六ぐらいじゃねーの」


　思わず、苦々しく吐はき捨すてる。


　自分とそう年は変わらないけれど、こういうタイプの子はどうしても好きになれない。


『でも、相手の方には家庭があるんでしょう？　誰にも迷惑かけてないっていうのとは、違うんじゃないかな？』


　年配のレポーターも、その少女の態度に反感を覚えたのだろう。語気が少し荒あらくなる。


『だって、アタシ、結けつ婚こんしてほしいとか、離り婚こんしろとか言わないしィ』


　べつにいいじゃん、といけしゃあしゃあと彼女は言った。


『彼氏が年上なだけじゃん。特別なことしてるわけじゃないよ』


『でも、貴女あなたは未成年なんだから。それに貴女のしてることって、売春と同じでしょ』


『そーゆー言い方って、ムカツク～。売春なんかしてないもん。アタシたち、愛しあってんだからさァ』


　胸むな糞くそ悪わりィ番組、とブツブツ言いながら、テレビの電源を切った。最近のテレビ番組は、こういう問題だけ投げかけて、なんの解決もしないのだ。これをきっかけに問題を知った誰かが動くことを狙ねらっているのかもしれないが、見ているこっちは消化不良だ。


　テレビの音声が消えると、部屋はまたもとどおり静かになる。


　自分がそれほど潔けつ癖ぺきな人間だとは思っていない。今まで、何人もの女の子と適当につきあって、なんとなく寝たりもした。一時期、女子高生ともつきあったことがある。


　だけど、それらは全部対等のつきあいだったと思っている。金や飯や贅ぜい沢たくな贈おくり物ものの報ほう酬しゆうに、抱かせてもらったことなんか、一度もない──と思う。


「…ったく、なに考えてんだろうな、ああいう女って」


　フカフカのクッションに身を沈しずめて、なんとなくさっきの少女の言葉を反はん芻すうした。





　──マンション勝手に買っちゃってェ……





　目を上げた先に、真っ白な天てん井じようが広がっている。どこもかしこも綺麗な、宝石箱のようなこの部屋は、ついこの前までは俺の生活とはまったく無む縁えんだったものだ。





　──美味しいもの食べさせてくれてェ、服も買ってくれるしィ……





　今俺が着ているのは、最初あれほど嫌いやがっていたはずの、やたらと高級そうな綿のシャツだ。俺が知っていた綿とは全然手て触ざわりが違う、柔やわらかなシャツ──迎と寝るようになって、それまであった枷かせのようなものが一つ外れた。今までは「世話になる理由もない」と拘こだわっていたものが消えて、彼が似合うと言ってくれるから、着てほしいと言うから、素す直なおに袖そでを通したのだ。


　食事はいつも迎が作ってくれる。口当たりのいい、栄養のバランスを考えた、美う味まい食事だ。それだって、普ふ段だんずっと食べていたコンビニの弁当や、スーパーの惣そう菜ざいとは比べ物にもならない。


　そして──迎は、俺を抱く。


　躊躇ためらいもなく、当然のように。


　容易たやすく身体からだを開かれて、深く交わって。抱かれている最さ中なかは、なにも考えられなくなるぐらい、俺は快感に支配されている。


　ソファの上で、俺はむくりと起き上がった。


「……なにやってんだ、俺」


　ずっと胸の内で渦うず巻まいていた疑問が、口を衝ついて出た。


　少女に対して抱いだいた嫌悪感は、今の自分に対するものか？　それって同族嫌悪だろうか。


　彼と寝るようになってから、外に出たいという思いが失うせた。小椋の話題が出なくなった。大学のことも、バイトのことも、なにも考えなくなってる。


　俺は──今、迎に飼われている。まるで、愛人のような生活だ。


「冗じよう談だんじゃねーや…」


　愕がく然ぜんとして呟つぶやいた。


　今さらなんだけど、今ごろ気づいた。このままじゃ駄だ目めになる、と思う。ここでの生活は安あん穏のんとしていて、なんの苦労もない。迎に庇ひ護ごされて、俺はただ抱かれているだけ。


　でも、それってどうだろう？　どこに生きてる意味がある？


　一度、家に帰ってみようかと考える。


　汚きたなくて狭せまいアパート──一日の半分も陽ひが射ささないし、押し入れは湿しつ気け取りをいくつ入れても湿しめっている。壁かべは薄うすいし、透すき間ま風かぜは入るし、このマンションと比べたら最悪だ。


　だけど、俺の城だった。


　思いかえすうちに、堪たまらなくなってきた。


　すぐに綿シャツを脱ぬぎ捨て、自分のシャツとジーンズに着き替がえる。カードキーとリモコンは預かったままだから、ここに入れなくなる心配はなかった。


　鞄かばんを手に玄げん関かんに向かい、靴くつを履はこうと身を屈かがめた瞬しゆん間かん、なんの前まえ触ぶれもなくドアが開いた。


　ギョッとして、俺は言葉もなく息を引く。


「……峻？」


　ゆっくり見上げた先で、迎の顔が僅わずかに強こわ張ばるのがわかった。


「あ、おかえんなさ…」


「どこかに出かけるのか？」


　俺の言葉を遮さえぎって、彼は強い口調で言った。


「う、うん。……一度、アパート戻もどってみようかなって思ってさ」


「どうして？」


　彼の顔色が、サッと変わる。


「どうしてって………バイト先に連れん絡らくしてないから、クビになっちゃっただろうし。俺、余分な貯金とかないし、家からの仕送りが入ってればいいんだけど、家賃がちゃんと引き落とされてるかどうか気になるしさ。銀行にも行かないと…」


「そんな手続きなら、僕がやっておくよ」


　高飛車に言い放ち、俺の前に立ち塞ふさがるように彼は後ろ手にドアを閉める。カチンと施せ錠じよう音がして、なぜだか身体の芯しんが竦すくんだ。


「……そこまで迷惑かけられないじゃん。とりあえず、部屋のようすも気になるし、いっぺん見てきたいんだ。見たらすぐに…」


　戻ってくるから、という言葉を続けることができなかった。


　迎の表情から、穏おだやかさが消えていた。見たこともない、険しい顔だ。──いったいなぜ、彼はこんなにも怒いかりを露あらわにしているのか。俺は、なにか彼を怒おこらせるようなことを言ってるだろうか？


「匡輔がいたらどうする気だ？　峻の部屋の前で待ち伏ぶせしていて、そのまま君を連れ去ったら」


「子供じゃあるまいし、簡単に攫さらわれたりしないよ。それに、いつまでも逃にげ続けてるわけにいかないじゃない。小椋さんには、ちゃんと話してわかってもらう」


「それができないから、君は逃げてきたんだろう！」


　頭ごなしに怒ど鳴なられて、カチンときた。


　迎はこんなに傲ごう慢まんな言い方をする人間だったろうか？　いつだって穏やかに、包み込むように優やさしくきちんと話してくれていた。彼が小椋を怒鳴りつけたと言った時も、信じられなかったほどだ。


「……なにが気に入らないんだ？」


　混乱して黙だまり込んだ俺に、彼はイライラと問いかける。


「なにか欲しいものがあるなら、買ってくる。なんでも僕に言ってほしい」


「そんなんじゃないよ」


「じゃあなにが不満なんだ？　どうしてそんなに帰りたいんだ？　あんな安アパートの部屋、生活用品だって満足に揃そろってないだろう。君には相応ふさわしくない！」


　支し離り滅めつ裂れつだ、と思った。


　自分でも、この部屋と比べたら雲うん泥でいの差だとは思っていたけれど、自分で選んで借りて住んでいた部屋だ。それなりに愛着だってあるし、こんな蔑さげすむような言い方をされるのは気持ちのいいものじゃない。


　いったいどうして、自分の部屋に帰ることがそんなにいけないのかと聞きたくなる。


「僕の留守中に、見つからないようにコソコソ出ていって、そうして今度は僕から逃げるつもりだったのか!?」


「なに……言ってんの、違ちがうよ、迎さん、俺は…」


　突とつ然ぜん伸のばされた腕うでが、俺を抱だき竦めようとする。


　知らない腕じゃない。もう何度も抱かれてる──だけど、途と端たんに恐きよう怖ふ感かんが込こみ上げて、避よけようと身を捩よじる。が、迎の動きのほうが一いつ瞬しゆん早かった。


　玄関マットに足を取られて、俺たちはそのまま廊ろう下かに転がった。


　強く背中を打って一瞬息が詰つまった隙すきをついて、迎は俺に覆おおい被かぶさってきた。体重をかけられて、彼を押し退のけるタイミングを摑つかみ損そこねる。


「待って、待ってよ、迎さん！　そんなんじゃないったら……──ん…っ」


　嚙かみつくように、口くち接づけられる。


　顎あごを押さえられ、強ごう引いんに口を開けさせられて、強く舌を吸われた。唇くちびるに歯を立てられて、痛みが走る。


「う……っ、んーん…」


　細身のジーンズが、下着ごと降ろされる。なにをされるかなんて、今さら聞くまでもなかった。


「やめろよ…ッ！　離はなせ…！」


　無我夢中で、抵てい抗こうした。


　いつものように彼に抱かれるだけなら、抵抗する気はなかった。でも、これはいつもの行こう為いじゃない。


　彼は暴力で、俺を踏ふみ躙にじろうとしているのだ。


　突然の変へん貌ぼうに、俺はただ拒きよ絶ぜつの意味を込めて暴れるしかなかった。だが、それはさらに彼の怒りを煽あおったようだ。


「どうして嫌いやがるんだッ。僕から逃げるなんて、許さない！」


　迎は強引に、俺の足を開かせた。ただ位置を確かめるだけに指が捩ねじ込まれ、なんの準備もなく、彼は身体を進めてきた。


「う──…うァ…ッ…」


　息が詰まり、額から冷や汗あせが噴ふき出した。


　身体中を軋きしませながら、迎が俺に侵しん入にゆうする。ギシギシと固い欲望を捩じ込んでくる。


「あ、ああ…っ」


　こんな無理な結合は、初めてだった。


　いつだって彼は丁てい寧ねいに俺を慣らしてくれたから、圧あつ迫ぱく感かんや異物感はあったとしても、こんな痛みを感じたことなんかない。


　身体が強張って、がくがく震ふるえる。こんな状態で絶対に挿は入いるもんか、と思っていたのに、ある一点を越えた途端に迎はズッと深く俺の体内に沈しずんだ。


　目の前が赤く染まって、酸素を求めて大きく口を開ける。


　苦しくて痛くて、叫さけびたいのに声も出ない。


「峻、……君は、僕のものだ。離すものか。……逃がさない」


　うわ言のように呟きながら、彼がゆっくりと動き出す。彼が動くたびに、微かすかに湿った音がした。男の俺が濡ぬれるはずもなく、強く突つき入れられた時にどこかが傷ついて出血してるんだろうと、やけに冷静に俺は考える。


　そう──ひどく頭も心も冷めていた。


　身勝手な抽ちゆう挿そうをくりかえす男を見上げ、感じるのは、痛みばかりだ。抉えぐられている内臓の奥も、床ゆかに擦すれる背中も、頭も関節も──胸も心も、みんな痛い。


「小椋なんかに……渡わたすものか。あんな男に、君は渡さない」


　荒あらい息の合間に、迎が訴うつたえるように口にした。


　──今、なんて言った？


　聞き返したかったけれど、唇や頰ほお、顎にも鼻にもこめかみにも、顔中にムチャクチャに口接けられ、逃のがれることができずに俺は胸を喘あえがせた。


　──小椋なんかに…？　あんな男に？


　小椋は迎の大事な友人じゃなかったのか？　彼のために、迎は俺に近づいてきたんじゃなかったのか？


　強く腰こしを摑まれ、引き寄せられる。深い部分で彼が弾はじけるのを感じたが、まだなお彼の欲望は力を失っていなかった。立て続けに行為を再開されるのに、思わず悲鳴を上げる。


「もう、…嫌…だっ──やめろよ、迎さ…」


「ここを出て行くなんて、許さない」


　深く抱き込まれて、耳たぶに熱い息を感じた。


「君は、僕のものだ」


　押し退けようとする腕が、絡からめ奪とられる。


「誰だれにも渡さない。君は、僕の大事なコレクションだ…！」


　その瞬しゆん間かん──さあっと血の気が引いた気がした。


　内ない奥おうで蠢うごめき続ける彼に、吐はき気を覚える。往おう生じよう際ぎわ悪く抵抗し続けていた腕から力が抜ぬけて、もうなにもかもがどうでもよくなった。


「峻…！」


　ようやくおとなしくなった俺に、迎は安心したように唇を這はわせた。


「峻──峻、綺き麗れいだよ。君は……とても、綺麗だ」


　何度目かの放出のあとで、やっと解放される。硬こう度どを失ったものがズルリと抜き出され、それと一いつ緒しよに、今まで信じていたものがガラガラと崩くずれ落ちて消え失うせるのがわかった。


　俺の信じたものは、いったいなんだったんだろう。


　あの時、俺を助けてくれると信じた腕は、本当は俺を罠わなにかけ、陥おとしいれるために伸のばされたものだったのか。


「…ッザケんなよ」


　ヘトヘトになった身体からだを起こしかけると、彼が吐き出したものが、ぬるっと内うち股またを伝う感かん触しよくがした。


「……フザケんな…っ」


「峻？」


「こんな…ことで、俺が…っ。こんな…──っ」


　言葉にならない。


　行き場を失った感情が、涙なみだになってボトボトと溢あふれ出した。


「峻!?……ごめん、ごめんよ。無茶なことをした。こんな…乱暴にする気はなかったんだ」


「触さわんなッ」


　狼狽うろたえたように伸ばされた手を、勢いよく叩たたき払はらった。


　愕がく然ぜんとする彼を尻しり目めに、ジーンズを摑んで身につける。


　動くたびに身体中の関節が軋むように痛み、注ぎ込まれたものが溢れたけれど、そんなことにかまっちゃいられない。


「俺は……あんたのコレクションかよ？」


　冗じよう談だんじゃねーよ、と吐き捨てる。


「ガラスの置物と一緒にされて、たまるかよ」


　立ち上がろうとしたら、足元がぐらついた。


「峻、待ってくれ」


「小椋さんじゃなくて──ホントはあんたが俺を拉ら致ち監かん禁きんして、好き勝手に扱あつかうつもりだったんだろう。最初からそういう計画で……ここは、俺のために用意された檻おりだった。簡単に騙だまされて、ノコノコついてきた俺がバカだったんだよな。チョロイもんだって……あんた、腹ん中で笑ってたんだろう！」


　靴くつをつっかけて、乱暴に細い鏡を開いた。


　〇三一八と暗証番号を打ち込んで、それが俺の誕生日と偶ぐう然ぜんあったものではなかったことを悟さとる。


「峻！」


　背後から、迎は俺に取り縋すがった。


「……悪かった。こうでもしないと、君を手に入れられなかった。君は小椋を忌いみ嫌きらっていたから、同じ欲望を持つ僕を受け入れてくれるとは思えなかった。だけど、あきらめきれなかった。最初から……僕は、君が欲しかったんだ」


「バカにすんな」


　冷たく言い放って彼を突き放し、ドアを開ける。外からの風が、スウッと頰を撫なでた。


「滑こつ稽けいだったろ。あんたの言葉一つに踊おどらされて、怯おびえて……縋って…。チクショウ…ッ」


「愛してるんだ！」


　迎が叫んだ。


「君を愛してる。どんな卑ひ怯きような真ま似ねをしても、君を僕のものにしたかっ…」


　声が途と切ぎれた。


　力任せに閉めた重い鉄の扉とびらが、俺と迎とを隔へだてたのだ。


　ボタンを弾かれてはだけていたシャツの胸むな元もとをかきあわせ、俺はエレベーターホールへと急ぐ。身体は汚よごれきって、もうボロボロだ。


　足を踏ふみ出すたびに痛みが走って、駆かけ出すこともできない。もし追いかけられたら、逃にげきれないだろうと思った。


　けれど、迎は追ってこなかった。


　それを訝いぶかしむ余よ裕ゆうなどなく、俺はもうアパートに帰ることしか考えられなくなっていた。







　一か月と六日ぶりに、俺はアパートの小さな部屋に戻もどった。


　思ったとおり出しっぱなしだった洗せん濯たく物ものは、雨風に何度かあたったらしく、ゾウキンのようにバリバリになっていた。同じくベランダに出してあった生ゴミの袋ふくろは、持ち上げるなり底が破けてボロボロになった。炭酸カルシウム入りのポリ袋は、雨風に弱いらしい。


　溜たまり捲まくった新聞はポストの口から溢れて廊ろう下かに積み上げられ、ただのゴミと化しているし、よくこんな状態で、室内で腐ふ乱らん死ししてるんじゃないかと通報されなかったことだと驚おどろいてしまう。


　足の踏み場もない汚きたない部屋に、敷しきっぱなしの布ふ団とん。洗ってない食器と、三角コーナーの生ゴミからは臭しゆう気きが立ち込めている。


　鼻を抓つまんで窓を開けると、風に乗って埃ほこりがキラキラ舞まった。


　歪ゆがんだガラス越ごしに、西日が差し込んでいる。


　それを見ていたら、迎の大切にしていたガラス棚だなのコレクションを思い出した。


　綺麗なものを集めるのが好きだと、彼は最初に言っていた。俺のことも、綺麗だと言った。それだけで、わかりそうなものだったのに。


　俺は最初から、人間扱いなんかされていなかったのだ。彼にとって、その程度しか値打ちがなかった。見てくれしか、取とり柄えがなかった。


　惨みじめさに、緩ゆるくなった涙るい腺せんがまた熱くなる。


　埃だらけの畳たたみに座り込み、膝ひざを抱かかえて顔を伏ふせた。


　情けなくて、みっともない自分にほとほと嫌いや気けが差した。一番悔くやしいのは、そんな扱いをした相手を、心底憎にくむことができそうにないことだ。


　迎に対して感じるのは、憎しみや恨うらみじゃない。所しよ詮せん違ちがう世界の人間だったのだとあきらめるには、せつない思い。


　それはよけいに、俺を惨めにさせるばかりだ。


　彼にとって、俺は対等な人間じゃない。


　そんな現実が、悲しくてつらい。





　　　　■□■





「お前、一か月もどこ行ってたんだよっ」


　中田は呆あきれたように言って、隣となりの席に腰こしを下ろした。


「よう、久しぶり」


「久しぶり、じゃねーぞ。久く瀬ぜ教授、単位やらねーって怒おこってたぜ」


　ウンウン、と俺は神しん妙みように頷うなずいた。


　佐沢からも、散々聞かされた。


　当然だが、迎は誰だれにも俺の代返なんか頼たのんでくれちゃいなかった。あれは口から出任せだったのだ。


　電話で話したあと、佐沢が気をきかせて何度か出席にマルをしておいてくれたようだが、それも焼け石に水だ。


　ノートをコピーさせてくれそうな人物を探しては頭を下げて頼み込み、遅おくれ捲った勉強をどう取り戻そうか、考えただけで頭痛がしそうだった。


　新しいバイト先も決めなければならないし、連れん絡らくがつかないと親には怒られるし──このうえ留年しそうだなんて言ったら、勘かん当どうされかねない。


「あ、お前、今夜空いてる？」


　中田は声を潜ひそめて、俺の顔を覗のぞき込む。


「空いてるけど……なに？」


「芸術学部の女の子たちと、飲み会しようっつってんの。男でドタキャンが一人出たから、来ねーかな、と思って」


　んー…と、しばらく考えたあとで、俺は「どうしようかなあ」と曖あい昧まいに言葉を濁にごす。


「なんだよ。珍めずらしく煮にえきらねーじゃん。いつもなら二つ返事のくせに。あんまり乗り気じゃない？」


「……そうじゃないけど。俺、金ないからさ」


　慌あわてて言いわけすると、彼はニカッと笑って偉えらそうに胸を叩たたいた。


「いいよいいよ、今回はドタキャンしたヤツに払わせるから。お前がいるだけで、場が華はなやぐって言ったろ。今日のは、女も飛び抜ぬけて美人～っつーのがいねーんだよな。ノリで、断れなくなっちゃってさァ」


　以前ならなんとも思わなかった言葉だが、今は容姿を褒ほめられても、嬉うれしくないどころか、嫌けん悪お感かんすら湧わいてくる。


　とはいえ、それをなんの関係もない中田に言うわけにもいかず、キュッと唇くちびるを引き結んでやり過ごした。


　迎と過ごした日々の記き憶おくが、まだ俺につきまとっている。彼が体内で放った欲望が細さい胞ぼうに染しみ込んで、俺を苦しめているようだ。


　講義のあと、中田とは七時に現地集合の約束をして別れた。その足で俺は、家庭教師のバイトでもないかと考え、学生課の掲けい示じ板ばんを見にいくことにした。


　掲示板に何枚か貼はってあるメモをあれこれ眺ながめて検討していると、背後から誰かが近づいてきた気配がした。


「……やあ」


　振ふり向くと、小椋が立っていた。


　瞬しゆん間かん、ギョッとして後あと退ずさりかけたが、歯を食い縛しばって足を踏ん張る。もう逃げないときめたのだ。すべては俺の姑こ息そくさが招いたことだったのだから。


「旅行でも、行ってたの？」


　唐とう突とつな質問に、え、と首を傾かしげる。


「いや……学校で姿見ないし、悪いかなと思ったんだけど、アパートにも行ってみたんだ。そしたら……ずっと留守みたいだったから。でも、会えてよかったよ。今日を逃のがしたら、もう会えないところだった」


　小声で、彼はボソボソと喋しやべり続けた。


　やっぱりアパートまで来たのかとか、これからもまたこいつに追いかけられるのかと思い、ウンザリする。迷めい惑わくだからやめてくれ、と思いきって言おうとした時──。


「来週から、ニューヨークに行くんだ。知人に誘さそわれて……迷ったんだけど、思いきって行くことにした」


　肩かた透すかしをくらったように、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけした気分でポカンと彼を見る。彼の口調からは、旅行で何日か行ってくるというのとは違う気がした。


「……長期滞たい在ざい、ですか？」


「そう。写真、本気でやろうと思って」


　彼はあっさりと頷いた。


「大学は？」


「一応休学届けを出してきた。どうなるかわからないけど……もしかしたら、そのまま退やめるかもしれない。先のことは……向こうに行ってから考えようと思ってる。倉持には、いろいろ迷惑かけたけど…」


　小椋はモゴモゴと口くち籠ごもる。


「これ…」


　手にしていた紙かみ袋ぶくろを、ふいに俺に向かって差し出した。受け取らずにちらりと視線を落として、「なんですか」と警けい戒かい心しん剝むき出しで問いかける。


「君の写真。……嫌がらせじゃないんだ。俺の自信作だから、貰もらってほしい。嫌なら、捨ててくれてもいい。ネガも、全部入ってる」


　おそるおそる、俺はその袋を受け取った。


　袋を開けて覗いてみると、かなりの枚数の写真の束が入っているのがわかった。


「倉持は嫌がったけど、俺は……君を撮とりたかった。この先、倉持以上のモデルに巡めぐり会えるかどうかわからない。でも、頑がん張ばるつもりだから」


　むさ苦しいボサボサの頭を、照れ隠かくしのように彼はガリガリ搔かいた。彼の表情には、もう迷いはない。


「それじゃあ、元気で」


　今までゴメン、と聞き取れないほど小さい声で呟つぶやき、彼は背を向ける。


「小椋さん」


　慌てて、声をかけた。


「あの──迎さんと……迎雅也と、親しい？」


　彼は、怪け訝げんな表情で振り返る。


「迎雅也？」


「そう。親しい友達？」


　いや、と小椋が首を横に振るのを、やっぱり、と納なつ得とくする。確かめるまでもなかった。


「有名人だから、一応知ってはいるけど──ああ、そういや、あいつに頼まれてその中の写真、何枚か焼き増ししてやったことがあるよ。最初のころだから、昨年の話だけど。その時ぐらいだな、迎と話したのは」


「もう一つ、聞いていい？」


　珍しく俺から話しかけたせいか、小椋は嬉しそうに「なに？」と相好を崩くずした。


「半月ぐらい前、Ｓ駅近くのマンションに行かなかったですか？　大理石のエントランスがある…」


　マンションの形状を、どう説明したらいいのかよくわからなくて、それ以上言葉が続かなかった。


　無理もないけれど、小椋はピンとこないらしく、さかんに首を捻ひねっている。


「行っ…たかな？　長なが江え教授のマンションのことかな…？」


　聞き返されても、俺はその長江教授がどこに住んでるのかも知らないから答えられない。


「あとは──あれかな、学生証を拾ったから取りに来いって言われた時の…」


「学生証？」


「わざわざ行ったのに、居留守使われちゃってね。結局悪戯いたずらだったんじゃないかな。学生証は、学生課のほうに届けられてたから」


　それがどうかしたの、と聞かれて、なんでもないとかぶりを振った。


「……元気で、頑張ってください」


　社交辞令で告げた俺に、彼はニヤニヤ笑って背を向けた。


　肉厚の唇からスキっ歯が覗いて、正直好感の持てる笑え顔がおではないのだけれど、それでもゴキブリのように嫌きらい倒たおして悪かったかな、なんて申しわけないような思いも込こみ上げた。もう彼は俺の前からいなくなるのだという安あん堵ど感かんが、俺にそう思わせただけかもしれない。


　でも──これで、すべてがわかった気がする。


　迎は、小椋の友人なんかじゃなかったし、あの時小椋がマンションを訪ねてきたのも、きっと迎がそう仕向けたのに違ちがいない。


　小椋が、執しゆう念ねん深くなにをするかわからない人物だと俺に思い込ませ、怖こわがらせるために。追い詰つめられていた俺が、そんな時に小椋を見てどれほど動どう揺ようするか、わかったうえでの計画だったのだろう。


　あの日迎は、胸むな騒さわぎを覚えて講義を途と中ちゆうで抜けて帰ってきた、と言った。俺がどういう状態になるのかも、計算ずくだった。


　なにもかも、彼の書いた脚きやく本ほんどおりに動いていたのだ。








「遅おせェぞ！　倉持」


　居酒屋の奥から目め敏ざとく俺を見つけて、中田は「ここに座れ」と隅すみっこの席を指差した。


　美人はいない、とあらかじめ言われて覚かく悟ごしてきたが、幸いわりと可か愛わいい子が揃そろっている。期待しなかったのがよかったのだろう。


　それ以前に、飲み会も、こうして女の子と話すのもずいぶん久しぶりだから、なんだか新しん鮮せんだ。


　久しぶりだからちょっとハメを外して楽しもうかな、と頭では思っているのに、不思議と今日は場の雰ふん囲い気きにうまく乗れない。女の子を物色する気にもなれないし、料理も美お味いしいと思えないのだ。


「恵え美みちゃん、専せん攻こうなに？」


「グラフィックデザイン」


　恵美ちゃんと呼ばれた、ショートカットの細ほそ面おもての子が答える。


　そういや迎もデザイン科だっけと、なんとなく思い出してしまい、そんな自分にムカついてジョッキのビールを呷あおった。


　なんで発想がついそこに行ってしまうのかと、我ながらイライラする。


「珍めずらしいよね。デザイン科の子って、あんまり飲み会誘っても来てくれなくってさァ」


「今が誘い時かもよ。〝王子様〟に失しつ恋れんして、かなりの数の女の子が自や棄けになってるから」


　だいぶ酒が回ってきたのか、数人の女の子がケラケラ笑ってそんなことを言った。


「〝王子様〟って誰だれだよ」


「そりゃあ、決まってるじゃない。迎さんよ」


「迎雅也」


　今度はハッキリ名前を出されて、ドキッとした。思い出したくもないのに、なぜか懐なつかしくて胸が痛くなる。


「迎さん、昨年から想おもい続けていた憧あこがれの人と、ついにゴールインしちゃったのよぅ」


「この一か月、幸せそのものって顔しちゃって」


「おかげで私たち、不幸のドン底～～」


　豪ごう快かいに食べながら飲んでいる姿からは、どこが不幸のドン底なのかと聞きたくなってしまうが、彼女らは半ば本気で話を続けている。


「あの人、綺き麗れいなものが大好きだから、きっとすっごーい綺麗な人なんだろうなァって思うと、なんか悔くやしーい」


「えー、わかんねーぜ。意外にブスかもしんねーだろ？」


　妬やっかみ半分に、男性陣じんから声が割り込む。


「そんなことないわよ。私、聞いたんだもん。迎さんのコレクションも霞かすむくらいの、超ちよう美形だって」


「コレクションって？」


　身体からだの芯しんが震ふるえる気がする。


　聞きたくないのに──素知らぬふりをして、そのくせ耳だけは彼女らの会話をひとことも聞き逃のがすまいと、必死になっている自分を感じる。


　俺はなにを考えているんだろう。もう、俺には関係のない人だ。いや──もともと関係なかった、知らないヤツの話だ。


「ガラス製品とか宝石とか、とにかく綺麗なものが好きで収集してるのよ。迎さん、お金持ってるから、金に糸目はつけないって感じで買い集めて、美術館みたいに飾かざってるって話。それを全部引きかえにしても惜おしくないほどの相手だって、蕩とろけそうな笑顔で言うんだもん。もー勝手にしてって感じ」


「とてもじゃないけど、敵かなわないわよねー。そこまで彼に言わせちゃう相手なんて」


　──俺じゃないよな、と自問してみた。


　俺のはずがない。


　彼は陰いん険けんな罠わなで、俺を閉じ込めた。あれは想いを寄せた相手にできるようなことじゃない。俺はただのコレクションの一つだったんだし、だとすれば俺も霞むような相手がほかにできたってことだ。


　これで、完全にお役やく御ご免めんだ。よかったじゃないか、と無理やり自分を納得させる。


「顔だけじゃなくて、優やさしいもんねー、彼」


「エスコート完かん璧ぺきよね」


　確かに、優しかった。紳しん士しだった。


　彼が俺に無体な真ま似ねを働いたのは、出ていく寸前のあれだけだ。それ以前に寝ねたのは、同意のうえのことだったし、彼はいつもこわれものを扱あつかうように、俺を抱だいたっけ。


「今週入ってから、一度も大学来てないのォ」


「きっと、恋こい人びとと旅行してるんだよねって、評判よ」


「学生結けつ婚こんしちゃったりして～」


「えー、卒業してからじゃないの？　せめて大学にいる間は、誰のものにもならないでほしかったのにー」


　お前らなぁ、と男の間からついに文句が上がり始める。


「迎、迎って、いー加減にしろよ。俺らの立場はどうなるんだっつーの」


「あ、ごめェん」


　ようやく話題が、迎から離はなれてゆく。だけど俺の頭の中は、もう迎のことしか考えられなくなっていた。


「倉持、どうかしたのか？」


　中田に声をかけられて、ハッとする。


「珍しくおとなしいじゃん。お前、いつも率そつ先せんして騒さわぐのに。……調子悪いのか？」


「あ……うん。ちょっと……飲むの久しぶりだから、酔よいが回るの早い感じ」


　曖あい昧まいにごまかして、「悪いけど、帰る」と立ち上がった。


「えーっ、噓うそォ。倉持さんが帰っちゃうなんて、つまんなーい」


「お前らが迎の話ばっかするから、気ィ悪くしたんだぜ」


　嫌いやだァ、という声を耳にしながら、俺はそれきり振ふり向かずに店を出た。


　平へい凡ぼんな毎日が、戻もどってこようとしている。


　狭せまいアパートの部屋──バイトをして、大学に行って、女の子と適当に遊ぶ。贅ぜい沢たくなんかはとてもできないが、なんとか食っていける。取り立てて事件はない、判で押したような平和で穏おだやかな日々だ。


　不満なんかなかった。


　俺は取とり柄えも特技もなくて、まあ容姿だけはイケてるってみんなが口を揃えてる。女の子は俺の見てくれに騙だまされて、遊ぶぶんには困らない。もっとも、見かけ倒だおしの俺は、誰とも長続きしなかった。そのぶん後あと腐くされもなくて、今はそれでいいと思っていた。


　以前と同じ、そんな毎日が戻ってくる。


　適当に楽しくて、それなりに頑がん張ばって──そんな毎日は、これほどつまらないものだったのだろうか？　どうしてこの生活が、色いろ褪あせて味気なく感じるのだろう。


　迎と過ごした贅沢な日々が、恋しいわけじゃない。あの部屋にいる間は、つまらなかった。俺は基本的に貧びん乏ぼう性しようだから、ありあまる贅沢は居い心ごこ地ちが悪くてしょうがなかった。


　今、思い出すのは──迎のことだけだ。


　女の子に〝王子様〟呼ばわりされている彼の正体は、卑ひ怯きようで姑こ息そくな偏執者だった。


　さっき聞いた彼女らの会話を思い起こしてみる。


　迎とこの一か月過ごしていたのは、俺のはずだ。彼は、あの生活を幸せだと感じていたのか？


　昨年からずっと想っていた相手は、俺なのか？　俺はただのコレクションじゃなくて？　コレクションが色褪せるような誰かは──誰？　俺？


　考えれば考えるほど、わからなくなってくる。


　鳥とり籠かごの中に閉じ込められたような日々だと思っていたけれど、それは違ちがう。俺は、飛べなかったのではなく、飛ばなかっただけだ。


　迎は、俺に鍵かぎを渡わたした。部屋を出るための、暗証番号だって、ちゃんと教えてくれていた。それを使わなかったのは、俺の意思だった。


　あの時だって──彼と鉢はち合あわせして責められたりしなければ、アパートのようすだけ確かく認にんして彼の部屋に戻るつもりだったのだ。


　あんなことになるなんて、考えもしなかった。あの時迎は──「愛してる」と言った。「行かないでくれ」と言っていた。


　俺を必死で繫つなぎ止めようとした、腕うでの強さを思い出す。


　男に抱かれることに躊躇ためらいながらも、俺は彼を許していた。彼に抱かれることを、受け入れていた。





　──今週入ってから、大学に姿見せないから。





　ふと、そんな言葉が脳のう裏りを過よぎる。


「まさか──……あのまま、か…？」


　嫌な予感がした。


　彼はあの日のまま、部屋にいるんだろうか。たった一人で。コレクションに囲まれて。どんな思いで？


　気がついたら、俺はＳ駅に向かっていた。


　衝しよう動どう的に電車に飛び乗り、迎のマンションを目指していた。








　大理石造りのエントランスはシンと静まっていて、俺の足音だけがやけに大きく響ひびく。


　閉とざされた自動ドアの前に立ち、カードキーを差し込む。ピピッと音がして、ドアは簡単に開いた。


　エレベーターに乗り、十五階のボタンを押した。


　このカードキーもリモコンも、捨てることができずに大事に持ち歩いていた。


　──バカみたいだ、俺。


　あんな情けない気持ちでここを去ったくせに、迎をやっぱり憎にくめない。


　頭から彼を信じた自分のバカさ加減が腹立たしくて、人間扱いされなかった惨みじめさに大泣きした記き憶おくだって少しも褪あせていないのに、今またその根源ともいえる部屋に自ら向かっている。


　最上階の十五階には部屋は一つだけで、表札の出ていない重い扉とびらが立ち塞ふさがっていた。


　ノブに向かってリモコンを押してから、暗証番号を打ち込む。カチッと音がしてドアが開いた。そうっと中を窺うかがうと、ガシャーン！　とガラスが割れるような音が響いた。


　ギョッとして、玄げん関かんで立ち竦すくむ。


　玄関は、あの時俺が飛び出していったままになっていた。薄うす汚よごれている廊ろう下かの染しみは、俺の血けつ痕こんに違いない。


　思わずそれから目を背そむけ、靴くつを脱ぬぐ。


　そうする間も、なにかが壊こわれる激しい音は、続けざまに聞こえてきた。


　いったいなにが起こっているのかと、俺は急いでリビングに向かう。


　リビングに続くドアを開けた瞬しゆん間かん、目に飛び込んできたのは、ソファに座った迎と、振り上げられた彼の手に摑つかまれた薔ば薇ら色いろの花か瓶びんだった。確か、ガレの花瓶だ。


　それはあっさりと彼の手を離れ、ゆるい弧こを描えがいて、ガラス棚だなにぶつかった。


　凄すさまじい破は壊かい音おんを立てて、花瓶も棚も砕くだけていく。


　迎はそれを無感動な目で凝み視つめ、次にテーブルに置いてあったガラスの皿を摑んだ。古いヴェネチアンガラスだと、聞いた気がする。


　躊躇いもなく、彼はその皿もガラス棚めがけて投げつける。


　棚に飾かざられていたクリスタルの花にその皿はぶつかって、両方とも粉々に壊れた。


「迎さん！　なに…してんだよッ！」


　次に彼が手にとった天使像に、俺は飛びついた。


　俺が入ってきたことにも気づかなかったのか、彼はびっくりしたように目を瞠みはった。


「……峻…」


「なにやってんだよ！　こんなに……粉々に壊しちゃって。なんでこんなことすんだよッ」


　この数日の間にゲッソリやつれた頰ほおが、微かすかに震ふるえて強こわ張ばった。


　──思ったとおりだ。彼はあの日のままの姿で、おそらくなにも食べずなにもせずにじっとここにいたのだ。


「これ、あんたが儲もうけた金全部注つぎ込んで、集めて大事にしてたもんじゃないのか？　なんで、惜おしげもなく壊したりするんだよ？」


「……が……ない…」


　吐と息いきまじりの声が、乾かわいた唇くちびるから洩もれる。


「え？」


「……ここには、もう──君がいない…」


　ストレートな言葉に、ぎゅっと胸の奥を摑まれた気がした。


　呆ぼう然ぜんとして見下ろした彼の肩かたがやけに細くて、頼たよりない。彼は──こんなに小さかっただろうか？


　最初から、こんなに寂さびしそうだっただろうか？


　違う。


　頼りなかったのは俺のほうだし、寂しくてちっぽけで、彼に縋すがっているのは俺のはずだった。それなのに……俺がいなくなったことで、迎はこんなふうになってしまったのか？


　見捨てられた子犬みたいな悲しそうな表情で、俺を見上げる。どうしてこんな彼を振り払はらって出ていってしまったのかと、良心の痛みなのか、引き絞しぼられるように胸が痛んだ。


「迎さん…」


　たまらなくなって、俺は彼の名前をそっと呼んだ。


「君は……出ていってしまった。こんなもの、君がいなければ……なんの値打ちもない…」


　──弱々しくうちひしがれた青あお褪ざめた顔に、無ぶ精しよう髭ひげが伸のびている。デザイン科の女の子たちが、こぞって憧あこがれている〝王子様〟の面おも影かげはここにはなかった。こんな姿を見たら、きっと彼女らは悲鳴を上げるだろう。


「こんなもの、君の半分も輝かがやかない」


　俺の手を振ふり切って彼は天使像を投げつけ、それは重厚なサイドボードの角にぶつかってパァンと弾はじける。


　びくっと身を竦ませてから、俺は「やめろったら！」と怒ど鳴なった。


　高級品とか安物とかは関係なく、こんなふうに物を破壊されるのはたまらない。


「もう、やめてくれよ」


　口調を和やわらげて、懇こん願がんする。


「俺は……迎さんが思ってるほど、綺き麗れいな人間じゃないよ」


　そうつけ加えた俺を、彼は悲しそうな瞳ひとみで見た。


「部屋なんか散らかって足の踏ふみ場もないし、万まん年ねん床どこだよ。久しぶりに帰ったら、生ゴミが腐くさってて息もできなかった。……信じられないだろ？」


　知ってる、と彼は小声で呟つぶやいた。


　なんであんたがそんなこと知ってんだよ、と突つっ込みたかったが、まあいいかと聞き流した。


「誰だれかとつきあっても、続かねーし。俺、軽けい薄はくじゃん？　中身なくてペラペラだし」


「続かないのは、君のせいじゃない」


「なんで？……俺のせいだよ。みんな、俺に幻げん滅めつするんだ。見た目と違うって」


「それは違う」


　無気力な声で、けれどキッパリと彼は言いきった。


「彼女らには、君のよさが見えないんだ。君をアクセサリー代わりにすることしか考えてなくて、そのくせアクセサリーが自分よりも輝くのを許せずにいる」


　なんだよそれ、と俺は苦く笑しようした。


「……あんただって、俺のことコレクション扱あつかいしたろ？」


　迎は、黙だまり込んだ。


「どうせ、俺の顔だけが好きなんだろ？」


　ちょっと卑ひ屈くつかなと思いながら、口にする。彼は両手で顔を覆おおって、ゆっくりとかぶりを振った。


「君は……キラキラしてるよ。いつも楽しそうで、好こう奇き心しんいっぱいの瞳が輝いていた。僕は…──ずっと君に憧れていたんだ。遠くから君を凝視めて、ずっと──愛いとしいと思っていた」


「楽しくなんかねーよ」


　苦々しい思いで視線を逸そらした先に、写真が数枚散らばっていた。小椋に焼き増ししてもらったという、俺の写真だ。


「あんたがいねーから…」


　俯うつむいて、早口に呟く。


「ここにいる間はずっと怯おびえてて、気き兼がねだったり、退たい屈くつだったり──…自分の家に戻もどって、汚きたなくて狭せまくて不便だったけど、それでも住めば都でさ。ああ、戻ってきたなって思ったよ。家だけじゃなく、生活だってもとどおりで……前と同じ気楽でどうってことのない毎日だよ。あんたと会うまでは、それで充じゆう分ぶん満たされてたはずで楽しかったはずだったんだよ。それなのに、もう全然楽しくないんだ。なにか足りねーんだよ。あんたが…迎さんが、そばにいないから…っ」


「…峻」


　掠かすれた声が耳を打った。


「あんたがいない時、俺はどうやって毎日を過ごしてたんだろう？　思い出せねーんだよ。なんか……うまく言えねーけど、このへんにぽっかり穴が開いちゃったみたいで…」


　ここ、と左胸を指差す。迎はなにも言わずに、じっと俺を見ている。その目の奥に、微かな光が差すのがわかった。


「俺は、迎さんのコレクションにはなれないよ。……なりたくない。物みたいに扱われるのは、嫌いやなんだ。でも──そばにいたい。自分の意思で、迎さんと一いつ緒しよにいたいって思ってる」


　ソファの上で呆然と動かない迎を、俺は両手を広げて抱だきしめた。らしくなく髪かみが乱れている頭を、黙って胸に抱かかえ込んだ。


「ゲームもまだクリアしてないから、教えてよ、攻こう略りやく法ほう」


　そうつけ加えて、ゆっくりと部屋中を見回す。


　床ゆかに散らばった大量のガラスの破片が、照明に反射してキラキラしていた。もう形もなく、なんの値打ちもないガラクタと化してしまったその破片は、それでも宝石のように眩まばゆく輝いている。


「峻」


　迎の手が、俺の背中を抱き返した。


「君を失うくらいなら、なにもかも壊こわれてしまえばいいと思った」


　どこか虚うつろな口調で、彼が告げる。


「だから……全部壊したんだ」


　俺もいい加減バカだけど、この人のほうがもっとバカだな、と思った。だけど──バカなヤツは嫌きらいじゃない。本当のバカは嫌だけど、こういうバカさ加減は、愛すべきものなんじゃないだろうか。


「全部壊してしまったんだから、また最初からやり直せるよ」


　強がりでもなく、呟いてみる。


　──そうだ。最初からやり直したい。騙だまされるのでもなく、罠わなにかけられるのでもなく、出会ったあの日からもう一度。俺だって、もう逃にげやしないから。


「やり直そう。最初から」


　くりかえした俺の腕うでの中で、迎はじっと息を潜ひそめる。そうして彼はしばらく黙ったまま、ピクリとも動かなかった。


　俺は呼びかけることもできずに、ただ彼の言葉を待った。


「……おかえり」


　穏おだやかな口調で、迎は言った。


　ただいま、と答えると、背中に回った彼の手に力が籠こもった。彼の喉のどから微かすかな息が洩れる。それは安あん堵どした静かな笑い声のようにも、すすり泣きのようにも聞こえた。


　胸の奥から愛しさが込み上げて、俺は彼を抱いたまま微び動どうだにできなかった。
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　ふわふわと意識が揺ゆれている。


　暖かくて柔やわらかくて、とても気持ちがいい。


　自分を包み込んでくれている温ぬくもりに身を擦すり寄せて、俺は浅い眠ねむりを貪むさぼっていた。


　抱だかれたあとの、心ここ地ち好いい疲ひ労ろうに身体からだの隅すみ々ずみまでが満たされている感じで、このまま深く寝ね入いってしまいたい──んだけど……。


「……なにやってんの、迎さん」


　否いや応おうなく眠りから引き摺ずり出されて、ムッとしながらも問いかける。


「あれ、起きちゃった？」


　迎雅也は、悪びれもせずにそう言って、ふふ、と笑った。その拍ひよう子しに吐と息いきが微び妙みような場所にかかって、思わず声を上げそうになる。


　彼の頭は、今俺の股こ間かんあたりにあって──つまり、ご奉ほう仕ししてくれている真っ最中なわけだ。


「……普ふ通つう起きるでしょ。俺、寝てんのに。……悪戯いたずらすんなよ、もう」


「だって、ちょっと弄いじったら反応しちゃったからさ。せっかくだから、イカせたげようかなあと…」


「弄ったら反応すんのはあたりまえだろ。もー、せっかくいい気持ちで寝てたのになー」


「気持ちよく寝られてたのは、僕がこうしてあげてたからじゃない？」


　言うが早いか行こう為いを再開され、咄とつ嗟さに堪こらえきれなかった声が「あっ」と洩もれる。その声に満足したのか、迎はなおさら俺を深く銜くわえ込み、絶妙な舌の動きで快感を煽あおった。


「待っ…待って、迎さ…──あ、あっ」


「イッちゃえ、峻」


　銜え込んだまま告げられて、その刺し激げきに背筋が震ふるえる。


　ただでさえさんざん搾しぼり取られた後で、耐たい久きゆう力りよくなんてもんが俺に残っているはずもない。瞬またたくうちに上り詰つめ、呆あつ気けなく弾はじけて一気に落ちた。


「……ひでェ…」


　ハアハアと息を肩かたでつきながら、隣となりで澄すました顔をして口元を拭ぬぐっている迎を、恨うらみがましく睨にらみつける。


「うん？」


「……こんな──格好悪わりィの…」


「なんで？　可か愛わいかった」


　いけしゃあしゃあと、彼は言った。


「寝てる最中も、弄ってたら峻の頰ほおがピンクに染まってきてさ。すごく色っぽい顔するもんだから、ちょっとのつもりが本気になっちゃった。意識がないと、無防備でいいなあ。……いや、意識がある時の堪えてる顔も、すごくそそられるんだけどね」


　どっちも好きだよ、と告げられて、どんな顔をして聞いてりゃいいんだ、と困って目を伏ふせた。








　迎は、相変わらずだ。


　一度は、もう金輪際関かかわりあいになるものかと思った相手だが、俺たちの関係はあっさり修復してしまった。──修復というよりは、さらに深みにはまったというほうが正しいかもしれない。


　あの日、自や棄けになって、大事にしていたガラスのコレクションを次々に破は壊かいしていた迎を抱きしめて、俺はあらためて彼のものになった。


　ひとしきり抱きあった後、とにかく彼に飯を食わせ、部屋を片付けた。俺なんかが逆立ちしたって買えないだろう高級品の花か瓶びんや置物は、無残に破壊されてしまい、そっちは修復不可能だった。


　でも彼はまた最近、ぼちぼちとコレクションを集め直している。もともと一品物が多かったから、もとどおりというわけにはいかないけれど、「綺き麗れいだと思ったものを買うだけだから」とあまり気にしていないように見えるあたり、やはり大物なんだろうか。


　執しゆう着ちやくしているようで、あまり執着していないのか。壊こわれたものには、未練を残さないのか。


「一番欲しかったものが戻もどってきてくれたからね、ほかのものはどうでもいいんだ」


　そう言って抱きしめられてしまえば、もう俺もなにも言えなくなってしまう。


　彼は、俺を大事にしてくれる。


　今は、コレクションの一つではなく、恋こい人びととして。


　以前のように、閉じ込めて束そく縛ばくしようとはしない。──もちろん、束縛したがる傾けい向こうはいまだにあるけれど、俺が「嫌いやだ」と言えば無む理り強じいはしない。


　ちゃんと、俺の意思も認めてくれている。だから、ここは俺にとってとても心地好い場所になった。


「おなか空すいただろう？　なにか作るよ。それまで寝てていいよ」


　額にチョンとキスをして、彼はベッドを降りた。


　うん、と頷うなずいたものの、もう眠気はどこかに吹ふっ飛んでいってしまった。けれど起きる気にもなれず、そのままベッドに沈しずみ込む。


　身体がまだ疼うずくようにだるかった。


　──やりすぎだ。


「……あーあ…もう、際限ないなあ…」


　自じ嘲ちよう気味に独り言ごちる。


　昨夜ゆうべから、さんざん愛しあった。


　何度も彼を受け入れて、数えきれないくらいイッたと思う。以前女の子とつきあっていたころだって、こんなに激しくセックスしたことはない。


　自分は淡たん白ぱくなほうだと思っていたし、そういう欲求は事実少なかった。それが、変われば変わるものだ。迎の手が触ふれただけで簡単に反応してしまうし、激しく抱かれるのも嫌きらいじゃない。嫌いじゃないどころか──かなり、好き。女の子相手の奉仕するばかりの行為と違ちがって、される側だからなのか。それとも同性だから、気持ちいいツボを心得ているのか。──愛してるからなのか。


　もう眠れないと思っていたはずが、そんなことをうだうだ考えているうちにウトウトしていたらしい。


　ふと、視線を感じて目が覚めた。


　部屋の中には、いい匂においが漂ただよっている。そして、目の前には眩まぶしげに俺を見ている迎の姿があった。


「……ごめん。眠らないつもりだったのに、また寝ちゃった。……起こしてくれればいいのに」


　さっきは「起こすな」と言ったくせに、我ながら勝手かな、なんて思いつつ口にする。


「ん──起こそうかなと思ったんだけどね。寝顔があんまり綺麗だったから、勿もつ体たいなくてもうちょっと見ていたかったんだ。……まさに〝美神の微睡まどろみ〟って感じで」


「やめろよ、それは」


　いい加減忘れてほしいタイトルだと思いながら、むくりと身を起こした。


　ベッドサイドのテーブルに、綺麗に盛りつけられた皿が載のったトレイがある。それほど長い時間眺ながめていなかったのか、大皿のパスタからはまだ湯気が上がっていた。


「美う味まそー。なに？」


「ビシソワーズと、バジリコのパスタ。ごめん、簡単なもので」


「えー、全然簡単じゃねーよ。俺、こんな手の込んだもん、作らねーもん」


　迎とつきあうようになって、俺の食生活はかなり水準が上がったと思う。彼の作る料理はどれもこれも美お味いしくて、すっかり餌えづけされちゃった気分だ。


「じゃあ、食べようか」


　差し出された皿を受け取り、食事を始める。


　こんなふうにベッドでものを食べるというのも、最初はかなり抵てい抗こうがあったんだけど──ウチでは、布ふ団とんの上で食べたりするのは厳禁だった──二人で迎むかえる朝はいつもこんな感じで、まるでフランス映画の一場面みたいだと思う。


「……美味い、これ。なんだっけ？　ビ、ビシ？」


「ビシソワーズ。ジャガイモのスープだよ。昨日、下した拵ごしらえしといたんだ。パスタはどう？」


「うん、美味い！」


　頰ほお張ばった俺の口元を、彼の指先が拭ってくれる。行ぎよう儀ぎ悪くガツガツ食べるものだから、なにかくっついていたらしい。


　迎はその指を自分の口元に持っていき、躊躇ためらうことなくペロリと舐なめた。──親にだってしてもらったことのない行為なものだから、なんだかちょっと照れてしまう。


「……ごめん」


「え？　なにが？」


「だって、俺、だらしなく零こぼすから…」


「平気だよ。美味しそうに食べてくれて、嬉うれしい。それに、峻が食べてるところはすごく可愛くて、好きなんだ」


　ニコニコ笑いながら、迎は言った。


　ますます恥はずかしくなって、あとはもうなにも言えずにパスタを食べた。


　彼の愛情表現は、こっちが戸と惑まどってしまうほどストレートだ。


　そして、ちょっと不安になる。彼は、俺にも同じようにストレートに表現してもらいたがってるんじゃないだろうか。俺がそうしてあげないから、その欲求が身体からだに向けられるのかな？　身体だけでなく、束縛したがるのもそのせいだったら──。


「……悪くない？」


　ふいに顔を覗のぞき込まれて、ギョッとする。


「えっ、な、なに？」


「だから、身体、気持ち悪くないかって聞いたんだよ。聞いてなかった？」


　確かに半分聞いてなかったので、「ごめん」と謝った。


「シャワー浴びる？　洗ってあげるよ」


「……うん」


　いつもなら「一人でできる」とか「ついてくんなよ」とか、素っ気なくあしらっちゃうところだけれど、ほんのちょっとの後ろめたさが俺を素す直なおにさせる。


　風ふ呂ろに一いつ緒しよに入るくらい、どうってことない。男同士なんだし──と、思ったのだが。


「迎さん、そのまま入るの？」


　先に服を脱ぬいで浴室に入った俺は、あとから来た彼がシャツとズボンの裾すそを捲まくった姿なのに目をぱちくりさせる。


「僕は、さっきサッと浴びたしね。……一緒に裸はだかになったりして、またしたくなったら困るじゃない？」


　清潔そうな唇くちびるがそんなことを告げるのに、俺は「ハハハ」と乾かわいた笑いを浮うかべるしかなかった。


　大学内で〝王子様〟呼ばわりされている彼が、実はこんな絶ぜつ倫りん男だと知ったら、ファンの女の子たちは悲鳴を上げて倒たおれるんじゃないだろうか。──……喜ぶだけかな…？


「じゃあいいよ、俺、一人で洗えるし」


　高級そうなシャツとズボンを濡ぬらすのも、しのびなかった。


　だが、相変わらず貧びん乏ぼう性しようの俺と違って、彼はそんなことは全然気にならないらしい。


「いいじゃない。洗わせて？」


　楽しそうに言うと、俺を椅い子すに座らせ、ボディスポンジでソープを泡あわ立だて始める。そうして、まるでペットにするように、丁てい寧ねいな手つきで俺を洗い出した。


　柔やわらかく脇わきを擦こすられ、「くすぐったい」と身を捩よじる。逃にげようとすると彼が腕うでで抱かかえ込むので、動きが取れない。


　スポンジはやがて、下腹へと移動した。


「……迎さん、いいよ。ここは自分で」


「駄だ目めだよ、じっとして」


　俺の主張はあっさり却きやつ下かされ、ことさら慎しん重ちようにその部分を探さぐられた。


「──あ！」


　するんと、指先が体内に潜もぐり込んでくる。


「ごめん、手が滑すべった」


「……噓うそつけよ」


　滑っただけで潜り込むか、と睨にらみつける。が、彼はどこ吹ふく風だ。


「ねえ、峻」


　なにもなかったような顔をして、ふいに迎は俺を呼んだ。


「ん？」


「ここ、剃そっちゃ駄目？」


　あんまりさらりと聞かれたので、一いつ瞬しゆんなにを言われたのかがわからなかった。頭の中で今の質問を反はん芻すうしてみて、三秒ほど遅おくれて「ええっ」と声を上げる。


「な、な、なに言ってんの？　迎さんっ」


「あ、聞こえなかった？　だからね、ここ…」


「聞こえてるよ！　聞こえたけど……なんで、そんな…」


　剃ってみたいから、と彼は至し極ごく真ま面じ目めに答える。


「あのさ、ふざけて言ってるんならまだ笑ってかわせるけど、真面目に言ってるんだとしたら怒おこるよ。……それとも、迎さんってそういう趣しゆ味み？」


「そういう趣味って、どんな？」


　けろりと聞き返され、「だから…」と口くち籠ごもった。


「……生えてないような年ごろが好きなのかってこと」


　その心配は、なかったらしい。彼は「まさか」と笑い飛ばす。


「でも、生えてなかったころの峻は見てみたかった気がするなあ。きっと可か愛わいい…」


「じゃあ、浮うわ気き防止のつもりで剃れとか言うんだ？　言っとくけど、俺、浮気なんかしてないよ。誘さそわれれば飲みにも行くし、合コンの数あわせとかも頼たのまれることだってあるけど、迎さんとつきあうようになってからは、ほかの誰だれとも寝ねてねーし。これからだって、たぶんないと思う。俺、だらしなく見えるかもしれないけど、節操ナシじゃないよ」


　さすがに黙だまっていられなくなり、一息に捲し立てる。迎は目を丸くして聞いていたが、やがてすまなそうに項うな垂だれた。


「ごめん」


「……わかればいいけど。だいたい、剃られちゃったりしたら、クアハウスにも行けなくなるだろ。トイレで誰かに見られたらどうすんだよ。それに、生えてくる時チクチクして痛いてェッて、前に盲もう腸ちようの手術したヤツが言ってて…」


「峻、僕以外の男とお風呂に入るんだ？」


　彼の口調がちょっと尖とがっていた。


「お風呂って──クアハウスだよ！　健康ランドとか、誘われることあるだろ！　アパートの風呂だってボロイんだから、銭湯行かなきゃなんない事態になるかもしれないしっ」


「だから──ここで暮らそうって」


　またその話かよ、とため息を落とした。


　結局俺は、自分のアパートに戻もどり、彼とは一緒に暮らしていない。でも、週末はいつもここに泊とまるし、それ以外にも飲んで電車が終わった時とか、アパートに帰るのが面めん倒どう臭くさい時とか──このマンションのほうが大学に近いからだ──なんだかんだで、月の三分の二はこの部屋で過ごしているのだ。


　そう言うと、迎は不満げに俺を睨む。


「だったらいっそ一緒に暮らしたほうが、経済的じゃないか」


　金に不自由したことのない男の口から〝経済的〟なんて言葉を聞くとは思わなかった。俺が言うなら信しん憑ぴよう性せいがあるのに、彼が言うとどうも噓うそ臭くさい。


「……やだよ。迎さんと毎日一緒にいたら、足あし腰こしガタガタで立てなくなっちゃ…──あっ」


　今度は偶ぐう然ぜんを装よそおった悪戯いたずらではなく、ハッキリした意図を持って彼の指が体内に埋うめ込まれた。内臓を内側から擦られ、がくがくと揺ゆすられて、ある一点を的確に攻せめられる。


「…や、だっ、そこ…！」


　せっかく治まっていた熱が、一いつ斉せいに中ちゆう芯しんに集まり出したのがわかった。鼓こ動どうが走り、頭がぼうっと霞かすみ始める。


「もう駄目だって、迎さ…──ん、んんっ…」


「気持ちイイ？　いいよね？　また勃たってきたよ。……もうすっかり、後ろだけでイケるようになっちゃったね」


　誰がこんな身体にしたんだよ、と言ってやりたい気がしたが、とりあえず黙っていた。言ったら言ったで、どうせ彼は喜ぶだけだろうし。


　シャツを濡らさないようになんて、もう気き遣づかっちゃいられない。彼の胸に頭を擦りつけ、断続的に訪おとずれる快感に唇を嚙かみしめる。


　迎は満足そうに笑って、俺の顔を上げさせてキスをする。


　嚙みつくようなキスを何度かされて、そのまま彼は首筋と鎖さ骨こつあたりに歯を立てた。その痛みすらが快感に繫つながるんだから、本当に嫌いやになる。


　俺の身体をこんなんにして──責任取れって。





　　　　■□■





「倉持くん」


　こんにちは、と声をかけられた。


　顔を上げると、浅あさ沼ぬま晃こう司じが柔にゆう和わな笑えみを浮かべているのと目があった。


　彼は久瀬教授の助手で、大学院生でもある男だ。


　大学院生というと、ガチガチの研究オタクで勉強一筋、ファッションには興味ない偏へん屈くつ──というかなーり偏かたよった先入観を持っていた俺だったが、彼を知ってそんな偏見を捨てた。


　浅沼は、かなり格好イイ。容姿が整っているだけでなく、シンプルだがきちんとした服装でいつもスマートな印象だ。やや長めの髪かみはさらりと清潔で、穏おだやかな性格のせいか柔らかい雰ふん囲い気きを持っている。そのため、女子にもかなりの人気があるらしい。


　俺が彼と知りあったのは、今月頭から久瀬教授の資料整理の手伝いをし始めたのがきっかけだった。


　迎に拉ら致ちられていた一か月間、俺は大学の授業をサボり続けた。途と中ちゆうから、気を利きかせた佐沢が代返してくれたりもしたけれど、そんなものは焼け石に水だ。再び授業に出始めた途と端たん、俺は何人かの教授に呼び出され、こっぴどく説教を食くらった。


　中でも厳しかったのが、民みん俗ぞく学の久瀬教授だ。


　彼は「絶対に単位はやらない」と言い放った。どんなに謝っても、頼み込んでも駄目だった。単位を貰もらえなければ留年確定だ。そこをなんとかと、粘ねばりに粘って──ようやくレポート三つ提出と、資料整理を手伝うこと、それから残りの授業を一つもサボらないという約束を条件になんとか俺の首は皮一枚で繫がったのだった。


「どう、レポート進んでる？」


　挨あい拶さつ代わりの台詞せりふに、はは、と笑ってごまかす。


　そうでなくても、一か月分のブランクは大きい。それを取り戻すのはもちろん、そのうえレポートは作成しなければならないわ、迎の家には行かなければいけないわ──いや、これは〝いけない〟わけじゃないんだけどさ──なんだかもうシッチャカメッチャカでなにから手をつければいいのかわからない状態だ。


「手伝ってあげようか？　提出日までに間にあわないと困るだろう？」


「えっ、マジで？」


　いいんですか、と目を瞠みはる。彼はニコニコと笑って頷うなずいた。


「いいよ。でも、久瀬教授に言わせると、俺のレポートは癖くせがあるらしいから、バレないように適当にアレンジして？　バレたら怒られるからさ」


　下調べと叩たたき台だけを作る、という申し出に、もちろん俺は飛びついた。そういうことなら大だい歓かん迎げいだ。だいたい、レポートを書くための資料集めと資料読みがまず大変なのだ。


「レポート三つ、一人でやったんじゃ、提出日まで寝る暇ひまもないだろ？　情熱的な彼女にフラれたら可か哀わい相そうだしさ」


　意味ありげに言って、浅沼は俺の襟えり足あしあたりを指先でちょいとつつく。


「へ？」


「ついてるよ、キスマーク。これ、隠かくしといたほうがいいなあ。久瀬教授、古い人間だからな。そういうの嫌きらいなんだよ。娘むすめが二人いるそうだから、同じ年ごろの男がみんな自分の娘を誑たぶらかす狼おおかみに見えるんだろう」


　さらりと指し摘てきされるのに、慌あわてて首を手で押さえる。


　──こんなところに痕あ跡とをつけられていたなんて、ちっとも気づかなかった。……いや、そういえばあちこち嚙まれたり吸われたりした気がするから、当然痕跡もつくだろう。


　いくら痕跡をつけるなと言っても、迎はちっとも聞き入れてくれない。この前の「剃そりたい」発言といい、痕跡をつけたがるのも一種の自己主張だろうか。俺を自分の所有物だと、主張してる？　それも独どく占せん欲よくが強いってことの表れなのかなあ？


「髪がもう少し長いとうまく隠れるんだけど……絆ばん創そう膏こうでいい？　剝はがす時、毛を引っ張ってちょっと痛いかもしれないけど、ごめん」


　どうして浅沼が謝ってくれるのかは謎なぞだが──謝らなきゃならないのは、この場合迎だろう──彼は鞄かばんから絆創膏を取り出すと、手て際ぎわ好よく襟足に貼はってくれる。


「……倉持くん」


　優やさしい手つきで首筋を撫なでられ、そのくすぐったさに思わず鳥とり肌はだが立ちそうになった。こんな、意味なく触さわられただけで過か敏びんに反応してしまうようになったのだって、迎のせいだ。


「君の恋人って……実は彼女じゃなく、彼氏？」


　聞かれた瞬しゆん間かん、ピキッと周囲の空気が固まった気がした。


　浅沼は俺のシャツの後ろ襟えりを摑つかんで引っ張り、背中を覗のぞき込んでいる。


「あ、浅沼さん？」


「……肩けん甲こう骨こつんとこ、歯形がついてるよ」


　──そういえば、そこらへんも嚙まれた！　確かに。


「は……歯形って、男か女かの区別がつくもんなんですか？」


　さすがに大学院生は違ちがうなあと、ちょっと感心しながら口にする。と、彼はプッと噴ふき出した。


「まさか。そりゃあ突つき詰つめて分ぶん析せきすればわかるだろうけど、こんな嚙みついた痕跡だけじゃわからないよ」


　──ということは……？


「……もしかして、カマかけました？」


「ごめん」


　全然悪びれないようすで、浅沼が謝る。


「もしかしたらそうかなあと、前々から思ってたもんで、つい」


「……なんで…」


　そんなに簡単にわかるものなのだろうか？　つきあってるのが男だって。前々から思ってただって？　俺、なんかそういう素そ振ぶりを見せたとか？


「あー……ごめん、ごめん。そんな追い詰められた子こ兎うさぎみたいな顔しないでくれる？　俺、そういうのには偏見ないつもりだし」


　そう言って、彼は「俺もバイだから」とつけ加えた。


「バイ？」


「そう、バイセクシュアル。男も女もオールＯＫ、世界中が恋れん愛あい対象だよ。いいだろ？」


　彼が言うと、なんだか本当にいいことのように思えてくるから不思議だ。迎とのことがバレたらどうしようかと硬こう直ちよくしていたのが、ふっと緩ゆるむ感じがする。


「倉持くんは？　女性はダメ？」


「いや──好きだと思うけど」


「じゃあ、一いつ緒しよだ」


　そうなのかな？　と首を傾かしげる。


　俺は、この前まで自分はストレートなんだとばかり思っていた。実際、女性にしか目はいかなかったし、小椋に迫せまられた時は正直相当気持ち悪かった。


　迎にだって、正面切って迫られていたら、当然断ったと思う。彼を受け入れたのは、ああいうちょっと異常な状じよう況きように置かれて、ほかに頼たよれるものがなにもなかったからで──。


　そこまで考えて、ギョッとする。


　俺は、本当に迎を好きなのか？


　彼とのセックスが気持ちいいから、好きだと思っているだけなんじゃないか？　気持ちより先に身体からだが結ばれて、それに引き摺ずられてはいないか？


　あんな、半分監かん禁きんされているような生活で、することもなく、話す相手は彼だけだったから──必然的に彼に傾かたむいただけで、そうじゃなかったら本当は…。


「倉持くん？」


　どうかした？　と浅沼が不思議そうに顔を覗き込んでいる。俺は慌てて、首を横に振った。


「なんでもないです。ただ…」


　こんなあやふやな想おもいを、どう説明すればいいのかわからない。


「ただ？」


　それなのに彼は、なおも突っ込んで聞こうとする。


「……いえ、ちょっと束そく縛ばくしたがるっていうか……独占欲、強くて……──時々、しんどいかなって…」


　言葉をすり替かえて口にした。


「ああ、そういうヤツいるな」


　わかったような顔をして、浅沼が頷く。


「なんていうのかなあ、自分に自信がなくて、愛されてるかどうか不安になるんだろう。それでなんとか相手の目を自分に向けさせたくて、独り占じめしようとする感じ？　それだけ、君のことが好きなんだろう。倉持くんも、自分はこんなに好きなんだよって言葉とか態度で示して、安心させてあげたら？」


「……そうですよね」


　と、答えるしかなかった。


　そもそもの、迎と俺の馴なれ初そめを知らない彼に、そういうありきたりなアドバイス以外のなにかを求めるのは間違っているだろう。


　俺だって、事細かに説明する気にはなれない。


「……どうやったら、安心するんですかね」


「うん？　そうだなあ。……ちゃんと〝好きだ〟って言ってあげてる？」


「言ったことあると思うけど…」


　それじゃあ駄だ目めだよ、と浅沼は呆あきれたような表情を浮うかべる。


「え？　だ、駄目？」


「言ったことがある程度じゃ、相手は満足しないんじゃないの？　そういう独占欲の強い人ならなおさら。もう相手が〝うるさいな〟って辟へき易えきするぐらい、好きって言ってごらん。嫌いやがっても、本心は嬉うれしいはずだから」


　そんなものなのか、とちょっとビックリした。


　でも──迎を本当に好きなのかどうか、俺の中に迷いが生まれちゃった今、果たしてその言葉を口にできるかどうか。


「あとは、思いきって一緒に暮らして、四六時中そばにいてやることだね」


「……それは…」


　無理だな、と密ひそかに思う。


　確かに迎もそれを望んでいるみたいだけれど、俺にはなかなかその踏ふん切りがつかない。だって、同居するなら俺が彼の部屋に転がり込むことになるんだろうし、あの部屋で暮らすとすれば──いかにも囲われてる愛人って感じじゃん？　さすがにそれは、男としてどうだろう？


　……なんてことを、浅沼に言うわけにもいかないから、あとは笑ってごまかした。


「これからも、困ったことがあったら相談に乗るよ。といっても、あまり役に立てないと思うけどさ。話すだけで、気が楽になることもあるだろ？　心配しなくても、誰だれにも言わないよ」


　そう言って笑った彼の穏おだやかさに、ちょっと救われた気がしてる。


　言われるまでもなく、迎とのことは誰にも話せなかった。つきあっているのが男だから、誰にも言えないし、隠して合コンにも参加してる。断ったら、誰か特定の彼女がいると思われるだろうし、そうなったら佐沢あたりから「紹しよう介かいしろ」と言われるに決まってる。


　だから俺は迎とのことは、自分一人の胸に抱かかえているしかなかった。


　それが──話す相手ができた。迎のことを詮せん索さくしたりしないし、自分がバイだとばらすあたり、信用できるんじゃないかとも思う。浅沼は、きっといい人だ。


　そのことが、俺をほんのちょっぴり楽にさせる。安心できる。


「本当に……相談してもいい？」


　もちろんだと、浅沼は言った。


「その前に、レポート片づけなきゃな」


　その言葉に、俺も頷うなずいた。








　この男のいったいどこが、自信がないって？


　仕事部屋でパソコンに向かっている、端たん整せいな横顔を見つめながら考える。


　早く家に帰ってレポートを進めなければならないのに、浅沼との会話が引っかかって、なんとなく迎の部屋に寄ってしまった。


　が、迎はちょうど仕事中で──納期が迫っているらしい──「ちょっと待ってて」と言ったきり、こちらには見向きもしない。


　彼は相変わらず、パソコングームの開発や、企き業ぎようから依い頼らいされているソフト開発なんかの仕事をやっている。それでいて学業も疎おろそかにしていないのだから、たいしたもんだと思う。


　俺なんか、レポート三つで頭が痛いのに。


「峻」


　ごめんね、相手をしてあげられなくて、とふいに振り向いて、彼が言った。


「え？　あ、いいよ。全然。俺も連れん絡らくしないで、突とつ然ぜん来たんだし」


「そんなの、あたりまえじゃないか。ここは君の部屋でもあるんだから。……一休みしようか。コーヒーでも入れるよ」


　俺に気を遣つかってか、彼はウンと伸のびを一つしてから立ち上がった。


「ごめん、気がつかなくて。俺、入れるよ」


　慌あわてて言ったが、彼は「いいよ」と微ほほ笑えんで俺を止める。


　なにからなにまで完かん璧ぺきなんだよなあと、思わず目を細めた。


　勉強も仕事もできて、見た目もよくて、金も持ってる。性格だって──ちょっと危ないかな、と思える部分を除けば悪くない。


「……でも壊こわれかけたんだよな…」


　ぽつりと独り言ごちる。


　だから、放っておけないと思ったんだけど。今思うと、あれは俺の夢だったんじゃないか？　という気がする。


　俺が──俺ナシじゃ迎は駄目になると思いたくて、あんな幻まぼろしを見たんじゃないかとか。


「はい、どうぞ」


　すぐにいい匂においをさせたカップを二つ手に、迎が戻もどってきた。


　受け取って口をつけると、とても美お味いしい。もともとコーヒーは苦手だった俺だが、迎が入れてくれるものに限っては好きになった。


　今までは飲んだあとに舌に残る後味の悪さが嫌だったのに、彼のコーヒーにはそれがない。なんでも、気に入った豆を自分でブレンドしているのだという。──そんなことまでできるのだ、彼は。


「……なにか、悩なやんでる？」


　顔を覗のぞき込まれる。とても綺き麗れいな瞳ひとみだと思う。


「んー……しばらくちょっと忙いそがしいかなって」


「どうして？」


「いくつかレポート溜ためちゃってさ。それ、片づけないと」


　詳くわしいことは言わない。なんでレポートが溜まったかとか、それを出さなければ──しかも合格点を貰もらえなければ──留年決定だとか。


「迎さんは、就職どうすんの？　もう決まってる？」


　話題を変えようと、この時期だから、まあ決まってるだろうなと思いつつ口にした。


「ああ……まだ迷っててね」


　意外にも、彼はそう言った。


「噓うそ、迎さんが!?」


　ちょっと嬉しくなった、なんていうのは失礼だろうか。


「いくつかの企業から、引きはあるんだ。……もうすでに、仕事で関かかわってるとこだけれどね。でも、このままフリーでできなくもないし、今片手間でやっているネットショップの方も軌き道どうに乗ってるし。……なんなら自分で会社を興おこそうかなあとか、その前に一度ぐらいは就職しておいたほうが社会勉強になっていいのかなあとか」


　そういう贅ぜい沢たくな悩みかい、とがくりと肩かたを落とした。


「資金的な心配はないから、両親も〝好きにすればいい〟って言うしね。幸い声をかけてくれる企業側も、いつまでも僕の返事を待つって言ってくれるし。もう少し考えるよ」


　この不ふ況きよう下に、こんなことを言ってるヤツがいるなんて。就職が決まらなくて泣いてる連中がこの話を聞いたら、刺さされるぞ、絶対。


「……ネットショップって？」


　さっきさりげなく彼が口にしたのを、聞き直す。初耳だったからだ。


「ああ、あれは趣しゆ味みで始めたんだけど。インテリアとか骨こつ董とう品ひんとか。僕も好きでいろいろ集めているだろう？　そのへんで繫つなぎをつけて、手を広げていくうちに、なんとなくね。世の中、案外収集家が多いんだよね。それほど高価な物ばかり扱あつかうわけじゃなくて、ちょっと頑がん張ばれば手が届く程度の綺麗な物だと、若い女性なんかが買ってくれて」


　なんとなく趣味程度で始めた商売が、当たってるってことか？


　──ちょっと面おも白しろくなくなってきた。


　迎が多才な人間だということは百も承知でつきあっているけれど、彼といると自分のちっぽけさを思い知らされるのはなぜだろう。


　彼に比べれば、俺は本当になんの取とり柄えもない平へい凡ぼんな人間だし、つまらない人生だ。ただ一つ平凡じゃないとすれば、それは俺のそばに迎がいること？


　それだって、彼が始めたことで、俺の意思なんか関係なくて──。


　俺がいなくなったら駄だ目めになるなんて、そんなのは噓じゃないか？　俺がいなくても、そのうち彼は一人で立ち直って、立派に生きていけたんじゃないの？


　彼はいくつも武器を持っている。容姿と才能と財産があれば、向かうところ敵ナシだ。なんの不安があるだろう。自信満々じゃないか。


「俺、帰る」


　ごちそうさま、と空になったカップを手に立ち上がる。


　途と端たんに迎は顔色を変えた。


「もう？　あと少し待っててくれたら、こっちも終わるから…」


「いいよ。俺もレポートやんなきゃ。俺がいると気が散って、バグが出ちゃうよ」


　そんなことはないと、彼は必死になる。こんな表情を見ていると、この人俺ナシじゃ駄目かなあと思えなくもないけれど。


「またね、迎さん」


「峻」


　引き寄せられ、抱だきしめられる。当然のように迫せまってきた唇くちびるを押しつけられて、仕方なくそれに応こたえた。


　またこのまま勢いでセックスに縺もつれ込むかなあと思っていたが、さすがに仕事中だからなのか、彼はキスだけで離はなれた。


「気をつけて。送っていきたいけど…」


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


　しばらくここに来るのはやめよう、と胸の中で密ひそかに思いながら口にする。


　部屋で見送ってくれた迎に軽く手を上げて、玄げん関かんに向かった。靴くつを履はきかけ、ふと思いついて足を忍しのばせ、彼の部屋に戻った。


　細く開いたドアの隙すき間まから部屋を覗くと、彼はもう真しん剣けんな顔つきでパソコンに向かっている。仕事をしている男の顔だ。


　キリリと引き締しまった横顔は眩まぶしくて、彼との距きよ離りを感じた。


　迎に自信がないなんて、考えられない。俺のほうが自信喪そう失しつしちゃいそうだ。


　少し──時間が欲しい。





　　　　■□■





　迎の機き嫌げんが悪いらしい。


　食堂の隅すみでうどんを啜すすっていたら、近くの席に座った女の子たちがそんなことを話題にしていた。


「怖こわくて、そばに近寄れない～」


「珍めずらしいよね、王子があんなに不機嫌なの。この前までは、すごーく機嫌よかったんだけどなあ。恋こい人びととうまくいってないのかな」


「だったら、それはそれでＯＫ。でも今は怖ーい」


　彼女らのお喋しやべりに、無関心を装よそおいつつ全神経を聴ちよう覚かくに集中させていた。


　彼の不機嫌の原因は、たぶん俺だ。


　自うぬ惚ぼれかもしれないけれど、きっと間ま違ちがいない。


　週の半分は彼の部屋で過ごしていたのに、しばらく行かないと決めて以来、俺はそれを実行しているのだ。行かないだけじゃなく、あえて電話もしていない。彼からの電話にも三回に一回出るか出ないかだ。


　レポートを口実にしてはいるけれど、実際、それは迎の部屋でもやろうと思えばできるだろう。最初から事情を話せば彼だって邪じや魔ましないだろうし、学部は違えど優ゆう秀しゆうな彼のことだから、手伝ってくれるかもしれない。


　でも──結局、俺はそうしなかった。


　迎はきっと過か剰じように心配するだろうなと、後ろめたいような気持ちも込こみ上げたけれど、なにかが俺にブレーキをかけている。彼に対して、才能とか状じよう況きようとかその他諸もろ々もろに嫉しつ妬としているとかじゃなく、彼といるとコンプレックスを刺し激げきされるからというのでもなく、少し時間が欲しいと思ったのは自分の気持ちを見つめ直すためだったんだと思う。


　つまり──ああいう状況下だから自分の感情を恋れん愛あい感情だと思い込んだだけで、俺は本当は迎のことをなんとも思ってないのかもしれないという疑問が、俺の中に生まれてしまったみたいなのだ。


　自信がないのは彼じゃなく、俺のほうだ。


　彼に対する自分の気持ちに自信が持てない。


　俺は本当に彼を好きなのか？


〝吊つり橋での出会い〟という話がある。吊り橋で出会った男女は、恋に落ちる確率が高いという。不安定な足元にドキドキしているのを、目の前に現れた異性へのときめきと勘かん違ちがいしてしまうのだそうだ。吊り橋以外にも、男女が二人で遭そう難なんした場合や、エレベーターに閉じ込められた場合など、シチュエーションはいろいろある。その中に、監かん禁きん状態も入らないだろうか？


　そこでまず一つ目の勘違いをして──そのあとは、済なし崩くずしに持った身体からだの関係に引き摺ずられている可能性がないとは言えない。


　迎との濃こすぎる交わりは、俺の中から思考力を奪うばっていくようだ。


　自分の身体を変えられてしまったような、そんな気がしてる。


　今までの俺たちのことを、一度ゆっくり考え直す必要がある。そのために、この離れている時間を大事にしなければならないと思うのだが──。


「……はあ…」


　深々とため息をつく。


　手にしていた資料をバサリと投げ出し、畳たたみの上にごろりと寝ね転ころがる。テレビのリモコンに手を伸のばし、スイッチを入れた。


　途端にけたたましく鳴り始めた、バラエティー番組の賑にぎやかな音声に眉まゆを顰ひそめてボリュームを下げる。


「……参ったな…」


　週末、こうして自分の部屋に一人でいることは久しぶりだった。いつもなら迎の部屋で、第二ラウンドに入ってるあたりだ──。


「俺、なに考えてんだろ」


　溜たまってるとは、思えない。もともとそういう欲求は薄うすいほうだったから、自分で処理することはあまりなかった。迎とするようになってからは、まったくなかったと言ってもいい。


　それが──たかが半月足らず。


　彼と会わないだけで、身体が疼うずく。これはただの肉欲？　それとも、気持ちを伴ともなった衝しよう動どう？


　その判断がつきかねて、俺はただ混乱するばかりだ。


　迎とのセックスは、気持ちがいい。俺のどこが弱くて、どこを責めれば陥かん落らくするか、彼は全部熟知してる。焦じらされて泣きそうになって、限界ギリギリで解放されるタイミングも、優やさしい愛あい撫ぶも暖かな掌てのひらも──もう俺だって覚えてしまった。


「……クソ、こんなことばっか考えてたんじゃ、離れてる意味がないっつーの」


　頭をバリバリと搔かき毟むしる。と、いきなりテレビの音に被かぶさるように、軽快なメロディが流れ始めた。携けい帯たいの着メロだ。携帯電話は最近になって、迎に買ってもらったもので、ほとんど彼専用に使っている。この曲も、当然彼専用の着信音だった。


　出ようかどうしようか、ちょっと迷う。


　でも、ちょうど彼のことを考えた時にタイミングよくかかってきたものだから、頭で考えるよりも先に指が動いて、回線を繫つないでしまった。


『……峻？』


「うん」


『忙いそがしい？　今週も来ないのか？』


　苛いら立だちを抑おさえ込んだ、静かな声だ。


「ごめん。レポート、まだ終わらないんだ。頑がん張ばって来週中には終わらせるよ」


　返事の代わりに、小さなため息が耳をくすぐった。その途と端たん、ズクンと身体の芯しんが竦すくむような感覚が込み上げてくる。


　ヤバイな、と思った。


　ただでさえ彼との行こう為いを思い出して、困った方向に走り出しそうだったのだ。そこへ声なんか聞いたら、止まらなくなってしまう。


『峻？』


　呼びかけられて、ふらふらと手が下着の中に潜もぐり込む。彼に気づかれないように、彼の声を聞きながらしたくなった。


「……迎さん、今なにしてんの？」


　話を長引かせようと、聞いてみる。


『今、外にいるんだ』


　言われてみれば、少し彼の周囲が騒さわがしい。もしかしたら、これから出てこないかと誘さそうつもりで電話してきたんだろうか。食事をしようとか、飲みにいこうとか？


『峻、夕飯は？』


　思ったとおり、彼はそう言った。


「ん？　んー……食べた」


　答えながら、指を動かす。思わず息が乱れそうになるのを、彼に気取られまいと堪こらえるのがまたいい感じで──。


『ちゃんと食事してるのか？　コンビニの弁当ばかりじゃないだろうな』


「……それに近いものがあるかも。でも、平気だよ。あともうちょっと…だし…」


　ため息が零こぼれそうになる。でも、我が慢まんしなければ。迎に気づかれたら、恥はずかしいしみっともない。


『峻はなにをしてるんだ？』


　ふいに聞き返されて、ドキッとした。


　この格好が彼に見えるはずもないのに、彼はすべてを見通してるんじゃないかと思えてしまう。


「え？　えー……電話してる」


　ごまかすように、ちょっと笑った。


「……レポートやってて、なんか疲つかれちゃってさ、気分転てん換かんにテレビつけたとこだったんだ。迎さんからの電話…」


『じゃあ、もう少し気分転換できるかな』


「え？」


　なんのこと、と聞こうとした時、コツコツとドアがノックされた。


「む…かえ、さん？」


『今、峻の部屋の前にいるんだ。開けてくれる？』


　その瞬しゆん間かん、ドシャーッと頭上から豪ごう雨うを浴びた気分になった。今!?　彼が今、そこにいるって!?　ってことは、すぐにドアを開けなきゃいけないってこと？


　いや、その前に下着に突つっ込んでいるこの手を出さなければ──手を洗わなきゃいけないと思うけど、時間的に無理か？　ちょっと待て、とにかく電話を切って……。


「ま、待って、今……開ける、からっ」


　オタオタしながら携帯を切って、身なりを整える。


　匂においはしないだろうか？　俺が今なにをしようとしていたか、バレたりしないよな？


　手を鼻に近づけて匂いを嗅かぐ。やはり洗わなきゃ、と玄げん関かんより先に台所でざっと手を濯ゆすいだ。──そんなこと以前に、俺の下半身は萎なえもせずに高ぶったままだ。これをどう隠かくせばいいのかと、とりあえずシャツを被せる。姿勢が前まえ屈かがみになりそうなのを、なんとかごまかさなければ。どうしようもなくなったら、途と中ちゆうでトイレに行くとか──。


　とにかく、いつまでも迎をドアの前に立たせておくわけにはいかない。


「ごめん、待たせて」


　勢いよくドアを開けると、迎はいつもの涼すずしげな顔をして立っていた。


「と、突とつ然ぜんで……俺、びっくりしちゃって……えっと…へ、部屋、汚きたなくて…っ」


「いいよ。陣じん中ちゆう見み舞まいに来ただけだから。はい、差し入れ」


　そう言って、彼は手に提さげていた袋ふくろを差し出す。デパ地下で買ってきたらしい料理のパックが、いくつも入っている。


「……あ、ありがとう。夜食に食べるよ」


「どう？　レポートははかどってる？」


　迎は言いながら、後ろ手にドアを閉める。そうしてふと身を屈かがめ、手を伸ばした。


「……はかどってるわけないか。こんなにしてたんじゃ、ね」


　その手が、ジーンズの上から膨ふくらんだその部分をすうっと撫なでた。


「あ…！」


「もしかして、一人でしてる最中だった？　それとも、僕の声を聞いてしたくなっちゃった？」


　鋭するどい指し摘てきだったが、そうだと認めるのは悔くやしくて唇くちびを嚙かみしめる。


「ああ、そんな顔しなくてもいいよ。……僕だって、いい加減限界なんだ」


　料理の入った袋が、ぼそっと玄関に落ちる。


　待って、と言う暇ひまもなく、抱だき竦められた。半月ぶりに嗅ぐ迎の匂いに、全身が歓かん喜きで震ふるえてる。頭の中が真っ白になって、もうなにも考えられない。


　夢中で彼を抱き返し、唇をねだった。


「峻」


　囁ささやいた唇が、触ふれる。


　軽く触れたそれは、じきに深く俺を貪むさぼり始めた。舌先が触れた瞬間、電気のような痺しびれがビリリと走って、眩暈めまいを感じた。


　久しぶりのキス──忘れてなかった、腕うでの力。


　巻き込まれるように部屋の中に縺もつれて、背中に畳たたみの感かん触しよくが触れるのがわかった。


「……待って、待っ……、駄だ目めだよ、迎さ…──ここ、壁かべが薄うすいから…っ」


「待てない」


　隣となりが気になるなら口を塞ふさいでいろ、なんて、無茶なことを彼は言う。確かに俺が声を出さなきゃ大だい丈じよう夫ぶなんだけど──自信がない。


　だって、俺ってばもう爆ばく発はつしそうだ。


　きっと直じかに触さわられたら、すぐにイッてしまう。


「…あ…っ」


　迎の手が、ジーンズのファスナーを下げる。迷いもせずに下着の中に潜り込んできたそれに、はち切れそうだった欲望を引き摺ずり出された。


「──やだ…」


　慌あわてて止めようと、彼の手首を摑つかむ。


「峻？」


「見ちゃ嫌いやだ」


　どうして、と囁いた唇が耳たぶを甘く嚙んだ。


「俺……みっともない…」


「綺き麗れいだよ」


　そう言われても、ハイそうですかと素す直なおに流されるのには抵てい抗こうがあった。結局俺ってば──やっぱり彼とのセックスに溺おぼれてるだけじゃん。


　あんなに悩なやんでたはずなのに、全然懲こりてない。声を聞いて、顔を見て触られただけで、もうメロメロだなんて情けなさすぎる。


「駄目っ、俺……レポート途中なのにっ」


「あのね、レポートレポートって、この時期にいったいなんのレポートだよ」


「あんたのせいだろ…！」


　ぴたりと、迎の動きが止まった。


　乱れる息をハアとついて、俺は涙なみだで滲にじむ目で彼を見上げる。


「僕のせいって？」


　ムカつくことに、彼は平然と聞いた。


「あんたが俺を監かん禁きんして大学休ませたから、こっちは留年の瀬せ戸と際ぎわなんだよ！　このレポートだって頼たのみ込んでやらせてもらうんだからな！　提出に間にあわなかったら、留年決定なの！　どうしてくれんだよっ。迎さんと違ちがって、こっちは貧びん乏ぼう学生…」


「ごめん」


　素直に謝られてしまったら、もう後が続かない。もっと文句言ってやりたいのに、なんにも言えなくなってしまう。


「ごめん、峻。……僕も手伝うよ」


　真しん剣けんな顔をして彼は言い、すぐに俺の上から退どこうとした。


「待って…」


「え？」


「……やっぱり、して。こんなんじゃレポートできない…」


　悔しいけど──完敗だ。ここまで高ぶってしまったものは、一度解放してしまわなければどうにも治まらない。


「でも、入れるのナシ」


「わかった」


　迎は頷うなずいて、行こう為いを再開する。俺は彼の手や唇や舌に惑まどわされ、散々に乱されて──〝入れるのナシ〟と言った舌の根も乾かわかぬうちに、彼に「入れて」と懇こん願がんすることになった。


　一度火がついてしまったら、もうとことんまでしちゃわないと無理だって。鎮ちん火かまでは、まだ少し時間がかかる。


　彼に貫つらぬかれ身み悶もだえながら、それでもふと考える。


　──彼に抱かれてこんなになっちゃうってことは、俺はやっぱり迎が好きなのか？　それとも、彼の身体からだが好きなのか？　ただ単に、セックスが好きなのか？


　自分のことなのに、全然わからない。








　そうして──覚かく悟ごはしていたけれど、終わってしまえば後に残るものはどうしようもないほどの自己嫌けん悪おだ。


　興奮していた時はそれどころじゃなかったのに、時間が経たって身体も気持ちも冷めてしまうと、なんでちょっとぐらい我が慢まんできなかったんだろうかと、本当に自分が嫌になる。そもそもあんな時に、迎が電話をかけてくるから悪いんだとか、都合も聞かずに押しかけてくるのが悪いとか、気づかずに差し入れだけ置いてとっとと帰ってくれりゃよかったんだとか、気がついてもつかないふりをするだけの度量もないのかとか──そんなどう考えたって逆さか恨うらみか八つ当たりだろうというような思いすら込こみ上げてくる。だいたい、勃たっちゃったあたりで、完かん璧ぺきに俺が悪い。責任は全部俺にある。あるんだけど──……ああ。


「……情けない」


　ため息混じりに呟つぶやいて、両手で顔を覆おおう。


「峻…？」


　不思議そうに、迎が俺の頭を撫でた。そのまま、横を向いて縮こまっている俺の背中に、彼の掌てのひらは移動する。


「可か哀わい相そうに。赤くなってる」


　畳に擦すれてしまったのだろう。背中だけじゃなく、肘ひじも踵かかとも肩かたもヒリヒリ痛い。


　久しぶりだった分だけ、痴ち態たいの限りを尽つくしてしまった。最初は気き遣づかっていた声も、最後のほうではもうどうでもよくなっちゃって、隣となり近きん所じよのことなんか頭の中からスッポ抜ぬけてた。


　俺って──こんなに快楽に弱い人間だったのか？


　このままじゃいけない。


　俺は、人として駄目になる。堕だ落らくしていくのを、なんとかここらへんで食い止めなければ。


「峻、ごめんよ。……忙いそがしい時なのに。僕が邪じや魔ました分、ちゃんと手伝うからね」


　迎も反省したような声を出す。


　当然だ。さっきみたいに八つ当たりの勢いで、彼一人に責任を被かぶせる気はない。だけど、流されちゃった俺も悪いが、流した彼も悪いだろう。


　だから彼の「手伝う」という申し出は、ありがたく受け取っとくことに異論があろうはずもないけれど──。


「……いいよ。俺が誘さそったようなもんだし」


　むくりと起き上がって、脱ぬぎ散らかした服を素早く身につける。


「でも、レポートは手伝ってくれなくて大丈夫」


　ありがたい申し出を、涙を呑のんで断った。


　だって、迎が目の前にいたら、やっぱり考えなくていいことばかり考えてしまう。俺ってば節操がないから、またやりたくなっちゃうかもしれないし。そんな素そ振ぶりをちらりとでも見せたら、彼はもちろんしてくれるだろう。そうなったら、レポートなんか絶対できない。


　そりゃあ、彼がいなくても彼のことは考えるだろうし、自分の気持ちについてもあれこれと分ぶん析せきしようとするかもしれない。だけど、その頻ひん度どは実際に彼が目の前にいるのといないのとじゃ、比べ物にもならないと思うのだ。


　だから、今日のところは彼に帰ってもらったほうがいい。


　そんな俺の内心の葛かつ藤とうを知るはずもない迎は、あたりまえだが訝いぶかしげな表情を浮うかべた。


「……大丈夫って…。大変なんだろう？　第一、こんなレポートをやらなきゃならなくなったのも、僕が原因なんだから…」


「あー、さっきはごめん。ちょっと口が滑すべったけど、迎さんだけが悪いっていうんじゃないし。それに、迎さん、学部違うしさ。浅沼さんが手伝ってくれてるから、なんとかなると思うよ。だから、気持ちだけありがとう。終わったら連れん絡らくするから」


　俺から連絡するからそれまではほっといてくれ、という意味を言外に含ふくめる。迎は、ちゃんとそれを悟さとったようだった。


　いつもの柔にゆう和わな表情が失うせて、眉み間けんにうっすら皺しわが寄る。


「……浅沼って誰だれ？」


「え？」


　唐とう突とつに聞かれるのに、首を傾かしげる。


「……久瀬教授の助手だよ。今、大学院生で…哲てつ学がく科の…」


「浅沼って、浅沼晃司？」


　そう、と頷いた。


「迎さんも知ってんだ？　けっこう有名なんだな。まー、すげーモテるみたいだしさ、そのへんでは迎さんといい勝負かも」


　冗じよう談だん混じりに口にしたものの、彼はニコリともしない。ますます不ふ機き嫌げんそうな顔をして、むっつりと黙だまり込んでしまう。


「迎さん？」


「……浅沼と親しいのか？」


「親しいって──……資料整理手伝うようになって、いろいろ親切にしてもらってるんだよ。そんな親しいとかいうような…」


　──また誤解してるな、とピンときた。嫉しつ妬と深いというか、考えすぎというか。


「言っとくけど、浅沼さんは…」


　男に興味はないよ、と言いかけて、彼が「バイだ」と言ったのを思い出した。老ろう若にやく男なん女によすべてが恋れん愛あい対象だと言って退のけていたくらいだから、俺も一応その中に入るのか？


　だがそんなことを、この状じよう況きようで口にするわけにはいかない。よけい拗こじれてしまう。


「浅沼さんは、俺なんかにまったく興味ないよ」


「彼がそう言ったのか？」


　鋭するどく切り返されて、「言ってないけど…」と口くち籠ごもる。


「で、でもさ、俺のこと、そこまで想おもってくれるのって迎さんぐらいだよ。迎さんが物好きなんだよ」


「峻は、自分の魅み力りよくに無む頓とん着ちやくすぎる」


「魅力って…」


　なんか力が抜けてきた。


「だからさァ、そういうのが迎さんの買い被りっていうか…」


「もういい。……レポートの邪魔をしないように帰るよ」


　むっつりしたまま彼は立ち上がり、振ふり向きもせずに出ていってしまう。俺はその背中を呆ぼう然ぜんと見送った。


「……噓うそ…」


　──怒おこって、帰ってしまった？


　いつも帰り際ぎわにはキスするくせに、キスどころか顔を見もしなかった。


「なんだよ、もうっ」


　早く帰ってほしいという気持ちは確かにあったんだけど、こうもあっさり帰られてしまうと無性に腹が立ってくるのはなぜだろう？


「…ったく、なんであれくらいのことで怒るかなあっ？」


　閉じられたドアを睨にらんで、口にする。ふと、玄げん関かんにほったらかしになっていた、食料の袋ふくろが目に入った。


　すっかり忘れてしまっていたけれど、冷蔵庫に入れとかなきゃいけないものとかあったんじゃないのか？


　のろのろと玄関に向かい、拾い上げる。


　彼を受け入れた部分が、痺しびれたようにまだ熱い。身体の関節や畳たたみで擦れたあちこちも、鈍にぶい痛みを訴うつたえてくる。


　こんな状態で、本当に今夜レポートがはかどるのか？


「……しょうがないなー、ホントに」


　さらに大きくなった自己嫌悪の嵐あらしに、ため息を落としながら料理のパックを開けてみる。シーフードのサラダや、帆ほ立たてのグラタン、生ハムのマリネなどいくつもの料理が入っていた。


「見ろよ、全部冷蔵庫に入れとかなきゃいけないもんばっかじゃん…」


　ブツブツ文句を言いながら、小さな冷蔵庫のドアを開ける。彼の家の巨きよ大だいなファイブドア冷蔵庫じゃあるまいし、冷れい凍とう庫もないウチの冷蔵庫には入りきらないんじゃないかと思うほどの量だ。


「あ、蓮れん根こん饅まん頭じゆう…」


　取り出したパックにふと目を止めて、思わず笑えみが込こみ上げる。


　前に初めて食べた時、その美お味いしさに大おお騒さわぎしたのを、彼はちゃんと覚えていたのだろう。これだけでなく、持ってきてくれた料理はどれも、俺が美う味まいと褒ほめた好物ばかりだ。


「迎さんって、貢みつぐタイプだよなァ…」


　ほんのちょっと、申しわけないような気持ちが湧わいてくる。


　こんなふうに甘やかされてしまうから──俺は、この居い心ごこ地ちのいい場所を離はなれたくないと思っているのかもしれない。ただそれだけかもしれないのに、彼は──本当に俺を好き？


　俺なんかのいったいどこが──……。







「どう？　もうまとめに入った？」


　項こう目もくごとに見出しをつけて資料をファイリングしていた俺に、浅沼が声を潜ひそめて聞いてくる。


　今日は久瀬教授が隣となりの部屋にいるので、あまりおおっぴらに話せないのだ。ましてや、浅沼にレポートを手伝ってもらっているなんてことがバレたら大ゴトだ。


「おかげさまで」


「あと三日だっけ？　目め処どがついてないようなら、このあと手伝いにいこうか」


「ホントに？」


　思わず、目を輝かがやかせる。


　三つ分のレポートは、彼がほとんど下調べをして資料を揃そろえてくれた。大体のレジメも用意してくれるという親切ぶりで、俺はそれらをただ機械的にまとめるだけでよかった。それなのに、なにをモタモタしているのかと呆あきれられてもしょうがないような体ていたらくだ。


「いや、でもこれ以上浅沼さんの手を煩わずらわせたんじゃバチあたりそうだし」


「いいよ。今、けっこう暇ひまだから」


「じゃあ、一応二つは仕上がってるんで、推すい敲こうしてもらえますか？」


　そんなもんでいいの？　と彼は笑った。


「充じゆう分ぶんです。宜よろしくお願いします」


　深々と頭を下げて、夜アパートに来てもらうことを約束した。


　──迎とは、結局あれきり会っていない。


　目の前にいたんじゃレポートができない、などとしょったことを言ったものの、いなくてもなかなか身が入らないというのはどういうことだろう。


「終わったら俺から連れん絡らくするから、それまではほっといて」という俺の言葉どおりに、迎からの連絡はまったくない。それがかえって気にかかるなんて、俺ってスゲー我わが儘ままじゃない？


　それにしても、こんな時に限って、迎の噂うわさ一つ耳に入らない。


　学部は違ちがっても、彼の動向はわりと耳に入ってきていたのに、いったいどういうことだろう。彼は今どうしているのか。また前のように部屋に引き籠って、せっかく集め直したコレクションの数々を破は壊かいしたりはしていないか？


　俺から訪ねてみたいけれど、あと三日だ──たった三日が耐たえられないようで、どうする。


　そんなふうに自分自身を叱しつ咤たして、とにかくレポートさえ上がればこっちのものだと考える。提出したら、一番に迎に電話をしよう。いや、マンションの部屋を訪ねよう。


　迷いが吹ふっ切れたわけでも、気持ちがハッキリしたわけでもないけれど、とにかく──今はそうしたい……ような気がする。








　黙だまってレポートに目を通していた浅沼は、しばらくしてから顔を上げ「まあいいんじゃないの？」と呟つぶやいた。


「……そうですか？」


「うん。……んー……突つっ込みたいところもあるけど、これだけできていれば〝可〟だと思う。俺がここで手直しすると、久瀬教授がピンときて、反対に怒られるかもしれないし」


　この程度なら合格圏けん内ない、という言葉に、ホッとするべきなのか、あれほど手伝ってもらいながらその程度しかできなかったことを恥はじるべきなのか。


「すみません」


　思わず、謝ってしまった。


　俺がなにを謝っているのか、彼はすぐにわかったらしい。


「ちょっとまとめ方が荒あらっぽいように思える。倉持くんらしくない感じだね。昨年の後期試験で出してたレポート、読ませてもらったんだ。遠野物語について書いてただろう。見解がなかなかユニークで、面おも白しろかったと思うけど…」


「……すみません」


　そこまで言われたんじゃ、あとはもうひたすら謝るしかない。完全に力不足というか、集中力不足というか、やる気がないというか──駄だ目めじゃん。せっかく、留年回かい避ひのチャンスを与あたえられているというのに、こんなことじゃ。


「プライベートが影えい響きようしてるのかな。……彼氏とうまくいってない？」


　さらりと聞かれる。


「うまく…ってゆーか…。最近会ってないけど、それは関係ないと思う…」


「本当に？」


　念押しされると、答えに詰つまる。


「……ちょっと…関係ある…かも…？」


　この人になら話してもいいかな、大だい丈じよう夫ぶだよな、と逡しゆん巡じゆんしながら言葉を継ついだ。


　たぶん浅沼ならば、真しん剣けんに話を聞いてくれるだろう。アドバイスしてくれるかどうかはべつとしても、少なくともこんな俺を軽けい蔑べつしたりしない。


「──俺、わかんなくなっちゃって」


「わかんない？　なにが？」


「この前、浅沼さん、ハッキリ〝好きだ〟って言ってやればいいって言ったでしょ。俺……そういえばあんまり言ったことなかったなーって思って…」


　言ってあげた？　と彼が聞くのに、ゆっくりかぶりを振ふる。


「俺──ホントに好きなのかなって。なんか……身体からだに気持ちが引き摺ずられてるっていうか、今まで考えたこともなくて、向こうは俺のこと好きだって、必要だって言ってくれるんだけど……じゃあ、俺はどうなのかなって考えたらよくわかんないってゆーか…。もともと始まり方も変だったし、きっちり自分の気持ちに向きあう暇もなく流されちゃって。……あ、俺、傲ごう慢まんなこと言ってます？」


　ダラダラと愚ぐにもつかないことを垂れ流していることに気づいて、ハッと口を押さえる。


「いや、わかる…と思うよ。つまり、相手を想おもう気持ちに関しては、倉持くん自身よりも彼のほうが強くて、引き摺られてるように思えるんだろう？　それで、彼はたぶんテクニシャンで、セックス自体は気持ちがいい、と」


　ストレートな物言いに、いたたまれない気がした。──言ってることはそのとおりなんだけど、なんか身も蓋ふたもない感じだ。


「言いたくなければ言わなくてもいいけど、変な始まり方って？」


　当然聞かれるだろうと、ちょっと覚かく悟ごしていた。ここまで話して「それは内ない緒しよ」と言うのも勿もつ体たいつけてるみたいでいやらしいかな、と思いきって口にする。


「一時期、ある人にストーカーみたいにつけ狙ねらわれてたことがあったんです。で、それを知った彼が、俺を匿かくまってくれるって言って助けてくれて……実際には、そのストーカーの一件も彼が誇こ張ちようして俺に伝えてて、なんか……監かん禁きんされてたって感じで…」


　かいつまんで説明する。迎の名前はもちろん言えないし、小椋のことに触ふれるのもよくない気がして、あれこれと伏ふせるものだからかえってわかりにくいかもしれない。


「……あー、それで講義サボッてたわけか。うんうん、わかった。その監禁状態で、精神的にモロくなってるとこを突かれて、関係を持っちゃったってとこ？」


　ハッキリ指し摘てきされると、なんとも情けない。女の子ならまだしも、俺は男だぞ？


「彼は最初からそのつもりで、君を監禁したんだな。倉持くんは、蜘く蛛もの巣にかかった可か哀わい相そうな蝶ちよう々ちようだったんだ？」


　──そう…なのか？


　事実なんだろうけど、一いつ瞬しゆん、頷うなずくのを躊躇ためらった。


　俺、可哀相？


「でも、一応監禁は終しゆう了りようしたんだろう？　どうしてそのまま逃にげなかったんだ？　そういうことなら、訴うつたえることだってできると思うよ。まあ、男の場合は強ごう姦かん罪ざいは成立しないけど。未成年略取とか、傷害罪とか…」


「……む、無理やりっていうんでもなかったし…っ」


　慌あわてて、口を挾はさむ。


「それに、いったん逃げたんだけど……戻もどったのは、俺の意思で…」


「そこから、恋こい人びと関係になったわけか。……でも、倉持くんは今も迷ってる。彼を本当に好きなのか、この関係は本当に恋れん愛あいとして成り立っているのか。君の迷いは、たぶん彼にもそれとなく伝わっていて、彼もまた不安になっている。だから束そく縛ばくしたがるし、その独どく占せん欲よくが君には鬱うつ陶とうしい」


「……え…」


　簡潔にまとめられて、なんか微び妙みように違う気がしてきた。冷静な第三者の目からみれば、そうなのかな。俺は当事者だから、いろんな感情が入り交じって混乱しているだけ？


「一度離はなれて、落ち着いて考えてみるのもいいかもしれないな」


　同情したような声こわ音ねに、おずおずと浅沼の表情を窺うかがった。


　彼はニコリともせずに、俺を見ている。その目には、軽蔑や嘲あざけりの色は微み塵じんもなかった。


「……そう、ですよね、やっぱ…」


　距きよ離りを置くことが必要なのは、自分でもわかってる。だから、離れてみた。このレポートを口実に、迎とはほとんど会っていない。連絡も取っていない。


　会ったのはあの一度だけで──結局、寝ねてしまったんだけど。


　だからって、冷静に考えられるかっていうと、そんなことはまったくないのだ。俺はさらに混乱し、勉強も手につかない状じよう況きようで──もう最悪だ。


「このレポート、久瀬教授がＯＫくれたら、お祝いしようか。たまには気晴らしも必要だよ？」


　浅沼の言葉に、「そうですね」と半分上の空で答える。


　なにかをどこかに置き忘れてきている気がするのは、ただの気のせいなのか？　それがなんなのかも、どこになのかもわからないのだから、単なる錯さつ覚かく？


　俺は、いったいどうしちゃったんだろう？





　　　　■□■





　その噂うわさが、ふいに俺の耳に飛び込んできたのは、久瀬教授にレポートを提出して迎に連れん絡らくしてみようかと携けい帯たい電話を取り出した瞬間だった。


　まさに、バッドタイミングだ。


「ねー、見た？　悔くやしいけど、超ちようお似合い～」


「見たよ～、だって目立つもん。見たくなくても、視界に割り込んできちゃうって」


「迎さんの彼女って、鍋なべ島しまさんだったんだ？　前からつきあってた超美人っていうのが、あの人なら納なつ得とくかも…」


　廊ろう下かで聞こえてきたそんなお喋しやべりに、条件反射のように足を止め振り返る。が、そこにはもう誰だれもいなくて、思わず慌てて女子たちのあとを追いかけた。


「……いない…」


　今のはなんだったんだ？　と自問する。


〝迎の彼女〟と言った。鍋島という女性は、迎に負けず劣おとらずの有名人だ。昨年の学園祭で、ミスキャンパスに選ばれていた。


　高たか嶺ねの花という印象が強い彼女は、最近では女性ファッション誌の読者モデルもやり始めたという噂だった。


　そんな彼女と──迎が？　つきあい始めた？……まさか。


「あ、倉持くん？　よかった、ここで会えるなんて。これから食堂にでも探しに行こうかと思ってたんだよ」


　横から、ぐっと肩かたを摑つかまれる。


　浅沼だった。


「……なにかあった？　顔色悪いよ。レポート駄だ目めだった？」


　眉まゆを顰ひそめられるのに、違ちがう、と首を横に振る。


　レポートの結果はまた後日、と言われたけれど、久瀬教授の反応は悪くなかった。今日は機き嫌げんもよかったと思う。──そうじゃなくて、そんなことじゃなくて。


「倉持くん!?」


　驚おどろいたように、浅沼が声を上げる。


　立っていられなくなって、俺はその場にしゃがみ込んでいた。膝ひざから力が抜ぬけて、耳鳴りがする。


　一瞬で視界も狭せばまり、息が苦しかった。


　──これって、なに？


　迎が鍋島とつきあってると聞かされて、動どう揺ようしてる？　そんなバカな。その程度のことで、なんで俺がこんなにショックを受けなければならない？


　だって、半月以上も放っておいたのだ。迎はモテる。周囲が黙だまっているわけがない。彼も、貢みつぎ甲が斐いのない俺なんかより、綺き麗れいな女性のほうがいいに決まってる。


「……う～～～…」


「は、吐はきそう？　ちょっと待って、とりあえず外に出よう。あ、あそこのベンチ空いてる！　歩ける？　俺につかまって……、おんぶしようか？」


　そばで、浅沼がオタオタと狼狽うろたえてる。


　そのようすにぼんやり目を向けて、胸むな苦ぐるしさに眉を寄せた。──本当に俺ってば、どうなってるんだ、いったい。我ながら理解不能だぞ、これは。


　浅沼の手を借りて、なんとか外に出てベンチに座る。彼はすぐに水で濡ぬらしたミニタオルと、スポーツドリンクの缶かんを持ってきてくれた。


「飲める？　気分悪いの、治まらない？　医務室行こうか？」


「……平気…」


　正直言うと、あんまり平気な感じじゃなかったが、そばで心配そうにしている浅沼が気の毒で、とりあえずそう口にした。


「無理しなくていいよ。横になる？　膝ひざ枕まくらするから」


　俺の返事を待たずに、彼は強ごう引いんに俺を横たわらせる。膝枕なんてこんな公共の場で恥はずかしいじゃないかと思ったのだが、具合が悪いからなのか逆らう気になれない。


「寝ね不ぶ足そくだろう。昨日徹てつ夜やでレポート仕上げた？」


　──そういえば、そうだった。


「やっぱりな。しかも、今朝食べてないだろう？　今朝だけじゃなく、ここんところまともに食事してなかったんじゃないか？　睡すい眠みん不足は昨日だけじゃないだろうし」


　それも、アタリだ。


　なんだ──気分が悪くなったのは、迎のせいじゃないのか。疲つかれがピークに達していた時に、いきなり駆かけ出したから貧血を起こしただけなんだろう。


　俺ってばバカじゃん、と苦く笑しようする。


「……倉持くん」


　ふと、浅沼が穏おだやかな声で、俺を呼ぶ。


「寝不足なのは、レポートのせいだけじゃないよな？　また、彼のことを考えてた？　離れてみても、冷静になれない？」


　どう返事をすればいいのかわからなくて、俺は黙っていた。


「彼と別れて、俺とつきあわない？」


　続けられた台詞せりふの唐とう突とつさに、ギョッとして目を開ける。そして、ますます仰ぎよう天てんする。触ふれそうな位置に、浅沼の顔があった。


「あ……浅沼、さん？　今、あの…なんて…」


「俺とつきあわないかって、言ったんだ」


　くりかえされたのでは、聞き間違いではすまされないし、聞こえなかったふりもできない。これって──マズイ展開じゃないか？


　いったいなんだって、こんなことに……。


「え…っと、俺──あー……ひ、膝、すみません。気分よくなったんで…もう…」


　内心の焦あせりを押し隠かくしつつ起き上がろうとしたら、プッと小さく噴ふき出された。


「露ろ骨こつに嫌いやがるなァ」


「そんなつもりは…！」


　いいよいいよと、彼は笑う。


「でも、今言ったことは本気だからさ。……好きなんだ。俺とつきあってほしい」


　キッパリ言いきって、まっすぐに見つめられる。心の奥底まで覗のぞき込まれているような錯覚に、俺はしどろもどろになってしまう。


「で、でも、俺…っ」


「今つきあってる彼のこと、好きかどうかわからないんだろう？　俺のことは？　嫌きらい？　こんなこと言われて、虫むし酸ずが走る？」


　──そういう聞き方は、困る。


　好きか嫌いかと言われれば、嫌いじゃない。信用してるし、頼たよりにもしてる。いろいろ助けてもらったし、優やさしいし、彼のそばは安心できる。……もしかして、俺には浅沼みたいな男のほうがあってる…？　いや、だから、なんでまた男？


「ちょっとでも嫌いじゃなかったら、チャンスをくれないか？　最初は普ふ通つうの友人関係でいい。ただ、考えてほしい。できれば俺を好きになってほしい」


「どうして…」


「さあ、どうしてだろう。でも、君を見てるとほっとけなくて…。なんでもしてあげたくなる。なんでも……だからって、君を閉じ込めたり、束そく縛ばくしたりはしないよ」


　真しん剣けんな言葉だけに、返事に困る。間違っても笑い飛ばすなんてできないし、さらりと受け流すのも無理だ。俺も真剣に考えて、ちゃんと答えなければいけない。


　でも、なんて？　どう言えばいい？


　彼の言うように迎と別れて、友人関係から始めてみる？　それで？　本当に彼を好きになれるのか？　もし、なれなかったら？


　そりゃ──迎には、新しい恋こい人びとができたみたいだし、今なら別れるのは簡単かもしれないけれど。


「もちろん、君の気持ちが追いつくまで、なにもしない。そうすれば、身体からだに気持ちが引き摺ずられてるのかも、なんて思うこともないだろうし」


　穏やかな口調で続けられ、自分がどんどん追い込まれていくのを感じた。これではもう、友人関係から始めるしか、選せん択たく肢しはないような──。


「……浅沼さん、待って。俺……浅沼さん、いい人だと思うし、信用できるし、だからいろいろプライベートなことまで相談しちゃってたんだけど…」


　なにが困るかって、断る明確な理由がないってとこなんだ。現在男とつきあってる身としては、同性には興味がないなんてことも言えないし。


「あのさ、……俺がつきあってる人、もしかしたら俺以外に恋人ができたかもしれない」


「えっ」


　唐突に口にした俺に、浅沼は目を丸くする。


「それじゃ…」


「うん。たぶん、もう俺にはそんなに執しゆう着ちやくしてないと思う。でも、俺もさっき知ったばっかりで、まだ確かく認にんしてないんだけど…」


　よかったじゃないか、と彼は言った。──……よかったのか？


「でもね、だからってすぐに浅沼さんとつきあうとか、そういうのよくないような気がするんだ。軽いっていうか、右から左って感じで」


「どうして？　君の彼は、君とつきあいながらべつの人とつきあってるんだろう？　二ふた股またかけられてるってことだよな？　そんな彼に見切りをつけて、俺とつきあうののどこが軽い？」


「う、う～～～……」


　浅沼の言ってることのほうが、筋はあってるような気がしないこともない。俺のは、いかにも苦し紛まぎれの言いわけって感じ。だけど、そういう気分なんだから、どうしようもないじゃん。


　迎が俺以外の人間を好きになったからって、ここで俺が浅沼とつきあうのはあてつけがましいっていうか──もう迎はそんなこと気にしないだろうけど…。


　そこまで考えたら、胸の奥から熱い塊かたまりが込み上げてきた。


　なんだろう？


　俺、変だ。なんか、泣きそう。


「……倉持くん」


「ちょっと考えさせてください。俺、今、混乱しちゃってて…」


　それだけ言うのがやっとだった。言葉の途と中ちゆうで立ち上がり、後ろも見ずに駆け出す。


　どうしてこんなに混乱してるのか、自分でもわからない。


　信しん頼らいしていた浅沼にいきなり告られて、戸と惑まどうのは当然だけど、それはたいしたことじゃないように思える──というのは、浅沼に対して失礼か。


　でも、今俺をこんなに取り乱させているのは、迎と鍋島のことだ。半月以上もほっといた俺に、それを責める権利はないだろうか。彼を好きなのかどうか迷っている俺に、迎を詰なじる権利はないだろうか。


　笑って「よかったな」とでも言えというのか。──チクショウ。


　急ぎ足でバス通りに出ようとした時、神様はもう一つ意地悪な偶ぐう然ぜんを寄よ越こした。それはまるで、〝ちゃんと祝福してあげなさい〟とでも言うように。


　門のところでバッタリと、迎に鉢はち合あわせしたのだ。そして、まさに噂うわさどおり、彼の隣となりには鍋島美み涼すずがいる。


「…っ」


　咄とつ嗟さに俺は、二人から顔を背そむけてしまった。


　子供っぽい態度だとわかっていながらも、直視していられなかったのだ。


「峻」


　躊躇ためらいがちに、迎が俺を呼んだ。声が少し揺ゆれている──ように聞こえる。


「迎くん、倉持くんと知りあい？」


　澄すんだ声が、割り込んだ。


　驚おどろいて振ふり向くと、鍋島が綺き麗れいな笑えみを浮かべて俺を見ている。


　彼女と真面まともに顔をあわせるのは、今日が初めてだ。これまで合コンで一いつ緒しよだったこともないし、もちろん話したことだってない。それなのに、どうして〝倉持くん〟などと親しげに名前を呼ばれるんだ？　だいたい、彼女は俺を知ってるのか？


　キョトンとしている俺のそばに、彼女はつかつかと近寄ってきた。


「どうしたの？　汗あせびっしょり。顔色、悪いんじゃない？　具合、悪いの？」


　手にしていた小さなバッグからハンカチを出し、ふいに彼女は俺の額の汗を拭ふこうとした。思いがけないフレンドリーな態度に、こっちのほうがビビッてしまい、咄嗟に後あと退ずさる。


「峻、どうしたんだ？」


　少し遅おくれて、迎が言った。そして、彼女と同じようにこちらに手を伸のばして──。その手が触ふれるか触れないかの位置に迫せまった時、俺は身を翻ひるがえしていた。


「峻っ!?」


　彼の声が背中にぶつけられたが、気にせずに走った。あたりまえだが、彼女連れの迎が、俺を追いかけてくるはずもない。と、思ったのだが。








「……なんで？」


　呆ぼう然ぜんと、呟つぶやく。


　やっとの思いで帰りついたアパートの部屋の前に、迎がいる。


　さっき鍋島と一緒にいた迎は別人か？　それとも、こっちが幻げん覚かくか？


「なんで、じゃないだろう。どうして、逃にげるんだ？　レポートは、無事に終わったのか？　連れん絡らくを待たずに来ちゃいけなかったか？」


　怒おこったような口調だった。


　どうして迎が怒るんだ、とちょっと腹が立つ。だいたい、アパートに先回りしてるなんてずるい。どうせ俺がバスを待っている間に、タクシーを飛ばしたんだろうけど、金持ちはこれだから困るんだ。


「峻」


　まだ待ってなきゃ駄だ目めなのか、と彼が声を荒あららげた。


「……待ってなかったじゃん」


　我ながら、恨うらみがましい言い方だ、と嫌いやになる。今さら、俺はなにを言うつもりだ？


「え？」


　俺にもわからないのに、迎にわかるわけがない。首を傾かしげて、不思議そうに俺を見ている。


「もう俺のことなんか待ってらんなくなったから、鍋島さんとつきあうことにしたんだろう？　お似合いだって、みんな言ってたよ。俺もそう思った。鍋島さん、綺麗だし、すげー似合ってた。美男美女だもんな。……よかったじゃん。あの人、性格もよさそうな感じ。初対面の俺なんかのこと、心配してくれちゃってさ…」


「峻、なにを言ってるんだ」


「きっと、迎さんのことも大事にしてくれるだろうな。俺と不毛な関係続けてるより、ずっと建設的だよ。あの人なら、どこに出しても恥はずかしくない恋こい人びとだしさァ。まさか、男の俺を〝恋人だ〟とは公言できないだろうし、俺もそんなことされたら困るし」


「峻、こっち向いて」


　顔を背けて捲まくし立てている俺に、彼は静かに告げた。


　それを無視して、ドアの鍵かぎを開けて飛び込む。彼を閉め出そうと思ったのに、まるでドラマの一場面のように、磨みがかれた靴くつ先がドアの隙すき間まに割り込んだ。


「……あ…」


　ハッと見上げた視界がぼやけている。


「峻…」


　バカだなあと呟いて、彼は強ごう引いんに中に入ってきた。後ろ手にドアを閉め、その一秒後には俺は彼に抱だき竦すくめられていた。


「…迎さん？」


「鍋島さんは、関係ない。僕が愛してるのは君だけなんだから、そんなふうにベソかいて強がった台詞せりふを捲し立てるのはやめてくれ」


「……べつに、強がってなんか…」


　離はなせよ、ともがいて、彼の腕うでを逃のがれる。


「誰だれが噂していたのか知らないが、本当に彼女とはなんでもないよ。彼女の父親が、ガレのコレクターだというから、今度見せてもらう約束をしていただけだ。前にネットショップの話をしただろう？　いい仕入れルートがあるという話を聞いて、詳くわしく教えてもらおうと思ってるんだよ。それだけだ。……もっとも、それで君が妬やいてくれたんだとしたら、僕にとっては嬉うれしい誤算だけど」


　臆おく面めんもなく、彼は言った。


　俺が──妬いて？


「冗じよう談だんじゃねーよ。だから、べつに妬いてるわけじゃねーって。あんたに新しい恋人ができたんなら、すんなり別れられるだろうなってホッとしてたよ」


　カッとして喚わめくと、迎の眉み間けんにスウッと皺しわが寄った。


「……別れる？　どういう意味だ？」


「言葉どおりだよ。俺……あんたのこと、好きかどうかわかんねー。あんな監かん禁きん状態の不安定な時だったから、そばにいた迎さんに縋すがっただけで、ああいう状じよう況きようじゃなかったらそうはならなかったと思う。そのあとは、セックスでうやむやになっちゃった感じだし、よくわかんねーまま流されてんだよ」


　胸に溜たまっていた澱おりのようなものを吐はき出す勢いで、口にする。


「もう、やめたいんだ。こんなつきあい」


「どうしてそんなことを言うんだ？」


　信じられないと言いたげに、彼は聞いた。


「どうしてって……俺がいなくなった時、迎さんは引き籠こもってコレクションしてた物とか破は壊かいしてたし、ほっとけなかった。でも、もうやめるんだ。だって、ホントに俺、わかんねーし。迎さんのこと好きなのかどうか……好きでもないのに、ああいうことするのだって…」


「好きかどうかわからない僕が、鍋島さんとつきあっているかもしれないと思って、顔色を変えたくせに？」


　違ちがう、と否定する。


「徹てつ夜やでレポート仕上げたんだよ。疲つかれてんだよ。あんたのせいで貧血起こしたわけじゃない」


「じゃあ、離れていたこの間、君は僕のことを考えなかったのか？　僕に会いたいと、一度も思わなかった？」


　──思った。何度も。


　迎のことばかり考えていたから、レポートが進まなかった。だが、それがなんだと言うのだ。


「思っただろう？　僕に会いたかっただろう？」


　執しつ拗ように、彼は問い詰つめる。


「……うるせーな、どうでもいいだろ、そんなこと…っ」


「どうでもよくない」


「考えたら、どうだっていうんだ！　会いたいと思ったって、俺は会いにいかなかった！　いかなくても平気だった。その程度だよ。それが…」


　もう一度、彼の腕に捕つかまえられた。深々と抱き込まれ、息が詰まる。


「離…せ、よっ」


「……君は、僕を好きじゃないのか」


　問い質ただすというよりは、落らく胆たんしたような呟きだった。その声を聞いた瞬しゆん間かん、なぜか胸が痛む。


「だって……俺は、女じゃない」


「ずっと、我が慢まんして僕に抱かれてた？」


　その質問には、答えられない。


　我慢──してたか？


　そうじゃない。彼とのセックスは気持ちよくて、嫌じゃなかったから──だから駄目なんだ。気持ちが置いてけぼりになって、身体からだだけが先走る。


「……わかった。ごめん、峻」


　俺が答えないのを肯こう定ていだと思ったのか、唐とう突とつに彼は俺を突つき放した。


　顔を伏ふせ、彼はくるりと向きを変える。そうして、そのまま部屋を出ていこうとした。


「…迎、さん？」


「さよなら」


　さらりと告げられて、耳を疑う。


　──さよなら？　なにそれ。


「今までありがとう。峻といる間、本当に楽しかった。君のことが、好きで好きでたまらなかった。だけど、君が──僕を嫌きらいで、一いつ緒しよにいるのも嫌で、ずっと我慢してたなんて気づかなかった。知ってしまった以上、もう君を縛しばりつけておくわけにはいかない」


　スッキリと無む駄だな肉のない背中を向けたまま、彼は淡たん々たんと続ける。


　──だから、なんなんだよ、それは。なに言ってんだよ、この人……。これって、別れの台詞？


「ごめんね」


　小さくつけ加えて、迎はドアのノブに手をかける。俺は咄とつ嗟さに、その手に飛びついていた。考えるより先に、身体が動いた。


　彼は驚おどろいたように、俺を見ている。


　俺だって、驚いている。彼を引き止めて、どうしようというのか。


「峻…」


　離してくれないか、と彼は言った。


「バ…、バッカじゃねーのっ。格好つけちゃって、なに言ってんだよ。今言ったこと、前から用意してあったんだろ。でなきゃ、あんなにスラスラ言えるかよ。俺にそうやってサヨナラするつもりで……最初から、そのつもりで、お、俺のせいにしてさ。その足で、鍋島さんのところに行くんだろ。ガレとかなんとか、あんなのは口実で、迎さんは…」


「……だから、どうしてそういうことを、そんな可か愛わいい顔で泣きながら言うんだ、君は」


「泣いてない…」


　──噓うそだった。よくわからないけれど、涙なみだが溢あふれてる。


　堪こらえても堪えても、涙るい腺せんがバカになったみたいに洩もれてくるのだ。これは俺のせいじゃない。


「怒おこって、拗すねているんだ、君は。そうじゃないの？　違うって言うんなら、僕にわかるように説明してくれる？」


「俺……ゲイでもバイでもなかったのにっ」


　うん、と彼は頷うなずいた。


「なんで、迎さんと寝ねてるんだろう」


「それは、僕が君を監禁して、無理やり犯おかしたから」


　違うだろう、とかぶりを振ふる。


　無理やり犯されたことなんかない──いや、一度あるけど、結局俺は受け入れていた。


「なんで、甘やかすんだよ。美う味まい飯で餌えづけしたり……あんたがそんなんだから、俺、どんどん駄だ目め人間になる…」


「峻は、駄目人間なんかじゃないよ」


「会わなかった間、ずっと考えてた。俺、身勝手で我わが儘ままで、迎さんに対してエラソーかもしれない…」


　彼はクス、と小さく笑った。


「それはしょうがないな。惚ほれたほうが負けだからね。僕のほうが分が悪い」


「……噓つくなよ」


「ええ？　なにが噓？」


　迎の腕うでに、頭を擦こすりつける。ぽつぽつと、顎あごを伝った滴しずくが床ゆかに落ちた。


「会いにいくつもりだったんだ。レポートが終わったら。一番に、迎さんに連れん絡らくしようって……でも、遅おそかったじゃん。俺がハッキリしないうちに、迎さん、鍋島さんとつきあってた」


「峻、だからそれは違うって、さっきから…」


「俺、迎さんのこと不安にばかりさせてたからさ。独どく占せん欲よく強いのとか、束そく縛ばくしたがんのって、ちゃんと愛されてる自信がないからだろ？　だって、俺、迷ってたしさ。ホントに好きかどうかなんて、わかんねーよ。わかんねーけど……鍋島さんと、一緒のとこ見た時、頭がガーンとして……」


　腕にくっつけている頭を、彼が撫なでてくれる。迷まい子ごの子犬にするみたいに、優やさしい手つきだ。


「鍋島さん、綺き麗れいだし、優しいし、ちゃんと……女の人だし。俺のいる場所、ないじゃん」


「彼女が峻に優しかったのはね、峻のファンだからだよ」


　わかる？　と聞かれて、首を横に振った。


　俺のファン？　どういう冗じよう談だんだ？　鍋島のほうが、半分芸能人みたいなものなのに？


「……君は本当にわかってないんだなあ。前にも言ったけど、君は自分の魅み力りよくに無む頓とん着ちやくすぎる。小椋が発表した君の写真は、全国にバラ蒔まかれたんだよ。写真誌なんてマニアックなものだけれど、同じ大学にいる人間が賞を取れば、それなりに話題になる。ましてや、同じ芸術学部内でのことだ。カメラマンは有名になるけれど、被ひ写しや体たいだって有名になる。僕もそれで君を知ったんだから」


　彼の手が俺の頰ほおにかかり、幾いく分ぶん強ごう引いんに顔を上げさせられた。そうして彼は、額に軽く唇くちびるを押し当てる。


「君を綺麗だと思い、心を奪うばわれたのは俺一人じゃないってことだよ」


　それは写真が見せる魔ま法ほうみたいなもんじゃないの？　俺自身の魅力というよりは、小椋の写真の腕だと思う。みんな、騙だまされてるってこと？


　でも──もうそれはどうでもいいや、と思う。


　そんなことよりも、もっと重大なことに気づいたからだ。


「……迎さん、俺、迎さんのこと好きなんだと思う」


　ふいに迎は、ぎゅうっと俺を抱だきしめた。耳元で「ありがとう」と囁ささやかれる。


「迎さんが〝さよなら〟って言った時、心臓が止まるかと思ったんだ」


「ごめん。僕としても、必死だったんだけどね」


　そろそろと手を伸のばして、彼の背中を抱き返す。まるで最初からくっついていたみたいに、俺たちの身体は境界線がわからなくなるくらい、ぴったりと治まった。


「……束縛して、いいよ」


　腕にちょっとずつ、力を入れる。同じように、彼もきつく抱きしめてくれる。


「閉じ込めてもいい。……あれ、剃そってもいいんだ」


「バカ、いいよ、そんなの。峻がそう言ってくれるだけで、いい」


　もう本当に僕の物だね、と彼は言った。


　そうかもしれない。俺は──身体も気持ちも、全部彼の物だ。


「俺、……したいな」


「僕もだ」


　言うなり彼は俺の腰こしを抱いて、ひょいとその場で持ち上げる。ほんの少し高い位置から彼を見下ろし、頭を屈かがめてキスをした。


　唇をつけたまま、俺たちは部屋の中に進む。


　寝ね乱みだれた布団に折り重なるように倒たおれ込み、久しぶりの迎の匂においに包まれて胸が喘あえいだ。いつのまにか涙は止まって、震ふるえる息だけが熱い。


　深いキスをくりかえして、指を絡からめて手を繫つなぐ。摑つかまっていないと、溺おぼれてしまいそうだった。


「……ん…」


　唇だけで、迎がそこら中を愛あい撫ぶし始める。


　その柔やわらかく頼たよりない感かん触しよくに、肌はだが粟あわ立だった。


　もう何度も何度もしたはずの行こう為いなのに、胸がしめつけられそうになるのは、久しぶりだからというわけじゃないだろう。


　最後のピースがパチンと嵌はまったジグソーパズルみたいに、欠けていたなにかが埋うまった。


　流されているんじゃなくて、自分の意思で飛び込んだんだと思う。


　今まで気づかなかったのが噓なんじゃないかってくらい、迎を好きだと思う気持ちが溢れてくる。さっきの涙で、塞せき止めていたものを溶とかして流してしまったみたいだ。


　繫いでいた手を解ほどいて、迎はシャツを脱ぬぎ捨てた。そうして俺の服に手をかけた時──。


　コツコツ、と遠えん慮りよがちなノックの音が聞こえてきた。


「倉持くん？　いる？」


　続いた声は、浅沼のものだ。


「…あ……」


　思わず、迎と目を見合わせた。お互たがいに〝どうしよう？〟というように、眉まゆを顰ひそめる。


　さっきのやり取りに紛まぎれて、どうやら玄げん関かんに鍵かぎをかけるのを忘れていたらしく、すぐに浅沼が「具合どう？」と中に入ってこようとしている気配が伝わってきた。


　俺は慌あわてて起き上がり、迎もゆっくりと俺の上から退どいた。ちょっとムッとしたような顔をして、脱いだばかりのシャツに手を通す。


　と、そこで浅沼が姿を見せた。


「……わっ」


　俺一人じゃなかったことに驚おどろいたのか、彼は小さく叫さけび声を上げる。


「ど、どうも…」


　どう説明したものかと動どう揺ようしつつ、とりあえず頭を下げる。


　浅沼は、俺を呆ぼう然ぜんと見つめてから、迎に視線を移した。それからまた俺を見て、困ったような笑えみを浮うかべる。


「……ごめん、玄関開いてたから…。具合が悪かったの、心配で…」


　ハハ、と彼は乾かわいた笑い声をつけ加える。


　こんなことしてるくらいだから、具合が悪いもなにもあったもんじゃないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


　布ふ団とんの上に起き上がったままの姿勢の俺と、端はしに座っている迎、それから呆然と立ち竦すくんでいる浅沼は、それからちょっとの間黙だまっていた。


　気まずい沈ちん黙もくに耐たえきれず、俺が口を開くのより一いつ瞬しゆん早く、浅沼が「わかった」と頷うなずく。


「さっきの返事は、もういいよ。聞かなくても、なんかわかった気がするし」


　それは、迎と別れて浅沼とつきあうかどうか、の返事だろう。


「相手が王子じゃ、ちょっと敵かなわないかな…」


「浅沼さん」


　すみません、と俺は頭を下げた。


「俺──さっきまでわからなかったけど、ようやくわかってきたっていうか…俺、束縛されるのが好きみたいだ。鬱うつ陶とうしいとか重荷とか、そんなんじゃなくて──好きな人に独どく占せんされるのって、いいかもしれないって」


　そう、と浅沼が頷く。


「倉持くんがいいんなら、それが一番なんだろう。……正直言うと、君が留年しかけて久瀬教授のところにやってきた時、近づけるチャンスだと小こ躍おどりしていたんだ。どうやら恋こい人びとがいるらしいことが薄うす々うすわかって、でも君がフラフラ迷ってるみたいだったから、これは俺に運があると思った。恋人から奪ってやるつもりで、いろいろ親切にして」


「……貴方あなたも小椋の写真を見たクチですか」


　ふいに、迎が口を挾はさんだ。


「小椋？　ああ、あの写真か。見たけど……確かにあれは綺麗だったが、実物は五割増しって感じかな」


　浅沼の言葉に、彼はフンと鼻を鳴らす。


「邪じや魔ま者ものは退散するよ。……俺が摑んだつもりのチャンスは、もうとっくに売約済みだった」


　しょうがない、と苦く笑しようして、彼は踵きびすを返した。


　引き止める言葉は見つからず、もちろん引き止めたりしちゃいけないこともわかっていたので、俺は黙って彼の後ろ姿を見送ったのだった。


「……峻」


　考える人みたいなポーズで固まっていた迎が、思い詰つめたような声を出す。


「一いつ緒しよに暮らそう」


　なんとなく言い出すような気がしていた。


「心配で、もう別々にはいられない」


「……いいよ」


　素す直なおに頷いた俺を、彼はゆっくり顔を上げてポカンと見てる。


「本当に？」


「うん」


「四六時中一緒にいるんだよ？　足あし腰こし立たなくて、ガタガタになるよ？」


　その言葉に、思わず噴ふき出した。


　そういえば、そんなことを言って彼との同居を嫌いやがっていたんだっけ。


　別に暮らすことを〝けじめ〟だと言いながら、結局俺のほうがなんのけじめもついてなかった。


　俺はただ、自分の気持ちと向きあうことや、彼の気持ちをきちんと受け入れることから逃にげていただけだった。


　でも──もう逃げない。


「……それにしても、やっぱり僕の言ったとおりだっただろう？」


　苦々しげに、迎が口にする。


「きっと、浅沼さんも君を狙ねらっていると思ったんだ」


「迎さん、浅沼さんのこと知ってた？」


「名前と顔くらいはね。……なかなかイイ男だし、たぶん僕と似たような嗜し好こうの持ち主だろうと…」


　名前と顔だけで、そんなことまでわかるもんなのか？　とちょっとビックリする。やっぱり、迎ってスゴイかも。


「……あのね、こんなことくらいで、そういうキラキラした目で見ないでくれる？」


　彼は困ったような、照れたような表情を浮かべる。


「キラキラ？」


「そう。そういう目で見られると、なんでもしてあげたくなっちゃうんだよ。……浅沼さんもそうじゃなかったかな。峻のためなら、資料集めや下調べも全部やりたくなったんじゃない？」


　なんで知ってんの!?　と思わず言いそうになった。


「……あ、そっか。レポート手伝ってもらったこと、言ったっけ。……あれ？　でも、そんなことまで…」


「言わなくても、だいたいわかるよ」


　苦笑しながら、迎が言う。


　どうしてだろう、と首を傾かしげていると、迎の腕うでが伸のびてあっという間に巻き込まれてしまった。


「迎さん？」


「しよう。……途と中ちゆうだったろ？」


　そうだね、と頷く。


　キスをして──何度もして。


　彼の肩かた越ごしに見える天てん井じようがシミだらけで、ちょっとおかしい。


　迎の部屋の天井は真っ白で、昼間でも電気をつけなければ薄うす暗ぐらい俺の部屋と違ちがって、いつも明るかった。窓ガラスから差し込む陽ひ射ざしが、彼のコレクションに反射してキラキラしていた。


　今は──あんな綺き麗れいな場所に閉じ込められるんなら、それでもいいかって気がしてる。


　それに、いつだって迎がそばにいるんだし。


「……なに考えてる？」


　間近でメッと睨にらまれた。


「ごめん。これからのこと……俺、家賃ちゃんと入れるからさ。食費とか、光熱費とかも」


「そんなのどうだって…」


　よくないよ、と睨み返す。


「囲われるみたいなのは嫌だし、俺、対等な恋人になりたいんだ。そうでなきゃ、男として情けないし。……なーんて、エラソーに言ってもまた、迎さんには甘えるだろうし、いろいろ頼たよるだろうけど」


「嬉うれしいよ」


　言葉どおり、彼はとても嬉しそうに笑った。その顔を見ていたら、猛もう烈れつにキスしたくなってきて──顔を両手で捕つかまえて、鼻の頭を齧かじった。


「……これはどういう愛情表現？」


　複雑な顔をして、迎は目をパチクリさせる。


「食べちゃいたいほど、可か愛わいかったからさ」


　言いながら、俺も笑ってしまう。男を可愛いと思う日が来るんだから、本当に人生ってわからない。平へい凡ぼんなはずの、俺のつまらない人生が、どんどん色を変えていく。


　そばにいる非凡な男が、俺の人生を彩いろどって、キラキラと輝かがやかせる。


　そのうち、合コンで会ったどの女の子よりも、迎が可愛いとか思うようになるんだろうか。


　いや──しばらくは、合コンも行かなくていいかな。


　もう少し、二人きりであの部屋にいたい。


　ガラスに囲まれてキラキラして。ずっと、手を繫つないでいよう。




コレクション
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